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Ⅰ　平成16年度の事業について

　特別史跡三内丸山遺跡は、縄文時代における集落の全体像や生活、自然

環境等とその変遷を具体的に解明することができる、日本を代表する縄文

遺跡と評価され、平成12年11月に特別史跡に指定されました。また、平成

15年５月には、三内丸山遺跡の出土品1,958点が重要文化財に指定されて

います。

　青森県は、三内丸山遺跡を貴重な歴史的遺産として保存し、平成６年度

から遺跡の整備と一般公開を行い、多くの方々に三内丸山遺跡を見学して

いただきました。

　平成20年度は、第32次発掘調査等を行ったほか、最新情報展、企画展、

縄文教室、三内丸山遺跡報告会などを実施して、三内丸山遺跡を中心とし

た縄文文化の魅力と重要性を広く発信してまいりました。

　この年報は、平成20年度の三内丸山遺跡の整備・調査研究・活用事業の

概要についてまとめたものです。本書が三内丸山遺跡の理解や埋蔵文化財

の保護と研究に寄与できれば幸いです。

　刊行にあたり、三内丸山遺跡の保護・活用に御支援、御指導を賜りまし

た皆様に対し深く感謝申し上げますとともに、今後ともより一層の御尽力

をお願い申し上げます。

　　平成22年３月

　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県教育委員会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　教 育 長　　田　村　充　治

序
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Ⅰ　平成16年度の事業について

発掘調査委員会現地指導

縄文教室「クズ・カラムシ繊維でポシェットを編む」
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Ⅰ　平成20年度の事業について

平成20年度の整備の内容

①公開遺構の整備

　平成７年度以降の公開に伴い、劣化が進んだ箇

所については修復、補充の保存処理を継続的に

行っている。平成20年度は北盛土と子供の墓につ

いて実施した。保存処理作業は３月26日～ 28日

の３日間である。作業内容については以下の通り

である。　

　○子供の墓　遺構表面の清掃（カビ・苔の除去）

を行い、痛みが激しい部分は遺構土を充填するな

どの補修を行った。その後、滅菌・防カビ・防藻

の処理を行った。

　○北盛土　遺構表面及び土器の清掃（カビ・苔

の除去）を行った後、主に土器などの遺物につい

て滅菌処理を施した。

②三内丸山遺跡展示・収蔵施設改修設計

　三内丸山遺跡展示室の老朽化、遺跡内での重要

文化財の展示・収蔵の実現、「北海道・北東北を

中心とした縄文遺跡群」の世界遺産登録に向けた

情報発信機能の充実等、現状の諸課題に対応する

ため、縄文時遊館の縄文ギャラリー及び周辺ス

ペースを改修して本格的な展示施設を整備するこ

ととし、平成20年度は設計業務を実施した。

　設計業務を委託する業者については、プロポー

ザル方式による選定を実施した結果、株式会社丹

青社に決定し、基本設計及び実施設計業務を行っ

た。

Ⅰ 平成20年度の事業について

１　整備状況

２　調査研究

（1）三内丸山遺跡調査

　遺跡の全体像、特に集落構造の変遷の解明や、

今後の保存・活用、整備計画の策定や推進のため

の資料収集を目的とした学術調査を継続して行っ

ている。

　また、今後の長期的な整備・活用に備えて、関

連する遺跡の調査、事例調査、積極的な情報発信

のための事業を行った。

○第32次発掘調査

　平成20年度は、遺跡南西部に位置する環状配石

墓４基の調査を行った。環状配石墓は、三内丸山

遺跡の墓制を考える上で非常に重要な遺構であ

り、環状配石墓の造り方や年代などを具体的に調

査し、そこで得られた情報をこれからの保存や活

用に役立てていくことを目的とした。

  ・調査期間：平成20年5月21日～ 10月17日

  ・調査面積：404㎡

  ・主な出土遺物：土器、石器等５箱

  ・これまでの調査成果

　環状配石墓は、平成６年度にサッカー場建設予

定地として周辺一帯の試掘調査を行い、確認した

のが最初だった。その後、「三内丸山遺跡発掘調

査計画」（第一期）に基づき、平成10 ～ 15年度に

遺跡南西部における土坑墓・環状配石墓、道路跡

などの確認調査を６度（第13・14・17・20・23・
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第25号環状配石墓

26次調査）実施した。これらの調査の結果、集落

中心部から約370ｍにわたる道路跡とそれに伴っ

て土坑墓や環状配石墓を確認した。集落中心部近

くでは土坑墓が多く、環状配石墓は集落中心部か

らやや離れたところに位置する。確認された環状

配石墓は22基あり、その範囲は約210ｍの長さで

ある。

　平成17年度には「三内丸山遺跡第二期発掘調査

計画」を開始し、環状配石墓も精査の対象として

位置づけられた。調査は２カ年で計画され、平成

20年度は平成19年度に続く最終年度である。

　第一期の調査では次のことが判明していた。埋

葬部の形態は土坑墓と同様である。配石部は径約

４ｍほどで、礫の軸を円弧に平行、直交に並べて

いるところもある。「埋葬部」の出土遺物はほと

んどなく、構築時期は出土遺物、掘り込みの層位

などから縄文時代中期中葉～後葉と考えられる。

時期に関しては、高精度年代測定と照らし検討す

る必要がある。

  ・平成20年度の調査成果

　環状配石墓４基（第25・31・38・39号）の精査

を行った。これらは、「配石部」の確認にとどまっ

ていた。平成20年度の調査目的は、①埋葬部の有

無の確認、②環状配石墓列南端の確認、③盛土状

遺構の調査、④土坑墓列の分布範囲の確認である。

　①の埋葬部の有無に関しては、４基の環状配石

墓いずれも埋葬部を確認した。「配石部」に対し

「埋葬部」１基の関係であること、道路構築後に

埋葬部が造られるという遺構の重複による前後関

係は、従来の知見を追認するものである。

　これまでの知見と異なる点は、４基とも「埋葬

部」に壁溝を持たず、一様ではない構造の存在が

明らかになったことである。この違いが何に起因

するか、明らかにする必要がある。

　配石部に用いられた礫については、前年度同様、

石質鑑定を実施した。結果は、安山岩が６割と最

多で、次いで石英安山岩、凝灰岩、流紋岩の順と

なり、昨年度の調査結果と同様である。また、３

基の埋葬部の長軸線上に、長さが70㎝を超える大

型の礫が確認された。

　②の環状配石墓列の南端の確認については、第

40号環状配石墓以南からは新たには検出されず、

南端が確定した。これにより、環状配石墓列は従

来の知見どおり、長さ211ｍである。

　③の盛土状遺構は、当初、環状配石墓または土

坑墓のマウンドの可能性も考えられた。しかし、

マウンド内の落ち込みは風倒木の可能性が高いこ

と、18×６ｍの範囲に分布すること、ボーリング

で礫は確認されなかったことから、墓に関連する

マウンドではないことが明確になった。

　④の土坑墓列の範囲であるが、環状配石墓周辺

やいくつかの試掘坑では、新たな土坑墓は確認さ

れなかった。

第31号環状配石墓
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第38号環状配石墓

（2）関連遺跡調査

　県内外の発掘調査事例や出土事例を調査し、そ

れらの情報を得ることにより、三内丸山遺跡の学

術的解明を進めていくとともに、遺跡間のネット

ワークの形成に向けた交流を目指すものである。

　平成20年度は、配石遺構を特徴とする史跡など

を対象とし、整備・活用方法の参考事例を収集す

るため、東京都、山梨県、静岡県で実施した。

①　田端遺跡（東京都町田市）

　縄文時代後～晩期の環状積石遺構が公開されて

いる。礫は環状に配置され、立石も伴うようであ

る。また、その内部や周辺には土坑墓や壁際に礫

を配した墓（周石墓と呼称）も検出されている。

現在は採取などにより復元した礫を固定して配置

している。その作業を一般市民とともに行うなど

して、身近な遺跡としての取り組みが行われてい

る。

②　金生遺跡（山梨県北杜市）

　縄文時代後～晩期の大規模な配石遺構が検出さ

れている。竪穴住居跡も検出されており、平地式

住居として復元されている。配石遺構の復元には、

周辺の河川から採取など入手した礫が用いられて

いる。日照時間の多い土地柄らしく、コケやカビ

の発生はみられない。遺跡と模型などを利用した

市立資料館、県立博物館で、遺跡の情報が提供さ

れている。

③　上白岩遺跡（静岡県伊豆市）

　埋め戻した遺構の上部に配石遺構が復元されて

いる。検出したのは、径12ｍの環状の配石遺構で、

縄文時代後期初頭のものである。２カ所に礫が希

薄な部分があり、出入り口とも言われている。隣

接して土坑墓が、やや離れて竪穴住居跡が検出さ

れている。環状の配石と墓の関係は、田端遺跡と

類似する要素がある。

　今回の関連遺跡調査では、配石遺構を中心とし

た遺構のあり方そのものや、関連遺構との関係は

もとより、礫の入手から展示に至るまでの手法な

ど、今後の三内丸山遺跡の解明に非常に参考とな

るものだった。　　　　　　　　　　　　　　　

（3）遺跡環境調査

　遺跡の長期的保護に向けて、その具体的な対応

を検討するための基礎的な資料を得るため、覆屋

の室温、湿度等について定期的にデータ収集を

行った。

（4）三内丸山遺跡発掘調査委員会

　三内丸山遺跡に関する学術的な解明や継続的な

発掘調査計画検討のため、専門家による委員会を

平成９年度から設置している。委員の任期は２年

であり、年３回会議を開催している。委員の構成

は次のとおりである。

  ・委員長　　

　　村越　　潔（弘前大学名誉教授）

  ・副委員長

　　小山　修三（吹田市立博物館長）

  ・委　員

　　岡村　道雄（奈良文化財研究所名誉研究員）

　　小林　達雄（國學院大学教授）

　　高島　成侑（前八戸工業大学教授）

　　大塚　和義（大阪学院大学教授）

　　西本　豊弘（国立歴史民俗博物館教授）

　　鈴木　三男（東北大学学術資源研究公開

　　　　　　　　センター長）

　　辻　誠一郎（東京大学大学院教授）
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第１回発掘調査委員会

め、平成10年度から行っている。

　平成20年度は、総合的・学際的研究を展開し、

より一層遺跡の全体像の解明と縄文文化に関する

研究を進めるため、関連する研究を公募し、研究

を委託した。

　共同研究は、三内丸山遺跡の全体像解明につな

がる総合的、学際的な共同研究である。個人研究

は、「円筒土器文化」または「三内丸山遺跡」に

ついて、各種遺物・遺構、集落構造などを取り扱っ

た個人による研究である。

①共同研究

 『三内丸山など北日本縄文遺跡の漆文化』

　研究代表者　岡村　道雄　

　　 （奈良文化財研究所名誉研究員）

 『岩石考古学の構築：岩石学の手法を用いた縄文

　石器の解析』

　研究代表者　前川　寛和　

　　 （大阪府立大学教授）

②個人研究

 『円筒土器文化圏における食料加工技術の研究－

　礫石器の使用痕分析および残存デンプン粒分析

　を中心に－』

　上條　信彦（弘前大学人文学部講師）

 『石器残存デンプンからみた三内丸山遺跡の植物

　利用の変遷』

　渋谷　綾子（総合研究大学院大学博士課程）

  ・顧　問

　　坪井　清足

　　 （財団法人元興寺文化財研究所長）

○第１回（平成20年６月27日）

開催場所：三内丸山遺跡展示室内研修室

　　　　　 （以下同じ）

検討内容：今年度の発掘調査について

　　　　　発掘調査の現地指導

　　　　　特別研究推進事業について

○第２回（平成20年9月29日）

検討内容：今年度の発掘調査状況について

　　　　　発掘調査の現地指導

         　　次年度の発掘調査について

　　　　　次年度の特別研究推進事業について

○第３回（平成21年3月26日）

検討内容：今年度の発掘調査の成果について

　　　　　次年度の発掘調査について

　　　　　次年度の特別研究推進事業について

（5）特別研究推進事業

　遺跡の全体像解明と縄文文化の解明を進めるた

３　普及啓発

（1）シンポジウム等

①三内丸山遺跡報告会

　日時：平成21年３月14日（土）

　　　　13：00 ～ 14：55

　会場：縄文時遊館（縄文シアター）

　主催：青森県教育委員会

　内容：

　第１部　発掘調査成果報告

　　　 『平成20年度発掘調査成果報告』

　　　　浅田　智晴（青森県教育庁文化財保護課）
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三内丸山遺跡報告会場

　第２部　特別研究成果報告

　　　 『三内丸山など北日本縄文遺跡の漆文化』

　　　　岡村　道雄

　　　　 （奈良文化財研究所名誉研究員）

　　　 『岩石考古学の構築：岩石学の手法を用い

　　　　た縄文石器の解析』

　　　　前川　寛和（大阪府立大学大学院教授）

　　　 『円筒土器文化圏における食料加工技術の

　　　　研究－礫石器の使用痕分析および残存デ

　　　　ンプン粒分析を中心に－』

　　　　上條　信彦（弘前大学人文学部講師）

　　　 『石器残存デンプンからみた三内丸山遺跡

　　　　の植物利用の変遷』

　　　　渋谷　綾子

　　　　 （総合研究大学院大学博士課程）

（2）企画展及び最新情報展

　三内丸山遺跡への理解を深めてもらうため、調

査及び研究で明らかとなった最新情報を展示する

企画展及び最新情報展を開催した。

①「円筒土器の研究のあゆみとその形」（企画展）

　期間：平成20年７月26日（土）～ 10月31日（金）

内容：三内丸山遺跡の集落誕生から約1,000年

にわたり作られた円筒土器の研究の歴史を振り

返るとともに、土器の製作技法や使用痕跡から

なぜこのような土器が作り続けられたかを探

り、パネルや土器の展示を行った。

②「特別収蔵庫の見学会」

　期間：平成20年７月19日（日）～８月23日（日）

内容：夏休み期間は多くの見学者が三内丸山遺

跡を訪れることから、この機会に遺跡にさらに

親しみ理解してもらうため、普段は公開してい

ない完形土器収蔵庫を解説員が中心となって案

内と説明を行った。収蔵されている膨大な出土

品を公開し、土器実物にも触れてもらう機会を

提供した。37日間で856人の参加があり、見学

者には、「参加記念証」をプレゼントした。

③「縄文ベジタブル＆フルーツ　～ここまでわか

　った三内丸山遺跡の青果展～」（企画展）

　期間：平成20年12月１日（月）～２月28日（土）

内容：三内丸山遺跡出土植物遺体のうち、食用

植物に焦点を当て、研究の現状を紹介した。出

土種子・原生種の標本又は写真パネルを展示し、

食用利用・栽培の有無について説明を行った。

④「ザ・環状配石墓」（最新情報展）

　期間：平成21年３月13日（金）～６月28日（日）

内容：三内丸山遺跡に特徴的な環状配石墓を、

過去の調査内容・平成20年度の調査成果につい

て、パネルを用いて説明し、実際に出土した土

器・石器・環状配石に用いた円礫や大型礫１点

のほか、環状配石に用いる礫の採取地と考えら

れる青森市荒川で拾った礫を展示した。

「ザ 環状配石墓」展示状況
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土偶・土器野焼き風景

（3）三内丸山縄文教室

　三内丸山遺跡では、発掘調査から得られた成果

をもとに、縄文時代の生活の一端を体験していた

だく縄文教室を、平成８年度から実施している。

　平成20年度は６月から11月までの土・日曜日に、

１回コースを５回、２回コースを4回の計13回行

った。できるだけ縄文時代と同じ材料を使い、実

施内容によっては専門家に講師を依頼し、より詳

しい知識を得られるようにした。

 【１回コース】

①「石器作り」

　実施日：平成20年６月14日（土）

　内　容：黒曜石で矢じりなどを製作する。

　講　師：文化財保護課職員

　参加者：25名

②「レプリカ作り」

　実施日：平成20年８月９日（土）

　内　容：遺跡から出土した土偶等の複製品を製

　　　　　作する。

　講　師：堀江　武史氏（府中工房）

　参加者：24名

③「針作り」

　実施日：平成20年10月11日（土）

　内　容：イノシシの肋骨で編物用の針を製作す

　　　　　る。

　講　師：文化財保護課職員

　参加者：16名

④「編布作り」

　実施日：平成20年11月８日（土）

　内　容：糸をよって布を製作する

　講　師：尾関 清子氏

　参加者：12名

⑤「貝輪作り」

　実施日：平成20年11月22日（土）

　内　容：ベンケイ貝で腕輪を製作する。

　講　師：文化財保護課職員

　参加者：22名

 【２回コース】

①「土偶作り１」

　実施日：平成20年７月12日（土）

　内　容：遺跡周辺で採取した粘土で土偶を作る。

　講　師：文化財保護課職員

　参加者：23名

②「土器作り１」

　実施日：平成20年７月26日（土）

　内　容：遺跡周辺で採取した粘土で土器を作る。

　講　師：誉田 実氏（陸奥美窯）

　参加者：23名

③「土偶作り２」「土器作り２」

　実施日：平成20年９月27日（土）

　内　容：①で作った土器を野焼きする。

　講　師：文化財保護課職員

　参加者：16名

④「釣針作り」

　実施日：平成20年８月23日（土）

　内　容：鹿角で釣針を製作する。

　講　師：文化財保護課職員
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　参加者：30名

⑤「魚釣り実験」

　実施日：平成20年８月24日（日）

　内　容：④で制作した釣針で魚釣りをする。

　講　師：文化財保護課職員

　参加者：30名

⑥「クズ・カラムシ繊維でポシェットを編む１」

　実施日：平成20年９月７日

　内　容：クズ・カラムシから繊維を採取する。

　講　師：谷川　栄子氏

　　　　　 （日本女子大櫻楓家庭工芸研究所）

　参加者：13名

⑦「クズ・カラムシ繊維でポシェットを編む２」

　実施日：平成20年10月26日

　内　容：⑥で採取した繊維でポシェットを編む。

　講　師：谷川　栄子氏

　　　　　 （日本女子大櫻楓家庭工芸研究所）

　参加者：13名

（4） 印刷物の発行

①「年報12」

　Ａ４　61ページ　500部発行

　平成19年度の事業、見学者の動向、研究ノー

　ト、特別研究推進事業成果概要報告、日誌抄録

②「青森県埋蔵文化財調査報告書　第478集　三

　内丸山遺跡35　－旧野球場建設予定地発掘調査

　報告書10　南盛土（2）－」

　Ａ４　391ページ　400部発行

　平成４～６年度に調査した旧野球場建設予定地

　のうち、南盛土の調査報告

③「『アレコレドキドキ体験事業』活用事例集」

　Ａ４　90ページ　1,500部発行

　各研究指定校が三内丸山遺跡を始め県内の縄文

　遺跡を校外学習等で積極的に活用できるプログ

　ラムを開発し、実施した活用事例集

④「三内丸山通信」

　Ａ３　両面　3,000部発行

　三内丸山遺跡の調査、イベント、トピックスな

　どの最新情報を掲載したニュースレター

  【第45号（平成20年7月14日発行）】

　・今年もスタート！発掘調査

　・三内丸山縄文教室

　・「ドキ！土器？体験事業」でドッキドキ？

　・お知らせ

　　夏休み特別収蔵庫見学会

　　第２回企画展

　・平成19年度遺跡報告会

  【第46号（平成20年12月12日発行）】

　・平成20年度発掘調査の成果

　・縄文大祭典開催　

　・世界文化遺産登録に向けて大きく前進！

　・あおもり縄文展開催！

　・第２回企画展のお知らせ

  【第47号（平成21年3月30日発行）】

　・新たな研究成果を発表！－平成20年度三内

　　丸山遺跡報告会－

　・あおもり縄文展大盛況！ in 九州国立博物館

　・いよいよ世界へ！－世界遺産暫定一覧表に記

　　載される－

　・最新情報展開催中
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三内丸山通信

⑤リーフレット（一般）

　Ａ３　見開き　両面

　遺跡見学者を対象とした、公開中の遺構の解説

　を中心としたリーフレット

（5）資料貸し出し

　今年度も出土遺物及びレプリカ、写真等の貸出

を行った。出土遺物の主な貸出先は以下のとおり

である。このほかに、写真等の貸出が117件あっ

たが、詳細は割愛する。

①中泊町博物館　常設展示

　平成20年４月１日～平成21年３月31日

　土器　２点

②青森県立郷土館　常設展示

　平成20年４月１日～平成21年３月31日

　土器等　32点

③縄文時遊館　常設展示

　平成20年４月１日～平成21年３月31日

　土器等　99点

④青森県立美術館

　アートイン三内丸山遺跡プロジェクト

　平成20年９月11日～平成20年12月26日

　土器等　187点

⑤松戸市立博物館　特別展「縄文時代の東・西」

　平成20年９月25日～平成20年12月16日

　土器等　148点

（6）講演会等

　三内丸山遺跡に対する理解や関心を深めてもら

うため、主催者の依頼に応じた各種講演や学校に

おける総合学習での講義などを行った。20年度に

行われた講演等は、次のとおりである。

５月31日

　ボランティアによる「あおもり検定」講座講義

　青森県商工会議所連合会、青森県商工連合会

　場所：青森県総合社会教育センター

７月31日

　 「郷土の文化を学ぶ」

　平成20年度初任者研修（小・中学校）「教職一

　般講座」講義

　青森県教育委員会

　場所：青森県総合学校教育センター

８月９日

　 「遺跡とサイエンス」

　サイエンス・パートナーシップ・プロジェクト

　青森県男女共同参画センター

　場所：三内丸山遺跡
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８月12日

　 「三内丸山遺跡の概要について」

　青森市教育研修センター研修講座「初任者研修

　ふるさとの教育研修講座」講義

　青森市教育委員会

　場所：三内丸山遺跡

９月３日

　 「縄文文化の扉を開く」

　弘前大学シニアサマーカレッジ講義

　弘前大学

　場所：三内丸山遺跡

９月４日

　 「縄文文化の扉を開く」

　第44回東北・北海道肢体不自由児童施設療養担

　当職員研修会特別講演

　青森県立あすなろ医療教育センター

　場所：青森国際ホテル

９月12日

　 「縄文は楽しい」

　東北管内行政相談委員代表者会議講演

　東北管区行政評価局

　場所：南部屋

11月７日

　 「三内丸山遺跡が語る縄文期の東北」

　第32回東北地区特別支援学校知的障害教育校長

　会総会並びに研究協議会「青森大会」講演

　東北地区特別支援学校知的障害教育校長会

　場所：八戸グランドホテル

11月29日

　 「縄文人の生活に学ぶエコライフ－三内丸山遺

　跡を例に－」出前トーク

　弘前市立中央公民館

　場所：弘前市中央公民館

３月７日

　 「世界を目指すＪＯＭＯＮ」平成20年度秋田県

　埋蔵文化財発掘調査報告会講演

　秋田県埋蔵文化財センター

　場所：男鹿市民文化会館

（7）縄文時遊館で開催されたイベント

　ビジターセンターである縄文時遊館では、三内

丸山遺跡を開かれた遺跡として活用すると同時

に、遺跡に対してより親しんでいただくため、様

々なイベントを実施している。

４月

　・ 縄文春祭り（４月26日～５月６日）　

６月

　・ 縄文ライブ（６月22日）

７月

　・ 縄文夏祭り（７月26日～ 27日）

８月

　・ 昆虫教室（８月17日）

９月

　・ 縄文大祭典（９月13日～ 14日）

10月

　・ 縄文秋祭り（10月25日～ 26日） 

１月

　・ 縄文冬祭り（１月31日～２月１日）
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（1）遺跡見学者数及び展示室入館者数（註）

　平成20年度の遺跡見学者数は312,964人、うち

展示室の入館者数は112,122人である。展示室の

入館者数は平成９年度をピークに減少傾向にあ

り、今年度は前年比92.6%となった。

　月ごとの遺跡見学者数は多い順から８月、10

月、５月となっている。これはねぶた祭り、紅葉

シーズン、ゴールデンウィークによる観光客の増

加が要因であると考えられる。また、冬季の見学

者数については12月～３月にかけて落ち込んでい

るが、２月は「三内丸山縄文冬祭り」の効果など

から増となっている。

　展示室の入館者数は、遺跡見学者数の35.8%で

ある。４～ 12月と３月の割合は高いが、１～２

月は約10％となっている。

　展示室の入館者数の割合を月別で見ると５月が

最も多く、次いで６月、８月である。５～６月は

修学旅行や校外学習などの学習利用が多いためで

ある。８月は個人見学者の割合が高く、一般団体

見学者に比べ時間に余裕があるため、展示室にも

入館していると推測される。また、展示室入館者

の割合が低いのは１月、２月の順となっており、

冬期間であるため、天候によっては縄文時遊館の

見学のみで済ませる人も多いためと考えられる。

グラフ１　平成20年度までの展示室入館者数

Ⅱ 平成20年度の見学者動向について

表１　平成20年度までの展示室入館者数

年　度 展 示 室
入館者数

前年比
（%）

平成６年度 61,807 －
　　７年度 269,597 436.2
　　８年度 510,337 189.3
　　９年度 565,376 110.8
　　10年度 485,917 85.9
　　11年度 387,021 79.6
　　12年度 343,050 88.6
　　13年度 287,182 83.7
　　14年度 224,582 78.2
　　15年度 194,019 86.4
　　16年度 156,515 80.7
　　17年度 137,543 87.9
　　18年度 146,513 106.5
　　19年度 121,092 82.6
　　20年度 112,122 92.6

計 4,002,673 －

（万人）
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Ⅱ　平成20年度の見学者動向について

月 展示室
入館者数

遺跡
見学者数

団体
申込者数

展示室
１日平均
利用者数

展示室の
利用割合
（%）

４月 7,605 20,050 3,760 253.5 37.9 
５月 18,831 37,656 9,911 607.5 50.0 
６月 16,063 34,489 11,661 535.4 46.6 
７月 11,303 31,079 4,424 364.6 36.4 
８月 26,194 65,595 4,058 845.0 39.9 
９月 11,055 35,262 5,271 368.5 31.4 
10 月 10,713 40,377 6,205 345.6 26.5 
11 月 4,502 15,555 1,600 150.1 28.9 
12 月 1,299 4,747 431 41.9 27.4 
１月 764 7,855 211 24.6 9.7 
２月 1,279 12,619 510 45.7 10.1 
３月 2,514 7,680 401 81.1 32.7 
計 112,122 312,964 48,443 307.2 35.8 

表３　平成20年度団体見学者数

表２　平成20年度見学者数

グラフ３　平成20年度団体見学者数

グラフ２　平成20年度見学者数
※展示室　12月30日～１月１日は休館

月 小学校 中学校 その他学校 一　般 総　計
学校数 人数 学校数 人数 学校数 人数 団体数 人数 団体数 人数

４月 22 1,070 10 439 1 127 37 2,124 70 3,760 
５月 41 1,645 54 4,709 8 1,283 97 2,274 200 9,911 
６月 77 3,983 39 5,050 3 504 98 2,124 217 11,661 
７月 18 898 8 887 5 275 97 2,364 128 4,424 
８月 4 204 7 410 0 0 127 3,444 138 4,058 
９月 25 1,084 13 1,070 4 337 107 2,780 149 5,271 
10月 14 929 8 869 7 958 122 3,449 151 6,205 
11月 11 499 0 0 0 0 51 1,101 62 1,600 
12月 2 174 1 95 0 0 12 162 15 431 
１月 0 0 0 0 0 0 16 211 16 211 
２月 0 0 0 0 0 0 39 510 39 510 
３月 0 0 0 0 0 0 32 401 32 401 
計 214 10,486 140 13,529 28 3,484 835 20,944 1,217 48,443 

表４　平成20年度団体見学者の地域別見学者数

県内外別
小学校 中学校 その他学校 一　般 総　計

学校数 人数 学校数 人数 学校数 人数 団体数 人数 団体数 人数

県内 148 7,220 17 1,183 20 2,378 103 3,580 288 14,361 
県外 66 3,266 123 12,346 8 1,106 732 17,364 929 34,082 
計 214 10,486 140 13,529 28 3,484 835 20,944 1,217 48,443 

（2）団体見学者（註）の傾向

　団体の見学者数は48,443人で、見学者全体に占

める割合は15.5%である。このうち県内の利用は

約30％で、小学校の利用が多い、また、県外から

の利用は約70％で、一般団体と中学校の利用が多

い。団体見学者が最も多いのは６・５・10月で、

５～６月は修学旅行などの学校見学者が約80％を

占める。10月は学校関係者は少なく一般見学者が

多い。８月は遺跡全体の見学者が最も多いが、団

体見学者の割合は少ない。これは、ねぶた期間中

は見学者が集中するため、定時ガイドを増やすこ

とで対応していることから、カウントされない団

体が多いためである。また、冬季の団体見学者は

少なく、学校団体の見学はほとんどない。

　修学旅行での利用は、中学校が圧倒的に多い、

地域別では北海道が多く、修学旅行生全体の70％

以上を占め、その他の地域の利用割合は、昨年度

と比較すると減少している。

　また、県内の学校団体の利用では、小学校に比

べて中学校の利用は少ない。



― 12 ―

三内丸山遺跡年報－13－

グラフ４　平成20年度団体見学者数の割合 グラフ５　平成20年度修学旅行生の地域別割合

グラフ６　県外学校の見学者数 グラフ７　県内学校の見学者数

表５　県外学校の見学者数 表６　県外学校の見学者数

　平成20年度の学校団体の見学者数は、県外で

16,718人、県内で10,781人となっている。

　県外の学校の見学者数は、昨年度と比較すると

小学校・中学校で減少し、その他学校で増加して

いる。

　また、県内学校については昨年度と比較すると

小学校では人数が増加し、中学校では人数が減少

し、その他学校は２倍以上となっている。

　註）カウント方法、カウント場所は次のとおり

　　である。

　　・遺跡見学者数：縄文時遊館入口でセンサー

　　　によりカウント

　　・展示室入館者数：展示室入口で解説員が手

　　　動でカウント

　　・団体見学者数：事前に見学申込のあった団

　　　体見学者で三内丸山応援隊がカウント

県内小学校
15％

県内中学校
2％

県内その他
5％

県内一般
7％

県外小学校
7％

県外中学校
26％

県外その他
2％

県外一般
36％

県内
30％

県外
70％

北海道
72％

東北
3％

関東
20％

近畿
4％

中国
1％

年度
小学校 中学校 その他学校 総　計 前年比（%）

学校数 人数 学校数 人数 学校数 人数 団体数 人数 団体数 人数

18年度 71 3,728 169 16,577 12 1,109 252 21,414 105.0 107.1 

19年度 69 3,457 146 13,770 8 819 223 18,046 89.7 85.6 

20年度 66 3,266 123 12,346 8 1,106 197 16,718 88.3 92.6 

年度
小学校 中学校 その他学校 総　計 前年比（%）

学校数 人数 学校数 人数 学校数 人数 団体数 人数 団体数 人数

18年度 145 8,017 24 1,555 17 1,196 186 10,768 101.0 81.5 

19年度 145 6,661 23 1,804 17 1,077 185 9,542 106.3 121.4 

20年度 148 7,220 17 1,183 20 2,378 185 10,781 100.0 113.0 
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Ⅲ　研究ノート

１．はじめに

　三内丸山遺跡の盛土は３箇所から発見されてお
り、その位置から北盛土、南盛土、西盛土と呼ば
れている。このうち南盛土は北側が広がる台形に
近い形で東側は角状に突き出ており、最も厚いと
ころで2.1m の層厚がある。盛土の廃棄単位は特
に南盛土で明確に認識することができる。これら
の盛土は縄文時代中期初頭から後半の約800年間
にわたり形成されたと考えられ、含まれている土
器形式から、廃棄行為が継続的に続いていたとみ
られている。この南盛土の各層からは、水洗選別
により若干の大型植物化石が検出されたため、植
物利用解明の目的でこれら大型植物化石の同定を
行った。
２．同定結果

　南盛土西捨て場Ⅲ層より出土した大型植物化石
の同定結果を表１～８に示す。表中の数字は、堅

吉川　純子 （古代の森研究舎）

Ⅲ 研究ノート
１　三内丸山遺跡南盛土より出土した大型植物化石

果は乾重を示し、その他木本と草本は個数を示す。
括弧内の数字は破片で出土した種実を完形に換算
した個数を示しており、記号の+は乾重0.1g以下、
種実にして10分の１以下である。
　堅果はオニグルミ、クリ、コナラ亜属、ブナ科、
トチノキを出土し、いずれも炭化した果皮もしく
は種子であった。その他木本はビャクシン属、キ
イチゴ属、キハダ、ウルシ属、サルナシ、ミズキ、
ニワトコは炭化種実を、モミ属は炭化葉を、カバ
ノキ科とマタタビ属は炭化していない種実を出土
した。草本はヒエ属、ツユクサ、タデ属、ギシギ
シ属、マメ科、アカネ属は炭化種実を、カナムグ
ラ、サナエタデ近似種、ネバリタデ近似種、タニ
ソバ、タデ属、ギシギシ属、キケマン属、エノキ
グサ、キランソウ属、ヤブタビラコ属は炭化して
いない種実を出土した。これらのほかに炭化した
草本の茎と担子菌菌核、不明種実を出土した。

表 1  Ⅲ層より出土した大型植物化石　その 1
分類群 部位／層位 6 10 13 16 17 18 19 20 21 22 23 25 26 28 29

堅果
オニグルミ Juglans sieboldiana Maxim. 炭化内果皮 + 0.2 + + 0.5 + 0.2 0.3 - 1.1 + 0.5 0.6 - +
クリ Castanea crenata Sieb. et Zucc. 炭化果皮 - - - - - + + + - + + + + + +

炭化子葉 0.2 0.3 0.4 0.2 1.2 + 1.5 - 0.4 1.5 + + 2.1 0.7 +
コナラ亜属 Quercus subgen.Lepidobalanus 炭化果実基部 - - - - - - - - - - - - - - -

炭化子葉 - - - - - - - - - - - - - - -
ブナ科 Fagaceae 炭化果皮 - - - - - - - - - - - - - - -
トチノキ Aesculus turbinata Blume 炭化種皮 - + - - - + + + - + + + + - -

炭化子葉 - - - - - + - - - - - - 0.4 - -
その他木本

モミ属 Abies 炭化葉 - - - - - - - - - - - - - - -
ビャクシン属 Juniperus 炭化種子 - - - - - - - - - - - - - - -
カバノキ科 Betulaceae 果実 - - - - - - - - - - - - - - -
キイチゴ属 Rubus 炭化核 - - - - - - - - - - - - - - -
キハダ Phellodendron amurense Rupr. 炭化果実 - - - - - - - - - - - - - - -

炭化種子 (0.1) - (0.2) - (1.2) (0.1) (0.2) - - (0.1) + - (1) (1.3) -
ウルシ属 Rhus 炭化内果皮 - (0.3) - - - - - - - - - - 1(0.1) - -
サルナシ Actinidia arguta (Sieb. et Zucc.) Planch. ex Miq. 種子 - - - - - - - - - - - - - - -
マタタビ属 Actinidia 不熟種子 - - - - - - - - - - - - - - -
ミズキ Swida controversa (Hemsl.)Sojak 炭化内果皮 - - - - - - - - - - - - - - -
ニワトコ属 Sambucus 炭化内果皮 - - - - - - - (0.5) - - - - - - -

草本
ヒエ属 Echinochloa 炭化種子 - 1 - - - - - - - - - - 1 - -
ツユクサ Commelina communis L. 炭化種子 - - - - - - - - - - - - - - -
カナムグラ Humulus japonicus Sieb. et Zucc. 種子 - (0.2) - - - - (2) - - - - - + - -
サナエタデ近似種 Persicaria cf. scabra (Moench) Mold. 果実 - - - - - - 1 - - - - 44(2.5) 4(1.5) - -
ネバリタデ近似種 P. cf. viscofera (Makino) H.Gross 果実 - - - - - - - - - - - - - - -
タニソバ P. nepalensis (Meisn.) H. Gross 果実 - - - - - - - (0.5) - - - - 1 - -
タデ属 Persicaria 炭化果実 - - - - - - - - - - - - - - -

果実 - - - - - - - - - - - - - - -
未熟果 - - - - - - - - - - - - - - -

ギシギシ属 Rumex 果実 - - - - - - - - - 1 - - - - -
炭化果実 - - - - - - - - - - - - - - -

マメ科 Leguminosae 炭化種子 - - - - - - - (0.3) - - - - - - -
キケマン属 Corydalis 種子 - - - - - - - - - - - - - - -
アカネ属 Rubia 炭化種子 - - - - - - - 1 - - - - - - -
エノキグサ Acalypha australis L. 種子 - (0.5) - - (0.5) 1 - - - - - - (1.8) - -
キランソウ属 Ajuga 果実 - - - - - - - - - 1 - - - - -
ヤブタビラコ属 Lapsana 果実 - - - - - - - - - - - - - - -
草本 茎 - - - - - - - - - - - - - - -
担子菌 菌核 - - - - 1 2 2 - - 3 - 1 - 2 -
不明 2 - + + + + + + + + - + + - +
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表 2  Ⅲ層より出土した大型植物化石　その 2
分類群 部位／層位 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 42 43 44 45

堅果
オニグルミ Juglans sieboldiana Maxim. 炭化内果皮 0.4 4.7 0.5 + + 0.3 0.3 0.7 0.4 3.4 0.2 + 0.2 0.1 0.5
クリ Castanea crenata Sieb. et Zucc. 炭化果皮 + + + + + + + + + + + - - - -

炭化子葉 1.2 1 0.4 + + + 0.3 1 0.5 0.8 - 0.3 - 0.2 -
コナラ亜属 Quercus subgen.Lepidobalanus 炭化果実基部 - - - - - - - - - - - - - - -

炭化子葉 - - - - - - - - - - - - - - -
ブナ科 Fagaceae 炭化果皮 - - - - - - - - - - - - - - -
トチノキ Aesculus turbinata Blume 炭化種皮 + + + + + + + + + + - + - - -

炭化子葉 - - - - - - - - - - - - - - -
その他木本

モミ属 Abies 炭化葉 - - - - - - - - - - - - - - -
ビャクシン属 Juniperus 炭化種子 - - - - - - - - - - - - - - -
カバノキ科 Betulaceae 果実 - - - - - - - - - - - - - - -
キイチゴ属 Rubus 炭化核 - 1 - - - - - - - - - - - - -
キハダ Phellodendron amurense Rupr. 炭化果実 - - - - - - - - - - - - - - -

炭化種子 - + - - (0.3) - - - - (0.2) - - - - -
ウルシ属 Rhus 炭化内果皮 - - - (0.4) - - - (0.5) - - - 1 - - -
サルナシ Actinidia arguta (Sieb. et Zucc.) Planch. ex Miq. 種子 - - - - - - - - - - - - - - -
マタタビ属 Actinidia 不熟種子 - - - - - - - - - - - - - - -
ミズキ Swida controversa (Hemsl.)Sojak 炭化内果皮 - (0.1) - - - - - - - - - - - - -
ニワトコ属 Sambucus 炭化内果皮 - - - - - - - - - - - - - - -

草本
ヒエ属 Echinochloa 炭化種子 - 14(1) - - - - - - - 2 - - - - -
ツユクサ Commelina communis L. 炭化種子 - - - - - - - - - - - - - - -
カナムグラ Humulus japonicus Sieb. et Zucc. 種子 - - - - - - - - - + - - 2 + -
サナエタデ近似種 Persicaria cf. scabra (Moench) Mold. 果実 - 3(2) - - - 1 (1) - - 8(2.5) - - - (0.5) -
ネバリタデ近似種 P. cf. viscofera (Makino) H.Gross 果実 - - - - - - - - - - - - - - -
タニソバ P. nepalensis (Meisn.) H. Gross 果実 - - - - - - - - - - - - - - -
タデ属 Persicaria 炭化果実 - - - - - - - - - - - - - - -

果実 - - - - - - - - - - - - - - -
未熟果 - - - - - - - - - - - - - - -

ギシギシ属 Rumex 果実 - - - - - - - - - - - - - - -
炭化果実 - - - - - - - - - - - - - - -

マメ科 Leguminosae 炭化種子 - - - - - - - - - - - - - - -
キケマン属 Corydalis 種子 - - - - - - - - - - - - - - -
アカネ属 Rubia 炭化種子 - - - - - - - - - - - - - - -
エノキグサ Acalypha australis L. 種子 - 1(2) - - - - - - - (0.5) - - - - -
キランソウ属 Ajuga 果実 - - - - - - - - - - - - - - -
ヤブタビラコ属 Lapsana 果実 - - - - - - - - - - - - - - -
草本 茎 - - - - - - - - - - - - - - -
担子菌 菌核 - - - - 2 - 2 - - 2 - 1 - 1 -
不明 + + + + + - - + - + + + - - +

表 3  Ⅲ層より出土した大型植物化石　その 3
分類群 部位／層位 46 47 48 49 50 51 52 55 56 57 58 59 60 61 62

堅果
オニグルミ Juglans sieboldiana Maxim. 炭化内果皮 + + - + 1.4 0.2 0.6 + + 2.7 0.4 2.2 0.2 + 1.5
クリ Castanea crenata Sieb. et Zucc. 炭化果皮 - + + - - - + + - + + + - + +

炭化子葉 - + - - 1.2 - 0.7 + + 0.9 - 1.2 - - 0.9
コナラ亜属 Quercus subgen.Lepidobalanus 炭化果実基部 - - - - - - - - - - - - - - -

炭化子葉 - - - - - - - - - - - - - - -
ブナ科 Fagaceae 炭化果皮 - - - - - - - - - - - - - - -
トチノキ Aesculus turbinata Blume 炭化種皮 + + - + + - - + - - - + - - +

炭化子葉 - - - - - - - - - + - - - - +
その他木本

モミ属 Abies 炭化葉 - - - - - - - - - - - - - - -
ビャクシン属 Juniperus 炭化種子 - - - - - - - - - - - - - - -
カバノキ科 Betulaceae 果実 - - - - - - - - - - - - - - -
キイチゴ属 Rubus 炭化核 - - - - - - - - - - - - - - -
キハダ Phellodendron amurense Rupr. 炭化果実 - - - - - - - - - - - - - - -

炭化種子 + - - - (0.2) - - - - - - - - (0.4) -
ウルシ属 Rhus 炭化内果皮 (0.8) - - - - - - - - - - - - - -
サルナシ Actinidia arguta (Sieb. et Zucc.) Planch. ex Miq. 種子 - - - - - - - - - - - - - - -
マタタビ属 Actinidia 不熟種子 - - - - - - - - - - - - - - -
ミズキ Swida controversa (Hemsl.)Sojak 炭化内果皮 - - - - - - - - - - - - - - -
ニワトコ属 Sambucus 炭化内果皮 (1.4) - - - - - - - - - - - - - -

草本
ヒエ属 Echinochloa 炭化種子 - - - - - - - - - - - - - - -
ツユクサ Commelina communis L. 炭化種子 - - - - - - - - - - - - - - -
カナムグラ Humulus japonicus Sieb. et Zucc. 種子 - + + - - - (0.3) - - - - - - - (0.3)
サナエタデ近似種 Persicaria cf. scabra (Moench) Mold. 果実 - - - 1 - 1 1(0.5) (1) - 1 - (0.5) - - -
ネバリタデ近似種 P. cf. viscofera (Makino) H.Gross 果実 - - - - - - - - - - - - - - -
タニソバ P. nepalensis (Meisn.) H. Gross 果実 - - - - - - - - - - - - - - -
タデ属 Persicaria 炭化果実 - - - - - - - - - - - - - - -

果実 - - - - - - - - - - - - - - -
未熟果 - - - - - - - - - - - - - - -

ギシギシ属 Rumex 果実 - - - - - - - - - - - - - - -
炭化果実 - - - - - - - - - - - - - - -

マメ科 Leguminosae 炭化種子 - (0.5) - - - - - - - - - - - - -
キケマン属 Corydalis 種子 - - - - - - - - - - - - - - -
アカネ属 Rubia 炭化種子 - - - - - - - - - - - - - - -
エノキグサ Acalypha australis L. 種子 - - - - - - - - - - - - - - -
キランソウ属 Ajuga 果実 - - - - - - - - - - - - - - -
ヤブタビラコ属 Lapsana 果実 - - - - - - - - - - - - - - 1
草本 茎 - - - - - - - - - - - - - - -
担子菌 菌核 - - - 1 1 - - 1 - 2 - 1 - 3 1
不明 - + + + + + + + - - - + - + +
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表 4  Ⅲ層より出土した大型植物化石　その 4
分類群 部位／層位 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77

堅果
オニグルミ Juglans sieboldiana Maxim. 炭化内果皮 0.3 0.2 + 1.2 + 0.4 1 0.2 0.7 2.9 + 0.6 + 0.6 -
クリ Castanea crenata Sieb. et Zucc. 炭化果皮 + - - + - - + - - - - - - + -

炭化子葉 - - + 0.2 + 0.5 0.2 - 0.2 + + 0.4 + 0.2 -
コナラ亜属 Quercus subgen.Lepidobalanus 炭化果実基部 - - - - - - - - - + - - - - -

炭化子葉 - - - - - - - - - - - - - - -
ブナ科 Fagaceae 炭化果皮 - - - - - - - - - - - - - - -
トチノキ Aesculus turbinata Blume 炭化種皮 - - - - - - - - - - + - - - -

炭化子葉 - - - - - - - - - + - + - - -
その他木本

モミ属 Abies 炭化葉 - - - - - - - - - - - - - - -
ビャクシン属 Juniperus 炭化種子 - - - - - - - - - - - - - - -
カバノキ科 Betulaceae 果実 - - - - - - - - - - - - - -
キイチゴ属 Rubus 炭化核 - - - - - - - - - - - - - - -
キハダ Phellodendron amurense Rupr. 炭化果実 - - - - - - - - - + - - - (0.2) -

炭化種子 - - - - - + - (0.5) - (0.5) (0.2) (0.5) - - (0.3)
ウルシ属 Rhus 炭化内果皮 - - - - - - - (0.8) - - (0.6) - - (0.5) -
サルナシ Actinidia arguta (Sieb. et Zucc.) Planch. ex Miq. 種子 - - - - - - - - - - - - - - -
マタタビ属 Actinidia 不熟種子 - - - - - - - - - - - - - - -
ミズキ Swida controversa (Hemsl.)Sojak 炭化内果皮 - - - - - - - - (0.1) - - - - - -
ニワトコ属 Sambucus 炭化内果皮 - - - - - - - - - - - 1 - - -

草本
ヒエ属 Echinochloa 炭化種子 - - - - - - - - - - 1 - - - -
ツユクサ Commelina communis L. 炭化種子 - - - - - - - - - - - - - - -
カナムグラ Humulus japonicus Sieb. et Zucc. 種子 - - - - - - - - - - - - - - -
サナエタデ近似種 Persicaria cf. scabra (Moench) Mold. 果実 - - - - - - - - - - - - - - -
ネバリタデ近似種 P. cf. viscofera (Makino) H.Gross 果実 - - - - - - - - - - 1 - - - -
タニソバ P. nepalensis (Meisn.) H. Gross 果実 - - - - - - - - - - - - - - -
タデ属 Persicaria 炭化果実 - - - - - - - - 1 - - - - - -

果実 - - - - - - - - - - - - - - -
未熟果 - - - - - - - - - - - - - - -

ギシギシ属 Rumex 果実 - - - - - - - - - - - - - - -
炭化果実 - - - - - - - - - - - - - - -

マメ科 Leguminosae 炭化種子 - - - - - - - - - - - - - - -
キケマン属 Corydalis 種子 - - - - - - - - - - - - - - -
アカネ属 Rubia 炭化種子 1 - - - - - - - - - - - - - -
エノキグサ Acalypha australis L. 種子 - - - - - - - - - - - - - - -
キランソウ属 Ajuga 果実 - - - - - - - - - - - - - - -
ヤブタビラコ属 Lapsana 果実 - - - - - - - - - - - - - - -
草本 茎 - - - - - - - - - - - - - - -
担子菌 菌核 - - - - - - - 4 - 3 - 2 - 1 -
不明 + + + + + + - + - + + + - + -

表 5  Ⅲ層より出土した大型植物化石　その 5
分類群 部位／層位 78・79 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 90 91 93 94

堅果
オニグルミ Juglans sieboldiana Maxim. 炭化内果皮 + 0.3 1 + + 3.5 4.2 0.4 + 0.8 0.8 0.2 + + 0.5
クリ Castanea crenata Sieb. et Zucc. 炭化果皮 - - - + - + + - - + - - - + -

炭化子葉 - + 0.5 0.6 0.6 0.7 0.6 0.7 + + - - + - +
コナラ亜属 Quercus subgen.Lepidobalanus 炭化果実基部 - - - - - - - - - - - - - - -

炭化子葉 - - - - - - (11) - - - - - - - -
ブナ科 Fagaceae 炭化果皮 - - - - - - - - - - - - - - -
トチノキ Aesculus turbinata Blume 炭化種皮 - - + - - + + + - - + - - - -

炭化子葉 - - - - - - - - - - 0.2 - - - -
その他木本

モミ属 Abies 炭化葉 - - - - - - - - - - - - - - -
ビャクシン属 Juniperus 炭化種子 - - 6(6) - - - - - - 25(20) 15(62) - - - -
カバノキ科 Betulaceae 果実 - - - - - - - - - - - - - - -
キイチゴ属 Rubus 炭化核 - - - - - - - - - - - - - - -
キハダ Phellodendron amurense Rupr. 炭化果実 - - - - - - (0.4) - - (0.5) - - - - -

炭化種子 - - (1) - - - (2) (1) - (0.5) (0.3) - (0.6) - -
ウルシ属 Rhus 炭化内果皮 - - - - - (0.1) - - - (1) - - - - -
サルナシ Actinidia arguta (Sieb. et Zucc.) Planch. ex Miq. 種子 - - - - - - - - - - 1 - - - -
マタタビ属 Actinidia 不熟種子 - - - - - - - - - - - - - - -
ミズキ Swida controversa (Hemsl.)Sojak 炭化内果皮 - - - - - (0.2) - - - - (0.6) - - - -
ニワトコ属 Sambucus 炭化内果皮 - - - - - - - - - - - - - - -

草本
ヒエ属 Echinochloa 炭化種子 - - - - - - - - - - 2 - 1 - -
ツユクサ Commelina communis L. 炭化種子 - - - - - - - - - - - - - - -
カナムグラ Humulus japonicus Sieb. et Zucc. 種子 - - - - - - (0.2) (13.5) - + (0.5) - + - -
サナエタデ近似種 Persicaria cf. scabra (Moench) Mold. 果実 - - - - - - 1 3(1.5) - 1 (1.3) - (0.5) - -
ネバリタデ近似種 P. cf. viscofera (Makino) H.Gross 果実 - - - - - - - - - - - - - - -
タニソバ P. nepalensis (Meisn.) H. Gross 果実 - - - - - - - - - - (1) - - - -
タデ属 Persicaria 炭化果実 - - - - - - - - - - - - - - -

果実 - - - - - - - - - - - - - - -
未熟果 - - - - - - - - - - - - - - -

ギシギシ属 Rumex 果実 - - - - - - - - - - - - - - -
炭化果実 - - - - - - - - - - - - - - -

マメ科 Leguminosae 炭化種子 - - - - - - - - - - (0.2) - - - -
キケマン属 Corydalis 種子 - - - - - - - - - - - - - - -
アカネ属 Rubia 炭化種子 - - - - - - - - - - - - - - -
エノキグサ Acalypha australis L. 種子 - - - - - - - - - - - - - - -
キランソウ属 Ajuga 果実 - - - - - - - - - - - - - - -
ヤブタビラコ属 Lapsana 果実 - - - - - - - - - - - - - - -
草本 茎 - - - - - 1 - - - - - - - - -
担子菌 菌核 - 1 - - - 5 1 - - - 4 - - - 1
不明 - + + + + + + + + + + + + + +
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表 6  Ⅲ層より出土した大型植物化石　その 6
分類群 部位／層位 95 96 97 100 101 102 103 104 105 106 107 108 109 110 111

堅果
オニグルミ Juglans sieboldiana Maxim. 炭化内果皮 1 1.6 1.6 2 1.1 0.8 0.5 2.9 0.5 2.8 4.8 0.1 8.5 3.4 1.2
クリ Castanea crenata Sieb. et Zucc. 炭化果皮 - - + + - + - + - + + - + - +

炭化子葉 + 0.5 + 1.4 + 0.2 - 0.5 0.6 1 0.7 + 1.1 1.5 +
コナラ亜属 Quercus subgen.Lepidobalanus 炭化果実基部 - - - - - - - - - - - - - - -

炭化子葉 - - - - - - - - - - - - - - -
ブナ科 Fagaceae 炭化果皮 - - - - - - - - - - - - - - -
トチノキ Aesculus turbinata Blume 炭化種皮 - - - - - + - + - + + - + - -

炭化子葉 - - - - - - - - - - - - - - -
その他木本

モミ属 Abies 炭化葉 - - - - - - - - - - - - - - (0.1)
ビャクシン属 Juniperus 炭化種子 - - - - - - - - - - - - - - -
カバノキ科 Betulaceae 果実 - - - - - - - - - - - - - - -
キイチゴ属 Rubus 炭化核 - - - - - - - - - - - - - - -
キハダ Phellodendron amurense Rupr. 炭化果実 - - - - - - (0.6) - (0.1) - - - - - -

炭化種子 (0.6) + - (2) - (0.2) (0.1) (1.2) (0.1) (0.2) (0.2) - (0.3) (0.2) (0.5)
ウルシ属 Rhus 炭化内果皮 - - - - - - (1) (0.5) - - (2.5) - (1.5) 3(0.2) -
サルナシ Actinidia arguta (Sieb. et Zucc.) Planch. ex Miq. 種子 - - - - - - - - - - - - - - -
マタタビ属 Actinidia 不熟種子 - - - - - - - - - - - - - - -
ミズキ Swida controversa (Hemsl.)Sojak 炭化内果皮 - - - - (0.2) - - - - - (0.4) - (0.1) (0.3) -
ニワトコ属 Sambucus 炭化内果皮 - - - - - - - - - - - - 2 - -

草本
ヒエ属 Echinochloa 炭化種子 1 - - 4 - - 1 4 - 9(1.5) (1) 1 5 6 37(7)
ツユクサ Commelina communis L. 炭化種子 - - - - - - - - - - - - - - -
カナムグラ Humulus japonicus Sieb. et Zucc. 種子 - - - (10) - - - (0.2) (0.3) - - (0.4) (0.5) (0.6) (0.1)
サナエタデ近似種 Persicaria cf. scabra (Moench) Mold. 果実 1 - - (2.5) - - 1 1 - - 14 - - - -
ネバリタデ近似種 P. cf. viscofera (Makino) H.Gross 果実 - - - - - - - - - - - - - 1 -
タニソバ P. nepalensis (Meisn.) H. Gross 果実 2(0.4) - - - - - - - - (0.5) - - - - (0.3)
タデ属 Persicaria 炭化果実 - - - - - - - - 1(1) - - - - - -

果実 - - - - - - - - - - - - 1 - -
未熟果 - - - - - - - - - - - - - - -

ギシギシ属 Rumex 果実 - - - - - - - - - - - - - - -
炭化果実 - - - - - - - - - - - - - 1 -

マメ科 Leguminosae 炭化種子 - - (0.4) - - - - - - - - - - - -
キケマン属 Corydalis 種子 - - - - - - - - - - (0.6) - - - -
アカネ属 Rubia 炭化種子 - - - - - - - - - - 3 - 1 2 -
エノキグサ Acalypha australis L. 種子 - - - - - - - - - - - - - - -
キランソウ属 Ajuga 果実 - - - - - - - - - - 2 - - - -
ヤブタビラコ属 Lapsana 果実 - - - - - - - - - - - - - - -
草本 茎 - - - - - - - - - - - - - - -
担子菌 菌核 6 - 2 - - - - 5 1 2 5 - 7 6 2
不明 + + + + + - + + + + + + + + +

表 7  Ⅲ層より出土した大型植物化石　その 7
分類群 部位／層位 112 113 114 115 116 117 118 119 121 122 123 124 125 126 127

堅果
オニグルミ Juglans sieboldiana Maxim. 炭化内果皮 + 0.4 - 0.4 0.3 0.6 0.5 1 1.2 0.4 1.9 3 2.5 0.9 +
クリ Castanea crenata Sieb. et Zucc. 炭化果皮 - + + + - + - + + - + + + + -

炭化子葉 - 0.2 - 0.2 + 0.2 - + + - 0.9 + 0.4 + -
コナラ亜属 Quercus subgen.Lepidobalanus 炭化果実基部 - - - - - - - - - - - - - - -

炭化子葉 - - - - - - - - - - - - - - -
ブナ科 Fagaceae 炭化果皮 - - - - - - + - - - - + - - -
トチノキ Aesculus turbinata Blume 炭化種皮 - - - - - + + - + - - + + + -

炭化子葉 - - - - - - - - - - - - - - -
その他木本

モミ属 Abies 炭化葉 - - - - - - - - - - - - - - -
ビャクシン属 Juniperus 炭化種子 - - - - - - - - - - - - - - -
カバノキ科 Betulaceae 果実 - - - - - - - - - - - - - - -
キイチゴ属 Rubus 炭化核 - - - - - - - - - - - - - - -
キハダ Phellodendron amurense Rupr. 炭化果実 - - - - - (0.3) - - (0.4) - - - - - -

炭化種子 (0.1) - - - - - - - - - - (0.2) - - -
ウルシ属 Rhus 炭化内果皮 (0.3) - - - - - - - - - (0.2) (0.1) - - -
サルナシ Actinidia arguta (Sieb. et Zucc.) Planch. ex Miq. 種子 - - - - - - - - - - - - - - -
マタタビ属 Actinidia 不熟種子 - - - - - - 1 - - - - - - - -
ミズキ Swida controversa (Hemsl.)Sojak 炭化内果皮 - - - (0.2) - - - - - - (0.4) (0.3) (1) - -
ニワトコ属 Sambucus 炭化内果皮 - - (0.5) - - - - - 1 - - - - - -

草本
ヒエ属 Echinochloa 炭化種子 205 2(1) 2 - 22 - 4(1) - - - - - - - -
ツユクサ Commelina communis L. 炭化種子 - - - - - - - - - - - 1 - - -
カナムグラ Humulus japonicus Sieb. et Zucc. 種子 + - - - + - - - - - - (1) - - -
サナエタデ近似種 Persicaria cf. scabra (Moench) Mold. 果実 - - - - - 1 (0.5) - 1 - - 2 1 - -
ネバリタデ近似種 P. cf. viscofera (Makino) H.Gross 果実 - - - - - - - - - - - - - - -
タニソバ P. nepalensis (Meisn.) H. Gross 果実 - - - - - - - - - - - - - - -
タデ属 Persicaria 炭化果実 - - - - - - - - - - - - - - -

果実 - - - - - - - - - - - - - - -
未熟果 - - - - - - - - - - - - - - -

ギシギシ属 Rumex 果実 - - - - - - - - - - - - - - -
炭化果実 - - - - - - - - - - - - - - -

マメ科 Leguminosae 炭化種子 - - - - - - - - - - - - - - -
キケマン属 Corydalis 種子 - - - - (0.4) - - - - - - - - - -
アカネ属 Rubia 炭化種子 - - - - - - - - - - - - - - -
エノキグサ Acalypha australis L. 種子 - - - - 1 - - - - - - - - - -
キランソウ属 Ajuga 果実 - - - - - - - - - - - - - - -
ヤブタビラコ属 Lapsana 果実 - - - - - - - - - - - - - - -
草本 茎 - - - - - - - - - - - - - - -
担子菌 菌核 - - 1 1 - - - - - - 15 2 - - -
不明 + + + + + + + + - + + + + + -
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３．南盛土における大型植物化石の出土傾向と植

　物利用

　縄文中期初頭から後半にかけて三内丸山遺跡で

は、オニグルミ、クリ、トチノキを継続して利用

していたと考えられ、コナラ属、キハダ、ウルシ

属、草本のヒエ属も利用があったと考えられる。

まず、堅果のうちオニグルミは盛土形成初期から

連続して出土している。またクリは盛土形成初期

にはやや少ないが110層あたりから連続して出土

する。コナラ亜属は全体を通じてほとんど確認さ

れないが84層でほぼ完形だったとみられる炭化種

子が確認され、72層に果実基部が出土している。

トチノキは微量で不連続ではあるが盛土形成初期

から出土している。その他木本ではキハダ、ウル

シ属がやや連続して出土する傾向にあり、比較

的継続的に利用されていた可能性がある。また、

88,87,80層ではビャクシン属を多く出土している。

草本は、118層から106層までヒエ属の炭化種子を

連続的に出土し、その後も不連続ながら出土が見

表 8  Ⅲ層より出土した大型植物化石　その 8
分類群 部位／層位 129 130 131 132 133 134 135 136 137 138 139 141 142 143 144

堅果
オニグルミ Juglans sieboldiana Maxim. 炭化内果皮 + + 2.1 + 1 0.1 + 0.2 0.3 0.6 + + 0.4 + 1.5
クリ Castanea crenata Sieb. et Zucc. 炭化果皮 + - + + + + - + - + - - - - +

炭化子葉 + - + - + - - - - + - - - - +
コナラ亜属 Quercus subgen.Lepidobalanus 炭化果実基部 - - - - - - - - - - - - - - -

炭化子葉 - - - - - - - - - - - - - - -
ブナ科 Fagaceae 炭化果皮 - - - - - - - - - - - - - - +
トチノキ Aesculus turbinata Blume 炭化種皮 - - + + + - - + + - - - - - +

炭化子葉 - - - - - - - - - - - - - - -
その他木本

モミ属 Abies 炭化葉 - - - - - - - - - - - - - - -
ビャクシン属 Juniperus 炭化種子 - - - - - - - - - - - - - - -
カバノキ科 Betulaceae 果実 - - - - - - - - - - - - - - -
キイチゴ属 Rubus 炭化核 - - - - - - - - - - - - - - -
キハダ Phellodendron amurense Rupr. 炭化果実 - - - - - - - - - - - - - - -

炭化種子 - - - - (0.2) - - - (0.3) - - - - - (0.1)
ウルシ属 Rhus 炭化内果皮 - 1 1(0.2) - - - - - - - (0.2) - - - (3.5)
サルナシ Actinidia arguta (Sieb. et Zucc.) Planch. ex Miq. 種子 - - - - - - - - - - - - - - -
マタタビ属 Actinidia 不熟種子 - - - - - - - - - - - - - - -
ミズキ Swida controversa (Hemsl.)Sojak 炭化内果皮 (0.1) - - - - - - - - - - - - - -
ニワトコ属 Sambucus 炭化内果皮 - - - - (0.8) - - - - - - - - - -

草本
ヒエ属 Echinochloa 炭化種子 - - - - - - - - - - - - - - -
ツユクサ Commelina communis L. 炭化種子 - - - - - - - - - - - - - - -
カナムグラ Humulus japonicus Sieb. et Zucc. 種子 - - - - - - - - - - - - - (0.2) -
サナエタデ近似種 Persicaria cf. scabra (Moench) Mold. 果実 - 1 - - - - - - (1) - - - - 3 -
ネバリタデ近似種 P. cf. viscofera (Makino) H.Gross 果実 - - - - - - - - - - - - - - -
タニソバ P. nepalensis (Meisn.) H. Gross 果実 - - - - 1 - - - - - - - - - -
タデ属 Persicaria 炭化果実 - - - - - - - - - - - - - - -

果実 - - - - - - - - - - - - - - -
未熟果 - - - - 1 - - - - - - - - - -

ギシギシ属 Rumex 果実 - - - - - - - - - - - - - - -
炭化果実 - - - - - - - - - - - - - - -

マメ科 Leguminosae 炭化種子 - - - - - - - - - - - - - - -
キケマン属 Corydalis 種子 - - - - - - - - - - - - - - -
アカネ属 Rubia 炭化種子 - - - - - 1 - - - - - - - - -
エノキグサ Acalypha australis L. 種子 - - - - - - - - - - - - - 1 -
キランソウ属 Ajuga 果実 - - - - - - - - - - - - - - -
ヤブタビラコ属 Lapsana 果実 - - - - - - - - - - - - - - -
草本 茎 - - - - - - - - - - - - - - -
担子菌 菌核 - - 3 - 6 - - - - - 1 - - - 3
不明 + + + + + + + + - + + + + + +

られる。ほかのイネ科草本の炭化種子は確認され

ないため、ヒエ属を選択して利用していた可能性

がある。なお、木本の一部と草本の大部分に炭化

していない種実を出土しているが、陸上の乾燥し

た堆積物という性格を考えると混入種実の可能性

も視野に入れた方がよいだろう。

　三内丸山遺跡では中期末葉の第683号住居跡か

らトチノキを出土し（吉川2005）、また隣接する

近野遺跡でも中期末にトチノキ集積遺構が確認さ

れている（古代の森研究舎2006）ことから、中期

末にはトチノキが積極的に利用されていたと考え

られる。南盛土では形成初期から微量のトチノキ

が比較的連続して出土しており、利用形態は不明

であるが、このトチノキの利用が中期初頭以前か

ら行われていた可能性を示唆している。盛土の性

格については、祭祀や儀礼の場、それに伴う廃棄

の場、造成、土壌利用などさまざまな利用形態が

考えられている。中期における炭化種実を伴った

祭祀遺構として確実な事例は、福島県飯野町の和
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台遺跡があり、ここでは住居状遺構に祭祀土器が

埋設され、大量のオニグルミ、クリ、トチノキの

炭化種実が敷き詰められていた（吉川2003）。南

盛土分析結果ではオニグルミ、クリと少量のトチ

ノキを出土し、クリとコナラ亜属は食用とされる

部位も炭化して堆積しているほか、キハダ、ヒエ

属も利用可能部位が炭化して堆積している。また

堅果は連続的に堆積し量もやや多く、その他の木

本も利用植物の種実が多いことから、祭祀儀礼に

用いた炭化物が混じりつつ盛土が形成されていっ

たことも考えられる。

引用文献

古代の森研究舎．2006．第8節 大型植物化石の分

　析．近野遺跡Ⅸ．青森県教育委員会．297-321．

吉川純子．2003．183号住居跡出土炭化種実の同

　定分析．和台遺跡．飯野町教育委員会福島県県

　北建設事務所．733-741．

吉川純子．2005．第3節 三内丸山遺跡第683号住

　居跡より出土した炭化種実．三内丸山遺跡29．

　青森県教育委員会．195-199．

番号 枝番 層位 分類群 部位 完形 破片 乾重
1 20 アカネ属 炭化種子 1
2 63 アカネ属 炭化種子 1
3 107 アカネ属 炭化種子 3
4 109 アカネ属 炭化種子 1
5 110 アカネ属 炭化種子 2
6 134 アカネ属 炭化種子 1
7 111 モミ属 炭化葉 1
8 10 ヒエ属 炭化種子 1
9 26 ヒエ属 炭化種子 1
10 31 ヒエ属 炭化種子 14 1
11 39 ヒエ属 炭化種子 2
12 73 ヒエ属 炭化種子 1
13 88 ヒエ属 炭化種子 2
14 91 ヒエ属 炭化種子 1
15 95 ヒエ属 炭化種子 1
16 100 ヒエ属 炭化種子 4
17 103 ヒエ属 炭化種子 1
18 104 ヒエ属 炭化種子 4
19 106 ヒエ属 炭化種子 9 1.5
20 107 ヒエ属 炭化種子 1
21 108 ヒエ属 炭化種子 1
22 109 ヒエ属 炭化種子 5
23 110 ヒエ属 炭化種子 6
24 111 ヒエ属 炭化種子 37 7
25 112 ヒエ属 炭化種子 205
26 113 ヒエ属 炭化種子 2 1
27 114 ヒエ属 炭化種子 2
28 116 ヒエ属 炭化種子 22
29 118 ヒエ属 炭化種子 4 1
30 26 ウルシ属 炭化内果皮 1 0.1
31 33 ウルシ属 炭化内果皮 0.4
32 37 ウルシ属 炭化内果皮 0.5
33 42 ウルシ属 炭化内果皮 1
34 46 ウルシ属 炭化内果皮 0.8
35 73 ウルシ属 炭化内果皮 0.6
36 76 ウルシ属 炭化内果皮 0.5
37 83 ウルシ属 炭化内果皮 0.1
38 87 ウルシ属 炭化内果皮 1
39 103 ウルシ属 炭化内果皮 1
40 104 ウルシ属 炭化内果皮 0.5
41 107 ウルシ属 炭化内果皮 2.5
42 109 ウルシ属 炭化内果皮 1.5
43 110 ウルシ属 炭化内果皮 3 0.2
44 112 ウルシ属 炭化内果皮 0.3
45 123 ウルシ属 炭化内果皮 0.2
46 124 ウルシ属 炭化内果皮 0.1
47 128 ウルシ属 炭化内果皮 0.2
48 130 ウルシ属 炭化内果皮 1
49 131 ウルシ属 炭化内果皮 1 0.2
50 139 ウルシ属 炭化内果皮 0.2
51 144 ウルシ属 炭化内果皮 3.5
52 145 ウルシ属 炭化内果皮 0.2
53 70 ウルシ属 炭化内果皮 0.8
54 10 エノキグサ 種子 0.5
55 17 エノキグサ 種子 0.5

番号 枝番 層位 分類群 部位 完形 破片 乾重
56 18 エノキグサ 種子 1
57 26 エノキグサ 種子 1.8
58 31 エノキグサ 種子 1 2
59 39 エノキグサ 種子 0.5
60 50 エノキグサ 種子 3
61 116 エノキグサ 種子 1
62 143 エノキグサ 種子 1
63 6 オニグルミ 炭化内果皮 +
64 10 オニグルミ 炭化内果皮 0.2
65 13 オニグルミ 炭化内果皮 +
66 16 オニグルミ 炭化内果皮 +
67 17 オニグルミ 炭化内果皮 0.5
68 18 オニグルミ 炭化内果皮 +
69 19 オニグルミ 炭化内果皮 0.2
70 20 オニグルミ 炭化内果皮 0.3
71 22 オニグルミ 炭化内果皮 1
72 a 23 オニグルミ 炭化内果皮 +
72 b 23 トチノキ 炭化種皮 +
73 25 オニグルミ 炭化内果皮 0.5
74 a 26 オニグルミ 炭化内果皮 0.6
74 b 26 トチノキ 炭化子葉 0.4
74 c 26 クリ 炭化子葉 0.1
75 29 オニグルミ 炭化内果皮 +
76 30 オニグルミ 炭化内果皮 0.4
77 a 31 オニグルミ 炭化内果皮 4.7
77 b 31 トチノキ 炭化種皮 +
78 32 オニグルミ 炭化内果皮 0.5
79 33 オニグルミ 炭化内果皮 +
80 a 34 オニグルミ 炭化内果皮 +
80 b 34 クリ 炭化子葉 +
81 35 オニグルミ 炭化内果皮 0.3
82 36 オニグルミ 炭化内果皮 0.3
83 37 オニグルミ 炭化内果皮 0.7
84 38 オニグルミ 炭化内果皮 0.4
85 39 オニグルミ 炭化内果皮 3.4
86 40 オニグルミ 炭化内果皮 0.2
87 42 オニグルミ 炭化内果皮 +
88 43 オニグルミ 炭化内果皮 0.2
89 a 44 オニグルミ 炭化内果皮 0.1
89 b 44 クリ 炭化子葉 0.2
90 45 オニグルミ 炭化内果皮 0.5
91 46 オニグルミ 炭化内果皮 +
92 47 オニグルミ 炭化内果皮 +
93 49 オニグルミ 炭化内果皮 +
94 50 オニグルミ 炭化内果皮 1.4
95 51 オニグルミ 炭化内果皮 0.2
96 52 オニグルミ 炭化内果皮 0.6
97 a 55 オニグルミ 炭化内果皮 +
97 b 55 トチノキ 炭化種皮 +
97 c 55 クリ 炭化果皮 +
98 56 オニグルミ 炭化内果皮 +
99 57 オニグルミ 炭化内果皮 2.7
100 58 オニグルミ 炭化内果皮 0.4
101 59 オニグルミ 炭化内果皮 2.2
102 60 オニグルミ 炭化内果皮 0.2

番号 枝番 層位 分類群 部位 完形 破片 乾重
103 61 オニグルミ 炭化内果皮 +
104 62 オニグルミ 炭化内果皮 1.5
105 63 オニグルミ 炭化内果皮 0.3
106 64 オニグルミ 炭化内果皮 0.2
107 65 オニグルミ 炭化内果皮 +
108 66 オニグルミ 炭化内果皮 1.2
109 67 オニグルミ 炭化内果皮 +
110 68 オニグルミ 炭化内果皮 0.4
111 69 オニグルミ 炭化内果皮 1
112 70 オニグルミ 炭化内果皮 0.2
113 71 オニグルミ 炭化内果皮 0.7
114 72 オニグルミ 炭化内果皮 2.9
115 73 オニグルミ 炭化内果皮 +
116 74 オニグルミ 炭化内果皮 0.6
117 a 75 オニグルミ 炭化内果皮 +
117 b 75 クリ 炭化子葉 +
118 76 オニグルミ 炭化内果皮 0.6
119 79 オニグルミ 炭化内果皮 0.3

120 78・
79 下 オニグルミ 炭化内果皮 +

121 80 オニグルミ 炭化内果皮 1
122 81 オニグルミ 炭化内果皮 +
123 82 オニグルミ 炭化内果皮 +
124 83 オニグルミ 炭化内果皮 3.5
125 84 オニグルミ 炭化内果皮 4.2
126 85 オニグルミ 炭化内果皮 0.4
127 86 オニグルミ 炭化内果皮 +
128 87 オニグルミ 炭化内果皮 0.8
129 a 88 オニグルミ 炭化内果皮 0.8
129 b 88 トチノキ 炭化子葉 0.2
130 90 オニグルミ 炭化内果皮 0.2
131 91 オニグルミ 炭化内果皮 +
132 93 オニグルミ 炭化内果皮 +
133 94 オニグルミ 炭化内果皮 0.5
134 95 オニグルミ 炭化内果皮 1
135 96 オニグルミ 炭化内果皮 1.6
136 97 オニグルミ 炭化内果皮 1.6
137 100 オニグルミ 炭化内果皮 2
138 101 オニグルミ 炭化内果皮 1.1
139 102 オニグルミ 炭化内果皮 0.8
140 103 オニグルミ 炭化内果皮 0.5
141 104 オニグルミ 炭化内果皮 2.9
142 105 オニグルミ 炭化内果皮 0.5
143 106 オニグルミ 炭化内果皮 2.8
144 107 オニグルミ 炭化内果皮 4.8
145 108 オニグルミ 炭化内果皮 0.1
146 109 オニグルミ 炭化内果皮 8.5
147 110 オニグルミ 炭化内果皮 3.4
148 111 オニグルミ 炭化内果皮 1.2
149 112 オニグルミ 炭化内果皮 +
150 113 オニグルミ 炭化内果皮 0.4
151 115 オニグルミ 炭化内果皮 0.4
152 116 オニグルミ 炭化内果皮 0.3
153 117 オニグルミ 炭化内果皮 0.6
154 118 オニグルミ 炭化内果皮 0.5
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Ⅲ　研究ノート

番号 枝番 層位 分類群 部位 完形 破片 乾重
155 119 オニグルミ 炭化内果皮 1
156 121 オニグルミ 炭化内果皮 1.2
157 122 オニグルミ 炭化内果皮 0.4
158 123 オニグルミ 炭化内果皮 1.9
159 124 オニグルミ 炭化内果皮 3
160 125 オニグルミ 炭化内果皮 2.5
161 126 オニグルミ 炭化内果皮 0.9
162 127 オニグルミ 炭化内果皮 +
163 128 オニグルミ 炭化内果皮 0.5
164 129 オニグルミ 炭化内果皮 +
165 130 オニグルミ 炭化内果皮 +
166 131 オニグルミ 炭化内果皮 2.1
167 132 オニグルミ 炭化内果皮 +
168 133 オニグルミ 炭化内果皮 1
169 134 オニグルミ 炭化内果皮 0.1
170 135 オニグルミ 炭化内果皮 +
171 136 オニグルミ 炭化内果皮 0.2
172 137 オニグルミ 炭化内果皮 0.3
173 138 オニグルミ 炭化内果皮 0.6
174 139 オニグルミ 炭化内果皮 +
175 141 オニグルミ 炭化内果皮 +
176 142 オニグルミ 炭化内果皮 0.4
177 143 オニグルミ 炭化内果皮 +
178 144 オニグルミ 炭化内果皮 1.5
179 145 オニグルミ 炭化内果皮 +
180 10 カナムグラ 種子 0.2
181 19 カナムグラ 種子 2
182 26 カナムグラ 種子 +
183 39 カナムグラ 種子 +
184 43 カナムグラ 種子 2
185 44 カナムグラ 種子 +
186 47 カナムグラ 種子 +
187 48 カナムグラ 種子 +
188 52 カナムグラ 種子 0.3
189 62 カナムグラ 種子 0.3
190 84 カナムグラ 種子 0.2
191 a 85 カナムグラ 種子 13.5

191 b 85 サナエタデ
近似種 果実 1.5

192 87 カナムグラ 種子 +
193 88 カナムグラ 種子 0.5
194 91 カナムグラ 種子 +
195 100 カナムグラ 種子 10
196 104 カナムグラ 種子 0.2
197 105 カナムグラ 種子 0.3
198 108 カナムグラ 種子 0.4
199 109 カナムグラ 種子 0.5
200 110 カナムグラ 種子 0.6
201 111 カナムグラ 種子 0.1
202 112 カナムグラ 種子 +
203 116 カナムグラ 種子 +
204 124 カナムグラ 種子 1
205 143 カナムグラ 種子 0.2
206 145 カナムグラ 種子 +
207 31 キイチゴ属 炭化核 1
208 62 ヤブタビラコ属 果実 1
209 107 キケマン属 種子 0.6
210 116 キケマン属 種子 0.4
211 110 ギシギシ属 炭化果実 1
212 76 キハダ 炭化果実 0.2
213 84 キハダ 炭化果実 0.4
214 87 キハダ 炭化果実 0.5
215 103 キハダ 炭化果実 0.6
216 105 キハダ 炭化果実 0.1
217 72 キハダ 炭化果実 +
218 6 キハダ 炭化種子 0.1
219 13 キハダ 炭化種子 0.2
220 17 キハダ 炭化種子 1.2
221 18 キハダ 炭化種子 0.1
222 19 キハダ 炭化種子 0.2
223 22 キハダ 炭化種子 0.1
224 26 キハダ 炭化種子 1
225 28 キハダ 炭化種子 1.3
226 31 キハダ 炭化種子 +
227 34 キハダ 炭化種子 0.3
228 39 キハダ 炭化種子 0.2
229 46 キハダ 炭化種子 +
230 50 キハダ 炭化種子 0.2
231 61 キハダ 炭化種子 0.4

番号 枝番 層位 分類群 部位 完形 破片 乾重
232 68 キハダ 炭化種子 +
233 70 キハダ 炭化種子 0.5
234 72 キハダ 炭化種子 0.5
235 73 キハダ 炭化種子 0.2
236 74 キハダ 炭化種子 0.5
237 77 キハダ 炭化種子 0.3
238 80 キハダ 炭化種子 1
239 84 キハダ 炭化種子 2
240 85 キハダ 炭化種子 1
241 87 キハダ 炭化種子 0.5
242 88 キハダ 炭化種子 0.3
243 91 キハダ 炭化種子 0.6
244 95 キハダ 炭化種子 0.6
245 96 キハダ 炭化種子 +
246 100 キハダ 炭化種子 2
247 102 キハダ 炭化種子 0.2
248 103 キハダ 炭化種子 0.1
249 104 キハダ 炭化種子 1.2
250 105 キハダ 炭化種子 0.1
251 106 キハダ 炭化種子 0.2
252 107 キハダ 炭化種子 0.2
253 109 キハダ 炭化種子 0.3
254 110 キハダ 炭化種子 0.2
255 111 キハダ 炭化種子 0.5
256 112 キハダ 炭化種子 0.1
257 117 キハダ 炭化種子 0.3
258 121 キハダ 炭化種子 0.4
259 124 キハダ 炭化種子 0.2
260 133 キハダ 炭化種子 0.2
261 137 キハダ 炭化種子 0.3
262 144 キハダ 炭化種子 0.1
263 145 キハダ 炭化種子 1.5
264 22 キランソウ属 果実 1
265 107 キランソウ属 果実 2
266 a 18 クリ 炭化果皮 +
266 b 18 トチノキ 炭化種皮 +
267 a 19 クリ 炭化果皮 +
267 b 19 トチノキ 炭化種皮 +
268 a 20 クリ 炭化果皮 +
268 b 20 トチノキ 炭化種皮 +
269 a 22 クリ 炭化果皮 +
269 b 22 トチノキ 炭化種皮 +
270 23 クリ 炭化果皮 +
271 a 26 クリ 炭化果皮 +
271 b 26 トチノキ 炭化種皮 +
272 28 クリ 炭化果皮 +
273 29 クリ 炭化果皮 +
274 30 クリ 炭化果皮 +
275 a 31 クリ 炭化果皮 +
275 b 31 トチノキ 炭化種皮 +
276 a 32 クリ 炭化果皮 +
276 b 32 トチノキ 炭化種皮 +
277 33 クリ 炭化果皮 +
278 34 クリ 炭化果皮 +
279 35 クリ 炭化果皮 +
280 a 36 クリ 炭化果皮 +
280 b 36 トチノキ 炭化種皮 +
281 a 37 クリ 炭化果皮 +
281 b 37 トチノキ 炭化種皮 +
282 a 38 クリ 炭化果皮 +
282 b 38 トチノキ 炭化種皮 +
283 a 39 クリ 炭化果皮 +
283 b 39 トチノキ 炭化種皮 +
284 40 クリ 炭化果皮 +
285 a 47 クリ 炭化果皮 +
285 b 47 トチノキ 炭化種皮 +
286 48 クリ 炭化果皮 +
287 50 トチノキ 炭化種皮 +
288 52 クリ 炭化果皮 +
289 57 クリ 炭化果皮 +
290 58 クリ 炭化果皮 +
291 a 59 クリ 炭化果皮 +
291 b 59 トチノキ 炭化種皮 +
292 a 62 クリ 炭化果皮 +
292 b 62 トチノキ 炭化種皮 +
293 63 クリ 炭化果皮 +
294 66 クリ 炭化果皮 +
295 69 クリ 炭化果皮 +
296 76 クリ 炭化果皮 +

番号 枝番 層位 分類群 部位 完形 破片 乾重
297 81 クリ 炭化果皮 +
298 a 83 クリ 炭化果皮 +
298 b 83 トチノキ 炭化種皮 +
299 84 クリ 炭化果皮 +
300 87 クリ 炭化果皮 +
301 93 クリ 炭化果皮 +
302 97 クリ 炭化果皮 +
303 100 クリ 炭化果皮 +
304 102 クリ 炭化果皮 +
305 a 104 クリ 炭化果皮 +
305 b 104 トチノキ 炭化種皮 +
306 106 クリ 炭化果皮 +
307 107 クリ 炭化果皮 +
308 a 109 クリ 炭化果皮 +
308 b 109 トチノキ 炭化種皮 +
309 111 クリ 炭化果皮 +
310 113 クリ 炭化果皮 +
311 114 クリ 炭化果皮 +
312 115 クリ 炭化果皮 +
313 a 117 クリ 炭化果皮 +
313 b 117 トチノキ 炭化種皮 +
314 a 118 ブナ科 炭化果皮 +
314 b 118 トチノキ 炭化種皮 +
315 119 クリ 炭化果皮 +
316 a 121 クリ 炭化果皮 +
316 b 121 トチノキ 炭化種皮 +
318 a 124 クリ 炭化果皮 +
318 b 124 ブナ科 炭化果皮 +
318 c 124 トチノキ 炭化種皮 +
319 125 クリ 炭化果皮 +
320 126 クリ 炭化果皮 +
321 128 クリ 炭化果皮 +
322 129 クリ 炭化果皮 +
323 a 131 クリ 炭化果皮 +
323 b 131 トチノキ 炭化種皮 +
324 a 132 クリ 炭化果皮 +
324 b 132 トチノキ 炭化種皮 +
325 a 133 クリ 炭化果皮 +
325 b 133 トチノキ 炭化種皮 +
326 a 136 クリ 炭化果皮 +
326 b 136 トチノキ 炭化種皮 +
327 138 クリ 炭化果皮 +
328 a 144 クリ 炭化果皮 +
328 b 144 ブナ科 炭化果皮 +
328 c 144 トチノキ 炭化種皮 +
329 145 トチノキ 炭化種皮 +
330 6 クリ 炭化子葉 0.2
331 10 クリ 炭化子葉 0.3
332 13 クリ 炭化子葉 0.4
333 16 クリ 炭化子葉 0.2
334 17 クリ 炭化子葉 1.2
335 18 クリ 炭化子葉 +
336 19 クリ 炭化子葉 1.5
337 21 クリ 炭化子葉 0.4
338 a 22 クリ 炭化子葉 1.5
338 b 22 オニグルミ 炭化内果皮 0.1
339 23 クリ 炭化子葉 +
340 25 クリ 炭化子葉 +
341 26 クリ 炭化子葉 2
342 28 クリ 炭化子葉 0.7
343 29 クリ 炭化子葉 +
344 30 クリ 炭化子葉 1.2
345 31 クリ 炭化子葉 1
346 32 クリ 炭化子葉 0.4
347 33 クリ 炭化子葉 +
348 34 クリ 炭化子葉 +
349 35 クリ 炭化子葉 +
350 36 クリ 炭化子葉 0.3
351 37 クリ 炭化子葉 1
352 38 クリ 炭化子葉 0.5
353 39 クリ 炭化子葉 0.8
354 a 42 クリ 炭化子葉 0.3
354 b 42 オニグルミ 炭化内果皮 +
355 47 クリ 炭化子葉 +
356 50 クリ 炭化子葉 1.2
357 52 クリ 炭化子葉 0.7
358 55 クリ 炭化子葉 +
359 56 クリ 炭化子葉 +
360 57 クリ 炭化子葉 0.9
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番号 枝番 層位 分類群 部位 完形 破片 乾重
361 59 クリ 炭化子葉 1.2
362 61 クリ 炭化子葉 +
363 62 クリ 炭化子葉 0.9
364 65 クリ 炭化子葉 +
365 66 クリ 炭化子葉 0.2
366 67 クリ 炭化子葉 +
367 68 クリ 炭化子葉 0.5
368 69 クリ 炭化子葉 0.2
369 71 クリ 炭化子葉 0.2
370 72 クリ 炭化子葉 +
371 73 クリ 炭化子葉 +
372 74 クリ 炭化子葉 0.4
373 a 76 クリ 炭化子葉 0.2
373 b 76 オニグルミ 炭化内果皮 +
374 79 クリ 炭化子葉 +
375 80 クリ 炭化子葉 0.5
376 81 クリ 炭化子葉 0.6
377 82 クリ 炭化子葉 0.6
378 83 クリ 炭化子葉 0.7
379 84 クリ 炭化子葉 0.6
380 85 クリ 炭化子葉 0.7
381 86 クリ 炭化子葉 +
382 87 クリ 炭化子葉 +
383 91 クリ 炭化子葉 +
384 94 クリ 炭化子葉 +
385 95 クリ 炭化子葉 +
386 96 クリ 炭化子葉 0.5
387 97 クリ 炭化子葉 +
388 100 クリ 炭化子葉 1.4
389 101 クリ 炭化子葉 +
390 102 クリ 炭化子葉 0.2
391 104 クリ 炭化子葉 0.5
392 105 クリ 炭化子葉 0.6
393 106 クリ 炭化子葉 1
394 107 クリ 炭化子葉 0.7
395 108 クリ 炭化子葉 +
396 109 クリ 炭化子葉 1.1
397 110 クリ 炭化子葉 1.5
398 111 クリ 炭化子葉 +
399 113 クリ 炭化子葉 0.2
400 115 クリ 炭化子葉 0.2
401 a 116 クリ 炭化子葉 +
401 b 116 オニグルミ 炭化内果皮 +
402 117 クリ 炭化子葉 0.2
403 119 クリ 炭化子葉 +
404 121 クリ 炭化子葉 +
405 123 クリ 炭化子葉 0.9
406 124 クリ 炭化子葉 +
407 125 クリ 炭化子葉 0.4
408 126 クリ 炭化子葉 +
409 128 クリ 炭化子葉 +
410 129 クリ 炭化子葉 +
411 131 クリ 炭化子葉 +
412 133 クリ 炭化子葉 +
413 134 クリ 炭化子葉 +
414 138 クリ 炭化子葉 +
415 144 クリ 炭化子葉 +
416 84 コナラ亜属 炭化子葉 11

417 72 コナラ亜属 炭化果実基
部 +

418 19 サナエタデ
近似種 果実 1

419 25 サナエタデ
近似種 果実 44 2.5

420 26 サナエタデ
近似種 果実 4 1.5

421 31 サナエタデ
近似種 果実 3 1.5

422 35 サナエタデ
近似種 果実 1

423 36 サナエタデ
近似種 果実 1

424 39 サナエタデ
近似種 果実 8 2.5

425 44 サナエタデ
近似種 果実 0.5

426 49 サナエタデ
近似種 果実 1

427 51 サナエタデ
近似種 果実 1

428 52 サナエタデ
近似種 果実 1 0.5

番号 枝番 層位 分類群 部位 完形 破片 乾重

429 55 サナエタデ
近似種 果実 1

430 57 サナエタデ
近似種 果実 1

431 59 サナエタデ
近似種 果実 0.5

432 84 サナエタデ
近似種 果実 1

433 85 サナエタデ
近似種 果実 3 2

434 87 サナエタデ
近似種 果実 1

435 91 サナエタデ
近似種 果実 0.5

436 95 サナエタデ
近似種 果実 1

437 100 サナエタデ
近似種 果実 2

438 103 サナエタデ
近似種 果実 1

439 104 サナエタデ
近似種 果実 1

440 107 サナエタデ
近似種 果実 14

441 117 サナエタデ
近似種 果実 1

442 118 サナエタデ
近似種 果実 0.5

443 121 サナエタデ
近似種 果実 1

444 124 サナエタデ
近似種 果実 2

445 125 サナエタデ
近似種 果実 1

446 130 サナエタデ
近似種 果実 1

447 137 サナエタデ
近似種 果実 1

448 143 サナエタデ
近似種 果実 3

449 88 サルナシ 種子 1
450 22 ギシギシ属 果実 1

451 31 サナエタデ
近似種 果実 0.5

452 71 タデ属 炭化果実 1

453 73 ネバリタデ
近似種 果実 1

454 88 サナエタデ
近似種 果実 0.8

455 88 サナエタデ
近似種 果実 0.5

456 100 サナエタデ
近似種 果実 0.5

457 105 タデ属 果実 1
458 105 タデ属 果実 1
459 109 タデ属 果実 1

460 110 ネバリタデ
近似種 果実 1

461 124 ツユクサ 炭化種子 1
462 23 トチノキ 炭化種皮 +
463 33 トチノキ 炭化種皮 +
464 34 トチノキ 炭化種皮 +
465 39 トチノキ 炭化種皮 +
466 62 トチノキ 炭化種皮 +
467 84 トチノキ 炭化種皮 +
468 106 トチノキ 炭化種皮 +
469 107 トチノキ 炭化種皮 +
470 109 トチノキ 炭化種皮 +
471 20 ニワトコ属 炭化内果皮 0.5
472 46 ニワトコ属 炭化内果皮 1.4
473 74 ニワトコ属 炭化内果皮 1
474 109 ニワトコ属 炭化内果皮 2
475 114 ニワトコ属 炭化内果皮 0.5
476 121 ニワトコ属 炭化内果皮 1
477 133 ニワトコ属 炭化内果皮 0.8
478 145 ニワトコ属 炭化内果皮 0.6
479 70 不明 0.3

480 80 ビャクシン
属 炭化種子 6 6

481 84 不明 0.2

482 87 ビャクシン
属 炭化種子 25 20

483 88 ビャクシン
属 炭化種子 15 62

484 118 マタタビ属 不熟種子 1
485 97 マメ科 炭化種子 0.4

番号 枝番 層位 分類群 部位 完形 破片 乾重
486 20 マメ科 炭化種子 0.3
487 88 マメ科 炭化種子 0.2
488 31 ミズキ 炭化内果皮 0.1
489 71 ミズキ 炭化内果皮 0.1
490 83 ミズキ 炭化内果皮 0.2
491 84 ミズキ 炭化内果皮 0.1
492 88 ミズキ 炭化内果皮 0.6
493 101 ミズキ 炭化内果皮 0.2
494 107 ミズキ 炭化内果皮 0.4
495 109 ミズキ 炭化内果皮 0.1
496 110 ミズキ 炭化内果皮 0.3
497 115 ミズキ 炭化内果皮 0.2
498 123 ミズキ 炭化内果皮 0.4
499 124 ミズキ 炭化内果皮 0.3
500 125 ミズキ 炭化内果皮 1
501 129 ミズキ 炭化内果皮 0.1
502 145 ミズキ 炭化内果皮 0.1
503 20 タニソバ 果実 0.5
504 26 タニソバ 果実 1
505 88 タニソバ 果実 1
506 95 タニソバ 果実 2 0.4
507 106 タニソバ 果実 0.5
508 111 タニソバ 果実 0.3
509 133 タニソバ 果実 1
510 17 担子菌 菌核 1
511 19 担子菌 菌核 2
512 22 担子菌 菌核 3
513 25 担子菌 菌核 1
514 26 担子菌 菌核 3
515 28 担子菌 菌核 2
516 31 担子菌 菌核 8
517 34 担子菌 菌核 2
518 36 担子菌 菌核 2
519 39 担子菌 菌核 2
520 44 担子菌 菌核 1
521 49 担子菌 菌核 1
522 50 担子菌 菌核 1
523 55 担子菌 菌核 1
524 57 担子菌 菌核 2
525 59 担子菌 菌核 1
526 62 担子菌 菌核 1
527 70 担子菌 菌核 4
528 72 担子菌 菌核 3
529 74 担子菌 菌核 2
530 76 担子菌 菌核 1
531 83 担子菌 菌核 5
532 84 担子菌 菌核 1
533 87 担子菌 菌核 4
534 88 担子菌 菌核 4
535 94 担子菌 菌核 1
536 95 担子菌 菌核 6
537 97 担子菌 菌核 2
538 104 担子菌 菌核 3
539 105 担子菌 菌核 1
540 106 担子菌 菌核 2
541 107 担子菌 菌核 5
542 109 担子菌 菌核 7
543 110 担子菌 菌核 6
544 111 担子菌 菌核 2
545 114 担子菌 菌核 1
546 115 担子菌 菌核 1
547 123 担子菌 菌核 6
548 124 担子菌 菌核 2
549 131 担子菌 菌核 3
550 133 担子菌 菌核 6
551 139 担子菌 菌核 1
552 144 担子菌 菌核 3
553 145 担子菌 菌核 29
554 83 草本 茎 1
555 6 不明 2
556 a 10 トチノキ 炭化種皮 +
556 b 10 ウルシ属 炭化内果皮 0.3
557 10 非植物
558 a 13 クリ 炭化子葉 +
558 b 13 不明 +
559 16 不明 +
560 16 非植物
561 17 不明 +
562 17 非植物
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番号 枝番 層位 分類群 部位 完形 破片 乾重
563 18 担子菌 菌核 2
564 a 18 トチノキ 炭化子葉 +
564 b 18 不明 +
565 18 不明
566 a 19 トチノキ 炭化種皮 +
566 b 19 不明 +
567 a 20 不明 +

567 b 20 不明
（炭化糞 ?） +

568 20 非植物
569 21 不明 +
570 a 22 オニグルミ 炭化内果皮 +
570 b 22 トチノキ 炭化種皮 +
570 c 22 不明 +
571 22 非植物
572 a 23 トチノキ 炭化種皮 +
572 b 23 キハダ 炭化種子 +
573 25 不明 +
574 a 25 クリ 炭化果皮 +
574 b 25 トチノキ 炭化種皮 +
575 a 26 トチノキ 炭化種皮 +
575 b 26 不明 +
576 26 不明 +
577 a 26 クリ 炭化子葉 +
577 b 26 トチノキ 炭化子葉 +
577 c 26 不明 +
578 29 不明 +
579 29 非植物
580 a 30 トチノキ 炭化種皮 +
580 b 30 不明 +
581 31 不明 +
582 a 31 トチノキ 炭化種皮 +
582 b 31 不明 +
583 32 不明 +
584 33 不明 +
585 34 不明 +
586 35 トチノキ 炭化種皮 +
587 36 トチノキ 炭化種皮 +
588 a 37 トチノキ 炭化種皮 +
588 b 37 不明 +
589 38 トチノキ 炭化種皮 +
590 a 39 トチノキ 炭化種皮 +
590 b 39 不明 +
591 a 40 クリ 炭化果皮 +
591 b 40 不明 +
592 a 42 トチノキ 炭化種皮 +
592 b 42 担子菌 菌核
592 c 42 不明 +
593 45 不明 +
594 46 トチノキ 炭化種皮 +
595 47 不明 +
596 a 47 マメ科 炭化子葉 0.5
596 b 47 不明 +
597 48 不明 +
598 a 49 トチノキ 炭化種皮 +
598 b 49 不明 +
599 a 50 トチノキ 炭化種皮 +
599 b 50 不明 +
600 50 不明 +
601 a 50 トチノキ 炭化種皮 +
601 b 50 不明 +
602 51 不明 +
603 52 不明 +
604 a 55 トチノキ 炭化種皮 +
604 b 55 不明 +
605 57 トチノキ 炭化子葉 +
606 59 不明 +
607 61 不明 +
608 61 担子菌 菌核 3
609 a 62 トチノキ 炭化子葉 +
609 b 62 不明 +
610 63 不明 +
611 64 不明 +
612 65 不明 +
613 66 不明 +
614 67 不明 +
615 68 不明 +
616 70 不明 +
617 70 不明 +

番号 枝番 層位 分類群 部位 完形 破片 乾重
618 72 不明 +
619 a 72 トチノキ 炭化子葉 +
619 b 72 不明 +
620 a 73 トチノキ 炭化種皮 +
620 b 73 不明 +
621 a 74 トチノキ 炭化子葉 +
621 b 74 不明 +
622 76 不明 +
623 a 79 担子菌 菌核 1
623 b 79 不明 +
624 a 80 トチノキ 炭化種皮 +
624 b 80 不明 +
625 80 非植物
626 81 不明 +
627 81 不明 +
628 82 不明 +
629 a 83 トチノキ 炭化種皮 +
629 b 83 不明 +
630 a 84 トチノキ 炭化種皮 +
630 b 84 不明 +
631 a 84 トチノキ 炭化種皮 +
631 b 84 不明 +
632 84 不明 +
633 84 非植物
634 a 85 トチノキ 炭化種皮 +
634 b 85 不明 +
635 86 不明 +
636 87 不明 +
637 87 不明 +
638 87 不明 +
639 88 不明 +
640 a 88 トチノキ 炭化種皮 +
640 b 88 不明 +
641 90 不明 +
642 91 不明 +
643 93 不明 +
644 94 不明 +
645 95 不明 +
646 95 不明 +
647 96 不明 +
648 97 不明 +
649 100 不明 +
650 101 不明 +
651 101 非植物
652 102 トチノキ 炭化種皮 +
653 103 不明 +
654 a 104 トチノキ 炭化種皮 +
654 b 104 担子菌 菌核 2
654 c 104 不明 +
655 105 不明 +
656 106 不明 +
657 106 不明 +
658 107 不明 +
659 107 不明 +
660 108 不明 +
661 109 不明 +
662 a 109 トチノキ 炭化種皮 +
662 b 109 不明 +
663 110 不明 +
664 110 不明 +
665 110 不明 +
666 110 不明 +
667 110 不明 +
668 110 不明 +
669 111 不明 +
670 112 不明 +

671 112 不明
（炭化糞 ?） +

672 112 不明 +
673 113 不明 +

674 114 不明
（炭化糞 ?） +

675 115 不明 +
676 116 不明 +
677 116 不明 +
678 116 不明 +
679 117 不明 +
680 118 不明 +
681 118 不明 +

番号 枝番 層位 分類群 部位 完形 破片 乾重
682 119 不明 +
683 121 トチノキ 炭化種皮 +
684 122 不明 +
685 a 123 担子菌 菌核 9
685 b 123 不明 +
686 123 不明 +
687 124 不明 +
688 125 トチノキ 炭化種皮 +
689 125 不明 +
690 a 126 トチノキ 炭化種皮 +
690 b 126 不明 +
691 128 不明 +
692 129 不明 +
693 a 130 オニグルミ 炭化内果皮 +
693 b 130 不明 +
694 130 不明 +
695 131 不明 +
696 131 不明 +
697 132 不明 +
698 a 133 タデ属 未熟果 1
698 b 133 不明 +
699 133 トチノキ 炭化種皮 +
700 133 不明 +
701 134 不明 +
702 135 不明 +
703 136 不明 +
704 136 不明 +
705 137 トチノキ 炭化種皮 +
706 138 不明 +
707 139 不明 +
708 141 不明 +
709 142 不明 +
710 142 非植物
711 143 不明 +
712 143 不明 +
713 144 不明 +
714 a 144 トチノキ 炭化種皮 +
714 b 144 不明 +
715 144 不明 +
716 145 不明 +
717 145 カバノキ科 果実 1



― 22 ―

三内丸山遺跡年報－13－

1 2

3

4

5

6 7 8
9

10

11 12

13

14 15

16

1mm
1-6
7-16

図版１ 南盛土第Ⅲ層より出土した大型植物化石（木本）

1.オニグルミ、炭化内果皮破片（693a）2.クリ、炭化果皮破片（288）3.クリ、炭化子葉
破片（334）4.コナラ亜属、炭化子葉半分（416）5.コナラ亜属、炭化果皮基部破片（417）
6.トチノキ、炭化種皮破片（215）7.モミ属、炭化葉破片（7）8.ビャクシン属、炭化種子
（480）9.カバノキ科、果実（717）10.キハダ、炭化果実破片（215）11.キハダ、炭化種子
（215）12.キイチゴ属、炭化核（207）13.ウルシ属、炭化内果皮（49）14.サルナシ、炭化
種子（449）15.ニワトコ属、炭化内果皮（473）16.ミズキ、炭化内果皮破片（500）
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図版２ 南盛土第Ⅲ層より出土した大型植物化石（草本）

17.ヒエ属、炭化種子（9）18.ツユクサ、炭化種子（461）19.カナムグラ、種子破片（193）
20.サナエタデ近似種、果実（422）21.タニソバ、果実（504）22.ネバリタデ近似種、果
実（453）23.ギシギシ属、果実（450）24.タデ属、炭化果実（458）25.エノキグサ、炭化
種子（56）26.マメ科、炭化種子（485）27.キケマン属、種子破片（209）28.アカネ属、種
子（4）29.キランソウ属、果実（264）30.ヤブタビラコ属、果実（208）31.担子菌、菌核
（510）

26
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図１　黄道傾斜角の変化

１　はじめに

　三内丸山遺跡にある大型掘立柱建物（通称六本

柱）は、主軸方向は北から約55°東を向いている。

六本柱の主軸の向きが夏至の日の出の方向に関係

する（太田原　2000）との説があるが、一般的で

はない。

　大型掘立柱建物の東側にある５組の掘立柱建物

（以後、「柱群」とよぶ）も大きさや主軸方向が似

ている。私たちは、２年間にわたって、六本柱と

柱群が類似の目的で建てられたと仮定し、これら

の建物の向きが日の出、日の入り、月やその他の

天体と関係するか、また、太陽によってできる影

の動きが時刻等に関係するかを調べた。

　その際、柱の成立年代を4200 ～ 4300年前とし

てきたが、今回の原稿を書くにあたり、放射性炭

素年代から暦年較正の結果（青森県史2002）を参

照し、4600 ～ 4700年前に修正した。ただし、400

年のずれは、日の出・日の入りの方向にほとんど

影響を与えなかった。

　また、柱の位置測定の過程で得られた資料から、

柱群の成立過程も考察した。

２　縄文期の三内丸山遺跡での天体の動き

2-1　歳差運動と地軸の傾き

　黄道傾斜角（地軸の傾き）εは、太陽・月・惑

星の引力によって少しずつ変化し（歳差運動）、

次式で与えられる（天体位置表2009）。

   ε＝84381.448－46.8150ｔ－0.00059ｔ2

　　　　＋0.001813ｔ3　（１）

　ここで、εの単位は角度の秒、ｔは2000年１月

青森県立青森南高等学校　自然科学部　

　　　教諭　　小田桐茂良　

　　　３年　　福岡　早紀　　最上ひと美　　後村友花里　　藤林　美里

　　　１年　　一戸　香月　　山口　花都　　長内　愛満　　對馬史甫子

　　　　　　　大谷　理嘉　　木村　祐介　

２　三内丸山遺跡の六本柱と天体

１日12時から36525日単位で計った時間である。

その結果、現在は23.4°、4600年～ 4700年前は24.0°

となる（図１）。

　天の北極もこの歳差運動によって天球上を約

26,000年の周期で動き、それに伴って、北極星も

時代とともにかわる。

　天体シミュレーションソフトのステラナビゲー

タで調べると、今から6000年前（BC4000）～ 1000

年後（AD3000）までで天の北極に3°以内に近づく

星は、5000年前（BC3000）ころのトゥバン（3.7等）

と現在の北極星であるポラリス（2.0等）だけである。

　ポラリスは1000年前には天の北極から６°以上

離れており、現在は１°未満、2100年頃にもっと

も近づき、1000年後には５°以上離れてしまう。

図２　4600年前の北天の星
（ステラナビゲータより作成）

　4600年前の空を

みると天の北極に

近い恒星は、天の

北極から１°離れ

たりゅう座α星の

トゥバン（3.7等）

や、8.5°離れたこ

ぐま座β星のコカ

ブ（2.1等 ） が 目
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立つ。トゥバンは天の北極に近く、「北極星」と

いえる（図２）。現在、天の北極から30°ほど離れ

ている北斗七星は、今よりずっと天の北極に近く

15°程度である。

2-2　日の出・日の入りの方位

　夏至・冬至の日の出・日の入りの方位を、次式

を用い、地平線の山の高さ、大気差、太陽の視半

径を考慮して計算した。

  sin δ＝ sin h sin φ +cos h cos φ cos Ａ （２）

ここで、δは太陽の赤緯（夏至は＋ε、冬至は－

ε）、φは遺跡の緯度40°48′41″、Ａは方位角、

ｈは高度である。

ａ　地平線にある山の高度

　夏至の日の出方向、冬至の日没方向の山々の距

離、高さ（m）を地形図から求め、遺跡から見え

る高度 h0（°）を地平線の曲がりを加え計算した。

　その結果、夏至の日の出方向にある夏泊半島の

平らな部分の山の高度は0.6°、冬至の日没方向の

山の高度は1.7°となった。ただ、日没方向の山は

遺跡から近く、山の木々の高さも影響する。ここ

では、木々の高さを現在の写真から推定される10

～ 30m とした。

ｂ　大気差

　大気を通過する光は屈折するので、大気がない

場合より浮き上がって見える（図３）。これを大

気差という。大気差 R は日や高度によって変わ

るが、ここでは理科年

表2008年度版の表より

計算した。高度0.6°の

ときは R ＝0.46°、高

度1.7°のときは0.33°で

ある。

ｃ　太陽の視半径

　日の出は太陽の上縁

が地平線に接した瞬間

図３　大気差

図４　日の出の瞬間

である（図４）。（２）式で計算される太陽の位置

は、太陽の中心の位置なので、地平線より太陽の

視半径分だけ下にあるときの位置を計算しなけれ

ばならない。太陽の距離が r 天文単位のとき太陽

の視半径 S は0.266994/r（°）である。天文観測

年表より2008年の夏至の値は r ＝1. 0163、冬至の

値は r ＝0.9837であるが、r の変化は日の出の方

向にほとんど影響を与えないので r=1とした。こ

れらを合わせると日の出・日の入りの瞬間の太陽

の中心高度 h は、

　　h ＝ h0－ S － R　　　　　（３）

と表すことができる。この h を（２）に代入し、

日の出・日の入りの方位角を計算する。

　計算の結果、夏至の日の出は現在は58.3°、

4600年前は57.4°であり、冬至の日の入りは現在

は237.3°、4600年前は 236.5°となった。

2-3　太陽の影の動き

　2008年の夏至の日に六本柱とラップの芯でつ

くった簡単な模型の影を撮影した。地面にできる

柱の影は、重なり合うなどして柱数が時間ごとに

変化していた。しかし、昼頃には影が短くなるの

で、六本柱の床部分の影に柱の影が隠れてしまう。

また、実際の柱は内側に傾いているので模型の影

と微妙に相違があった（図５）。

　パソコンのシミュレーションによって、柱の影

が重なるときの時刻をもとめた。復元された大

きさに合わせて、柱の高さは14ｍ、間隔は4.2ｍ、

柱のてっぺんは主軸、短軸方向とも内側に50㎝ず

れている（柱の傾き2°）とした。

図５　柱と模型の影
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　重なる時刻は午後に多く、また季節変化が著し

く、時計としては役にたたない。また、夏至の南

中時には影が短すぎて、六本柱の３層の床の影の

ためにほとんどみえないことや、２°の傾きのた

めに影の向きが平行とならないことで、南中時刻

の測定は無理なことがわかった（図６）。

もあったが、最終的にはそれぞれの判断と経験が

ものをいったようだ。

　1600年、兵庫県相生市の船乗りの妻があまり動

かないとされている北極星が移動するのを、肉眼

で発見した。障子の桟に北極星をあわせたところ、

三寸ほど動いたという。大阪府泉佐野市では、船

乗りが港で松を目印にして、動きを発見できたと

伝えられている。

ｂ　六本柱と明るい恒星・すばるの出没

　100年程度では恒星の位置は変わらないので、

ステラナビゲータを用いて、4600年前（BC2600）

に明るい恒星およびすばるが、日の出前・日の入

り後の時間帯に、柱の東西の主軸方向を通過する

かどうかを調べた。

　東の空で柱を通過する星は４つ、西の空では９

つある。特に、すばる、アルデバラン、ベテルギ

ウス、プロキオン、リゲル、シリウスは１月～３

月の夕方、８月～ 10月の明け方、短期間のうちに、

次々通過する。（図７）

図６　柱の影の変化と重なる時刻

2-4　月や惑星、明るい恒星、すばるの出没

ａ　日本に伝わる星の伝承

　縄文期に星が日常生活とかかわっていた可能性

を探るために、日本の星の伝承に関して数多く調

査した結果をまとめた北尾浩一氏の『星と生きる 

天文民俗学の試み』を調べた。

　漁を行うにあたって、星は方角や時間を知るた

めの大事なものだった。目印にされていた星は、

北極星や明けの明星、冬の星のプレアデス星団、

オリオン、シリウス、アルデバランなどが目立つ。

ミツボシ（オリオン）は、出る時間は変わるもの

の、一部の季節を除いて見えるため、時間を知る

ために用いられていたようだ。星の出がイカ漁に

利用されていたようだが、イカのとれる間隔が似

ているだけらしい。また、星を利用した気象予報

図７　星が柱を通過する時刻

ｃ　六本柱と月・惑星の出没

　恒星と違い、惑星や月は見える位置が季節で決

まっているわけではない。金星・火星・木星は恒

星と同じ方法で、BC2600 ～ 2700年の100年間に

ついて、最初の10年間、中程の10年間、最後の10

年間について調べた。月は初め全部の形を調べた

時刻

時刻

日付

日付



― 27 ―

Ⅲ　研究ノート

が、最終的に注目の度合いを考えて満月のみに絞

り、BC2600 ～ 2700年の100年間について調べた。

　惑星は、東の空では柱の主軸方向のすぐ近くに

くるものの、通過することはない。西の空では、

毎年１回近く通過するが、季節は決まっていない。

金星が日の出前に西の空にくることはない。

　満月は、日の出前の西の空と、日の入り後の東

の空に見える。西の空はだいたい毎月１回柱の

間を通るが、東の空では、年に１回、１月ころ
注）に限って柱の間

を通過する。ただ、

毎年ではなく、約８

年通った後、約11年

間通らない（表１）。

これは月の通り道

（白道）が黄道に対し

て19年周期で変化す

るためである。 表１　柱間を満月が通る年

法で主軸方向と柱の間隔を求めた。

　注）ステラナビゲータの日付は、1582年以前は１年が365.25

日のユリウス暦で表示されおり、１太陽年（365.2422日）とは

異なる。そのため、暦に誤差が生じ、BC2600年前の夏至は１

か月ほどずれて７月、冬至は１月である。

３　掘立柱建物の主軸方向

3-1　柱跡の位置と穴・木柱の大きさの測定

　26号大型掘立柱建物とこの付近で確認されてい

る５個の掘立柱建物跡（第11 ～ 15号）の図面（図

８～ 10）のデジタル画像から、①、②２つの方

図８　六本柱と柱群の位置
青森県教育委員会 1996『三内丸
山遺跡Ⅵ』より作成

図９　六本柱の配置図
青森県教育委員会 2008『三内丸
山遺跡 34』より作成

BC2700～2690 通らず 11年
BC2689～2682 通る　 ８年
BC2681～2671 通らず 11年
BC2670～2664 通る　 ７年
BC2663～2652 通らず 12年
BC2651～2645 通る　 ７年
BC2644～2633 通らず 12年
BC2632～2626 通る　 ７年
BC2625～2614 通らず 12年
BC2613～2607 通る　 ７年

図10　柱跡群の配置図
青森県教育委員会2006『三内丸
山遺跡30』より作成

11

12

13

14

15

①　残っていた

木柱の中心の座

標をステライ

メージ（画像用

ソフト）で３回

ずつ測定し、エ

クセルのグラフ

で柱を通る近似

直線を計算、主

軸方向を求め

た。誤差は、直

線を引いて柱の

列２本とも木柱

から極端にずれない範囲とした。木柱の残ってい

ない13号は穴の中心から推定し、誤差は大きめに

とって±１°とした。

②　各穴の地表の輪郭、底の輪郭、木柱の輪郭に

ついて、見た目の中心点、輪郭の上下左右の４点、

輪郭一周10点の座標をマカリ（天体解析ソフト）

で３回ずつ測定した。ただし、穴が重なって一部

が欠けている部分については、存在する部分の形

から推定した。測定した座標の平均座標を中心点

の座標とし、最小二乗法を用いて主軸方向と柱の

間隔、穴や木柱の半径（形がいびつなものは楕円

とした）を求めた。誤差は確率1/2となる±0.675

σを用いた（表２）。

　主軸方向は、11、13、14号が北から54°東前後（以

後、方位は北から東まわり360°までの角

度で表す。）、12、26号が56°前後、15号

が60°くらいである（表３）。

　測定方法①と②の柱穴の地表と底、木

柱により、主軸方向はやや異なる。しか

し、本来は木柱を用いるべきこと、②で

木柱の座標は、腐食により小さくなって

残っている木柱の位置をそのまま測定し

ているため生じているずれを含んでいる
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が、その点を考慮すると、①の値と矛盾しないこ

とで、今後の議論には主軸方向の値は①の結果を

表２　柱穴の測定結果

表３ 掘立柱の柱間隔と主軸方向

用いることにする。

　柱の間隔は、13、14、15号は±2％以内の範

囲で（主軸方向の間隔Ｘが約320㎝、短軸方向

の間隔Ｙが約360㎝）同じ、12号と26号もほぼ

同じ大きさである。

　短軸方向の間隔Ｙは、全部が90㎝の倍数に近

く、11、13、14、15号が4倍の360㎝前後、12、

26号が５倍弱の440㎝くらいである。主軸方向

の間隔Ｘと短軸方向の間隔Ｙは、8本柱の11号

がほぼ３：４、12号はほぼ１：１で、間隔Ｘ

も90㎝の倍数となっている。それに対し、13、

14、15、26号は間隔Ｙの89 ～ 92％であり90㎝

の倍数ではない。
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　柱穴の大きさは地表が平均半径80㎝程度、底が

平均半径50㎝程度、木柱は腐食で小さくなってい

るものがあることを考慮すると、26号が半径50㎝

程度、他は20 ～ 30㎝程度である。木柱の大きさ

は柱穴の40％程度までが多い。

3-2　未分類の柱跡

　26号と15号は他のものと離れた位置にあるため

他との新旧関係は不明であるが、残りは柱穴の重

なり具合から、13号が最も古く、14号、12号、11

号の順につくられた。

　柱群の領域には、11 ～ 15号に分類されている

32個の柱穴の他に、11個の柱穴がある。この11個

の穴を、全て柱群に属するものと仮定し、重なり

具合に矛盾しないことと、６本（または８本）の

配置と関係づけられる位置にあるものを探した。

その結果、７個を関係づけることができた。

　13号と734P・743P・729P（対称な形を構成）

　14号と731P（直角三角形ができる）
図11　柱跡群の配置図

　青森県教育委員会2006『三内丸山遺跡30』より作成

図12　掘立柱の柱配置



― 30 ―

三内丸山遺跡年報－13－

　12号と706P・757P（補助柱）

　11号または15号と739P（各柱群の両端の柱か

ら等距離：どちらが有力かは不明）

あとの４個は、柱群との関連づけが難しかったが、

２個ずつ南北に並んでいた。

　グループ A   745P・724P

　グループ B　 747P・1458P

　もし、グループ A、B が意味のあるものだとす

ると、グループ A は15号と最も古い13号の下に

あり、グループ B は最も新しい11号の上にある。

　図11は、グループ別に色分けしたものであり、

図12は、掘立柱建物ごとの間隔Ｙの1/4（11、13、

14、15号）または1/5（12、26号）を1目盛（いず

れも約90㎝となる）にし、主軸を横軸として作成

したものである。残りの４個の柱跡は、北が上に

なるようにした。

3-3　柱を建てるときの方向の誤差

　縄文人がどれくらいの精度で測量できたのかを

考えるために、実際に測量して精度を確かめた。

方法は次の通りである。

  ・六本柱の間隔4.2m ごとに印をつけたひもと２

m ほどの棒を用意する。

  ・夏泊半島の山の方向にひもの印の部分をもった

３人が棒を立て、１人がまっすぐに並んだことを

確認する。

  ・棒の根本に目印のビー玉をおく。

　３回測定したが、縄文時代に細いまっすぐな棒

はあったとは限らないので、棒をもたずにひもだ

けで直線を確認する方法でもう３回繰り返した。

計６回の測量でおかれたビー玉どうしの距離を測

な測量でも、0.5°程度の誤差に収まっている。棒

を用いても、ひもだけをまっすぐ向けてもほとん

ど誤差は変わらない。

3-4　主軸・短軸方向の地形

　縄文期の海岸線は、8000年前の地図では内湾が

遺跡の近くまであるが、5000年前には内湾が後退

し、海は現在の位置とほとんどかわりなくなる（青

森県史：図13）。主軸の向きは、青森湾を指して

はいるが、湾の中心を向いてはいない。遺跡の北

側を柱の主軸とほぼ平行に沖館川が流れている。

　主軸と短軸方向にある遠景を地図から調べる

と、主軸方向は北東が夏泊半島、南西が岩木山の

すそ野、短軸方向は、北西は津軽山地にまっすぐ

向いていて、南東が雲谷よりも右側である。

　図14は、それぞれの方向を撮影したものである

が、現在の遺跡は林や建物で見通しが悪いので、

それほど離れていない学校等で撮影したため、遺

跡から見た風景とはやや異なる。

　六本柱と柱群の主軸方向を東西の地平線の地形

に重ねた図を作成した（図15）。北東側は、26号

と12号が屋敷山の方向、11号、13号、14号の３つ

表４　測量の誤差（°）

棒あり　１回 0.5
棒あり　２回 －0.3
棒あり　３回 0.5
棒なし　１回 －0.1
棒なし　２回 －0.7
棒なし　３回 0.1

り、余弦定理を利用して

測量した方向の誤差を求

めた。

　６回の測量の平均の方

角を０°として表６にま

とめた。このような簡単
図13　青森平野の古地理図と主軸方向

 『青森県史　別編　三内丸山遺跡』より作成

約4,500炭素年前
（約5,000暦年前）

約7,000炭素年前
（約8,000暦年前）

約7,000炭素年前と約4,500炭素年前の青森平野の古地理図
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図14　主軸・短軸が向いている方向
短軸北西（津軽山地）　主軸北東（夏泊半島）　
主軸南西（岩木山）　　短軸南東（八甲田山）

は半島の山がとぎれる方向、15号は高森山の方向

を向いていることが読み取れる。南西側は、青森

市西方にある鷹森山の方向ではあるが、手前の山

に隠れるほどの高さしかなく、はっきりしない。

　縄文期の夏至の太陽は、夏泊半島の屋敷山と高

森山の間の屋敷山寄りのところから昇る。

図15　柱の主軸方向と地形

４　柱の間から日の出 ･日の入りを見る

4-1　日の出 ･日の入りが見える範囲

　夏至の日の出は57.4°であるのに対し、26号を

例にとると、主軸方向は55.8°で、1.6°ほどのずれ

があり、柱の真ん中から太陽が真正面から昇る様

子は見ることができない。しかし柱の間には幅が

あるため、場所によっては柱の間から日の出、日

の入りの様子を見ることができる（図16）。

　これをもとに、1.5m の高さから見た柱間から

の日の出の見え方をパソコンで表した（図17）。

　距離によって柱の幅は変わるので、近づくと柱

の間に日の出が入りやすくなる。また、左右の柱

の中点の延長線上や、主軸の延長線上では同じ距

離でも見え方が違う。

図16　日の出・日の

入りが見える範囲

　現在の六本柱の周辺の

歩道は、柱から東側で55m

程度、西側で70m 程度離

れているが、ここでは、手

前の柱の向こうに奥の柱が

見える30m と、ほとんど

重なってしまう50m でシ

ミュレーションをおこなっ

た。30m のときは柱の幅

は5°程度、50m のときは幅は３°程度である。

　11号と13号、14号は、真正面（両側の柱の中点

の延長線上）から見ると日の出・日の入りは見え

ないが、左側の柱の延長線上30m からみると柱

のほぼ中央から昇り、中央に沈む。50m だとぎ

りぎり右端となり、それ以上だと見えなくなる。

　26号と12号は日の入りの方向を向いているの

で、左右の柱の中点の延長線上から見ると、中央

に沈む。日の出は30m では中央やや右、50m で

はぎりぎりとなる。左側の柱の延長線上からは、

日の入りをみるのは適さないが、日の出は左端ま

でくるので見やすい。

　15号からは日の出・日の入りは見えない。

4-2　夏至・冬至の写真撮影

　研究を始めた2008年６月の夏至の日に、六本柱

が向いている方向の延長線上にカメラを設置して
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日の出を撮影し合成した（図18）。太陽の位置から、

日の出と柱の方向とのずれを求めたら、４°ほど

あった。現在の日の出の方位は57.5°なので、柱

の方向は53.5°となる。この値は柱跡から求めた

55.8°とは２°ほど異なる。そこで、柱跡と復元柱

の方向に違いがあると考え、測量によって柱跡と

復元柱が平行であるか確認したが、結果は0.2°以

内で平行であった。さらに、夜に星を背景に横に

１m ずつ移動しながら柱を撮影し、柱が３本ず

つ重なる方向を背景の星の位置から割り出した。

その結果も53 ～ 54°になった。しばらく悩んだ結

果、６本の柱が上に行くにつれて少しねじれてい

たために、根本で3本重なる（左右の柱が同じ太

さに見える）方向と、てっぺんで３本重なる方向

が２°ずれたことがわかった（図19）。

　2009年の夏至のころに、左の柱から30m 離れ

た場所で日の出を撮影した（図21d）。この位置

から見ると、現代でも柱間から太陽が昇ってくる 図19　柱の重なり方のずれ

図18　2008年夏至の日の出

図17　柱間から見える日の出・日の入り
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のがみられる。

　冬至のころはずっと天気が悪く、2009年1月10

日になって日の入りが撮影できた（図21a,b）。冬

至より23日後のため、方位は2.8°右へずれている。

柱の中央を通過する太陽が見られた。

4-3　春分 ･秋分の写真撮影

　六本柱の主軸は、東から北へ34.2°ずれている。

六本柱の柱間隔が

全て等間隔だとす

る と、 主 軸（ 柱

3→1）と対角線方

向（柱3→6）のな

す角θは、tan θ

図21　冬至のころの日の入り，春分・夏至・秋分のころの日の出

図20　六本柱の主軸方向

＝1/2より26.6°となる（図20）。春分・秋分の日

の出は、柱3が柱6と柱5に間にくる方向から撮影

ａ ｂ

ｃ

ｄ

ｅ ｆ
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すると柱と一緒に撮影できる。実際は、柱からの

距離が近いと、柱２→６方向から見ても柱付近の

日の出が撮影できた（図21c,e,f）。

５　考察

5-1　掘立柱群の分類・建てた順等

　13、14、15号は同じ規格で建てられている。ほ

ぼ同時代に造られたのであろう。

　未分類の柱跡を柱群に加えた試みが正しいとす

ると、最初に建てられた13号は６本ではなく補助

的な柱が何本かあった。これらの柱を加えた形で

は、柱間から太陽や星を眺めると見づらい。建て

た目的は別なものだったのだろう。

　次の14号は731P を加えた45°の直角三角形を含

む。13号の穴にまったく木柱がないこと、位置が

少しずれているだけで、サイズや主軸方向が13号

と14号がほぼ同じことから、13号を立て直して14

号にしたのではないか。しかし、直角三角形の意

味はわからない。

　15号は13、14号とサイズがほぼ同じである。時

期は不明であるが、13、14と同じ時代に別な方向

を向けて同時に建っていた可能性もある。

　26号はこの３つの1.2倍の大きさの相似形であ

る。12号は26号と大きさが同じくらいであるが、

26号などと違い、間隔Ｘ、Ｙが１：１になるよう

に造られている。

　これらから、26号は３つのあとに大型にして造

られ、規格の変わった12号は、26号のあとではな

いか。

　最後の11号は、間隔Ｘ、Ｙが３：４になってい

る8本柱である。意図はなんだったのだろうか。

　35㎝単位の「縄文尺」というものが存在したと

いうことがいわれているが、以上の６個の柱群の

大きさから出てくる物差しは約90㎝であり、35㎝

の倍数ではない。物差しについては、他の建物の

柱間隔を同一方法で測定して比較しないと、それ

以上のことはいえない。

　南北２本組の柱が存在したとすれば、グループ

A（745P・724P）は13号より古く、グループ B

（747P・1458P）は11号より新しい。

　11号または15号との関係を考えた739P など、

数値的におもしろいものもあるが、造った意図が

見えないので、これ以上はふれない。

5-2　掘立柱を建てた方向と遠景・日の出方向　

　簡単な道具だけで、±0.5°程度の精度で方向を

決めることができる。この精度から考えて、掘立

柱の主軸方向は、夏至の日の出の方向に合わせた

ものではない。冬至の日の入りの方向と考えるこ

とはできる。しかし、天気が悪くなる冬の日の入

りの方角に合わせる理由が見あたらない。

　一方、遠景の地形と比較すると、６個の掘立柱

建物は、夏泊半島の屋敷山を向くのが２個（12号、

26号）、高森山が1個（15号）、半島の切れ目の方

向が３個（11、13、14号）で、いずれも特徴ある

地形を向いている。

　以上から、柱群は意識的に山や半島の切れ目を

向けて建てた可能性が高い。

5-3　柱の向きと日の出・日の入りの方位

　縄文時代の人々にとっても季節を知ることは、

非常に大切なことである。しかし、毎日の気象の

変化は単純ではない。それに対し、天体の動きは

規則的である。

　その中でも、日の出、日の入りの方向は一年を

周期として変わる。特に、青森のように遠くの低

い山々で囲まれているところでは、日の出・日の

入りの方角の変化を知ることは容易である。

　夏至は最も北から、冬至は最も南から昇って沈

むが、縄文の人々もこれを発見していたことは十

分考えられる。それに対し、春分・秋分は夏至・

冬至の日の出の場所の中間点を見つける必要があ

り、簡単ではない。最も簡単にわかる夏至・冬至

が１年の区切りや季節の目安として使われていた
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のではないか。

　私たちは、夏至・冬至を知るための手段として

この六本柱を使用していた可能性を考えた。

　初めは、柱の主軸方向を夏至の日の出の方向に

向けたのではないかと考えたが、６つの掘立柱建

物とも、向きは日の出の方向に近いけれども一致

しない。日の出方向に向けなかったのは、昇って

くる太陽を直接目印にして建設するのが難しかっ

たためか、あるいは、ある程度違っても柱間から

日の出が見えるため厳密さを求めなかったか、ど

ちらも考えられる。前述のようにこれくらいの方

向の違いであれば、柱の付近に夏至の頃だけ柱の

間から日の出を見ることができる場所がある（図

16）。例えば、26号の場合、柱３から50ｍの位置

に目印を置き、そこから見ると柱間の中央付近か

ら太陽が昇ってくる。夏至の前後10日程は日の出

の方位がほとんど変化しないため、晴れた日があ

れば夏至がきたことを知ることができる。私たち

は、この方法で季節の目安を知ったと考えた。他

の掘立柱建物でも同様のことがおこなえる。

　このような観測をおこなう場合、真正面となる

柱間の中心線の延長が好ましいが、実際に私たち

が撮影しようとした際、見た目の真正面に立つこ

とも、草むらの中で巻き尺を数10m まっすぐ伸

ばすことも困難だった。その意味で、片方の柱が

重なる延長線上に観測点をつくることの方が現実

的だといえる。

　日の出を見るとしたら、その目印はあまり高く

ない岩や細い木である方が好ましい。岩であれば

上に座り、木であればそれを背にして見る。発掘

によって岩や細い木の痕跡が見つかれば、この仮

説の証拠となる。

5-4　見張り台・ランドマーク

　見張り台として長方形の建物を建てる場合、長

い辺から見張りができるように作るのが普通では

ないか。青森湾を向いている幅の狭い主軸方向か

ら見張っていたとは考えにくい。また、六本柱と

５つの柱跡群はほぼ同じ方向を向いているが、見

張り台ならばそれほど方位にこだわる必要はな

く、見張り台という説は説得力に欠ける。

　近くの沖館川の流れている方向は六本柱とほぼ

平行であり、川沿いの公園からは下流の方向に夏

泊半島の山がみえる。むしろ、川を使っての運搬

や海に漁に出た際、六本柱を遺跡の場所を見つけ

るランドマークや陸揚げ地点の施設として、川と

平行になるように、半島の山や半島の切れ目の左

端に向けて建造した可能性はあるのではないか。

　現在、私たちにはこの考えが一番しっくりくる。

しかし、最初の13号以外は柱間から十分に天体の

通過を見ることができる。最初の建設目的は天体

を見ることではなかったかも知れないが、建てて

から見えることがわかり、利用した可能性は十分

あると考えている。

5-5　日時計

　柱の重なる様子は興味深いが、前述したよう

に、「時計」の役割はできない。日時計にするなら、

柱を垂直に建てること、床を造らない構造である

こと、簡単に南中を測れるように柱を南北に並べ

ることが必要である。また、柱を十数ｍの高さに

すると、地震などによる倒壊の危険性が増すこと

から、高さは数ｍ以内で十分である。

　これらから、六本柱が日時計の役割をしていた

とは考えられない。しかし、南北２本の柱の組が

存在するのであれば、可能性も出てくる。

5-6　柱の主軸方向と天体

　昔の人が生活の中で天体を使っていたことは伝

承からわかる。縄文時代の人々にも、太陽ほどで

はないにしても、様々な星の明るさや色、日周運

動には気がついていたはずである。これらの星は、

近世の人々と同様に特に漁業に大切なものだった

と思う。
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ここでは、六本柱の間を通っていく天体を何かの

目印にした可能性を考える。

　日の出の撮影のときの印象では、日の出のとき

の西の空は注目されない。色鮮やかな東の空と逆

の方向を見ているとは考えにくいからである。ま

た、日の出前の東の空の星や月はかなり見えにく

い。見えるのは金星ぐらいであるが、惑星が通過

するのは不定期で回数も少なく、使われたとは思

えない。

　夕方は、暗くなる中で明るい天体は目立つ。た

だ、惑星は明るいが明け方同様使えない。

　恒星では特にシリウスは明るい。春分のあたり

に西の空で柱の間を次々明るい星が通過するが、

「…星が柱の間を通るようになったから、もう暖

かくなるね。」くらいの大まかな季節の把握はで

きたかも知れない。

　月は、西の空では柱間をいつも通る。東の空で

は、冬至の頃の日の入り後に、満月が柱付近にく

る。冬至の満月の位置と夏至の太陽の位置が似て

いるためであり、夏至の日の出と同様に、冬至の

目安として使える。しかし、通る通らないの19年

周期があるため、途中で通らなくなってしまい、

大変不便である。

　以上から、月や星は六本柱との関係はあまりみ

られない。

　六本柱は北の空の北斗七星やトゥバンの方向は

向いておらず、これらとの関連性はない。ただ、

ポラリスに比べ暗い北極星であるトゥバン（3.7

等）と、現在よりずっと天の北極に近い北斗七星

が北の空の目印になり、日周運動による形の変化

で時間経過も知ることができていたのではない

か。

おわりに

　今回、学校から近い三内丸山遺跡の六本柱につ

いて、天文学という視点から研究を行った。日の

出の方向と、柱の方向が一致するわけでもなく、

まったくずれているわけでもなく、微妙なずれ

だったために、ずいぶん議論を重ねたが、結論は

すっきりしないものになった。

　しかし、この２年間遺跡に通い続けて様々な体

験をし、縄文時代の人々の暮らしを想像しながら、

柱の意味を考えたことは貴重な経験であり、遺跡

が身近な存在になった。

　また、私たちがこの研究を進めるにあたって、

青森県教育庁文化財保護課課長岡田康博氏、文化

財保護課永嶋豊氏、文化財保護課中村美杉氏、及

び職員の方々に多大な便宜と御協力を頂いた。ま

た、当時の太陽の動きについては国立天文台の相

馬充氏に教えて頂いた。深く感謝する次第である。
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１　はじめに

　三内丸山遺跡でも漆器が発見されて、前期の円

筒土器文化圏にも漆文化が存在することが注目さ

れた。その後、平成10年度に佐藤洋一郎が実施し

た特別研究「ＤＮＡ分析によるウルシの起源」（年

報３）では、三内丸山遺跡から出土したウルシ属

の種子をＤＮＡ分析した。その結果、種はウルシ

であり、日本列島のどこかで栽培されたものとさ

れ、マスコミも大きく報道した。

　引き続き平成11年度の永嶋正春の特別研究「三

内丸山遺跡の漆文化に関する実証的研究」（年報

４）では、抽出した一点の漆液容器が、クロメ漆

の精製の後にベンガラ漆を製作した小型鉢形土器

であることを説明し、本遺跡における漆工（漆や

漆製品の製作）の在地性を証明した。合わせて櫛

の漆塗膜断層の顕微鏡観察を行ってその構造、塗

りの工程を明らかにし、赤色顔料の蛍光 X 線分

析では、すべてパイプ状でないベンガラであると

判定した。

  赤沼英男は、平成12から14年度、16年度の特別

研究として赤色顔料が塗彩された土器などを取り

上げた（年報５～７、９）。電子顕微鏡を用いて、

赤色の泥岩またはチャートと、パイプ状ベンガラ

を混和した樹脂（分析していないので漆とは断定

していない）の使用について観察・分析した。そ

して中期には塗彩の下地調整に樹脂が使用される

ようになり、中期後葉の土器片には３層の下地に

パイプ状ベンガラと珪藻が混和された樹脂層が塗

研究代表者　岡村 道雄（奈良文化財研究所名誉研究員）

Ⅳ 特別研究推進事業成果概要報告

１　共同研究
　　三内丸山など北日本縄文遺跡の漆文化

布されたものもあることを明らかにした。

  平成16年度には吉川純子が、特別研究「縄文時

代東北地方北部のウルシ利用の調査」（年報９）で、

果皮構造によりウルシ果実の同定が可能であるこ

とを突き止め、三内丸山遺跡を含む青森県内の縄

文時代前期から中期の遺物包含層から、炭化した

ウルシ属の内果皮を同定選別した。このころには

日本植生史学会では、ウルシ属６種からウルシの

花粉、ウルシ材を識別することを可能にしている

（2004 『日本植生史学会　第19回大会　講演要旨

集』）。

  続いて平成18年には特別研究（代表鈴木三男）

「青森県の縄文時代遺跡におけるウルシ植物の

存在とウルシ利用の考古植物学的解明」が行わ

れ、四柳嘉章が赤漆塗り腕輪を赤外線分光光度計

（FT-IR 法）を用いて漆製であること、電子顕微

鏡によって漆塗膜の断層を観察して厚さや層構造

を調べ、蛍光 X 線分析で赤色はベンガラに由来

することを明らかにした。  

  この間、考古学的には発掘調査を担当した三内

丸山遺跡保存活用推進室によって、概報と発掘調

査報告書で漆器について報告された。しかし、赤

漆塗り腕輪、漆入り容器、漆塗り土器については、

未分析・未報告である。

　そこで、本研究では、まず三内丸山遺跡出土の

漆関係資料の実数、種類、その実態を把握した。

そして、これまでに明らかになったウルシ種実の

様相を踏まえ、新たに漆容器やパレットを観察し
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て、集落内での漆の生産、漆作業の工程を推定し

た。また漆塗り土器などの特徴から製品の移入・

搬入についても検討した。合わせて自然科学的分

析では、漆かどうか、混ぜ物の有無と成分など、

について検討した。                

  また北海道と青森・秋田・岩手県の縄文時代に

おける漆利用の実態を、データベースを作成して

検討し、三内丸山遺跡での漆工を歴史的に位置づ

けことを目的とした。

研究組織（氏名、所属と分担項目）

鈴木三男（東北大学植物園）　

　ウルシ・出土ウルシの植物学的研究

阿部千春（函館市教育委員会生涯学習部）      

　北海道縄文時代の漆文化

小林 克 （秋田県埋蔵文化財センター）        

　秋田県縄文時代の漆文化

高田和徳（岩手県一戸町教育委員会生涯学習課）

　岩手県縄文時代の漆文化、漆文化の民俗調査

高妻洋成（奈良文化財研究所埋蔵文化財センター）

　FT-IR、蛍光 X 線などによる出土漆の分析

　なお、三内丸山遺跡出土の漆関係資料の抽出、

観察、データの整理などについては、青森県三内

丸山遺跡保存活用推進室の中村美杉・小笠原雅行・

秦光次郎などの諸氏より大きな助力を得た。

２　三内丸山遺跡の漆関係資料

（1） 種実などウルシの遺体

　沖館川に面した遺跡北部の台地北斜面の第６鉄

塔地区から前期末葉の炭化したウルシ属の種子

（内果皮）が発見され、そのうち3点がウルシと同

定された。同じく台地北西端の中期末葉の焼失し

た第683号竪穴建物からも一点のウルシ種子、第

６鉄塔地区の西側約130ｍの第30次調査区でも中

期後葉の柱穴埋土などから８点のウルシ属種子が

発見されている。また近隣の近野地区でも中期の

ウルシ種子が同定されている（県教委 2006『三

内丸山遺跡 29』、同 2008『三内丸山遺跡 33』）。

　ウルシ材も３本発見され、三内丸山集落および

その周辺の遅くとも前期末から中期全般には、ウ

ルシ林が存在したといえる。

（2） 漆の採取道具

  漆採取道具には、掻き取る石器と掻き取った漆

を貯める「カキタル」に相当する容器が、必要で

ある。第６鉄塔地区などを対象に、漆塗り土器や

漆付着土器の新資料の追加を目指すと共に、漆か

と思われる黒色物質付着の石器を探した。しかし、

漆と思われる物質が付着した新資料は、確認でき

なかった。なお、漆内蔵土器は、「カキタル」に

相当する容器である可能性もある。

（3）漆器・漆製品・漆塗り彩文土器

　第６鉄塔地区からいずれも円筒下層 a 式期の黒

地に赤漆塗り台付き皿と内外黒漆塗り鉢の一部、

北の谷から前期後半の赤漆塗り刻歯式竪櫛の棟

部、いずれも前期後半の赤漆塗り鉢の取っ手、中

期の赤漆塗り木胎容器片、樹皮を巻いて胎とした

赤漆塗り腕輪（同一個体と思われる２片）が、出

土している。他に、時期不明の漆器片１点と漆膜

数片も発見されている。

　漆塗り彩文土器は、外面に黒漆塗りが残る榎林

式（大木8b 式併行）完形土器と合計132点の破片

が抽出されている。土器型式が判定された37点の

内、31点は中期後半の大木系で終末期の大木10式

が多い。円筒系は６点と少なく、ほとんどが下層

式に属している。大木系の搬入土器に、赤と黒の

漆が塗られた土器が多かったと予想できる。

（4） 漆工関係品

  漆が入った（残った）漆液容器が３点発見され、

内２点は中期とされる。また、漆が底部に薄く付

着したパレット５点が、北の谷や南の谷などから

出土し、時期が判明しているものは中期に属す

る。
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３　自然化学分析の結果

　赤漆塗りの刻歯式竪櫛と腕輪、漆液容器（土器）

２点、漆塗りパレット（土器片）３点、漆塗り彩

文土器片２点の合計９点の資料を分析した（図

１）。FT-IR 法では、いずれも漆であることが確

認された。また蛍光 X 線分析では、赤色漆はベ

ンガラを混和していたことが判明した。

まとめ　漆工から見た三内丸山遺跡の性格

  ウルシの種子、ウルシの木は、集落の存続期間

の全般に存在し、漆製品も少量ながら存在する。

ただし、比較的多く出土している中期後半の漆塗

り彩文土器は、搬入品の可能性が高く、それらを

差し引くと集落内での漆工は低調だったのだろ

う。三内丸山遺跡は集落が大規模で、集団が階層

化され、搬入品も多いことから物流の拠点とも解

釈されている。しかし、漆工の規模、搬入品の量

などから見て、前述の解釈を補強する事実は掴め

なかった。

　三内丸山遺跡と円筒土器文化圏における漆工

　三内丸山遺跡のほか、同じく青森市内の岩渡小

谷（４）遺跡や野辺地町の向田（18）遺跡などで

は、ウルシ材、ウルシ属の種子・花粉が発見され

ている。岩渡小谷（４）遺跡、向田（18）遺跡で

は、木材としても利用されていた。これらのこと

は遅くとも前期半ばの青森平野およびその周辺に

は、集落周辺にウルシ林が育成され、材、樹液（漆）

が利用されていた。そして種子からも蝋が取られ

ていた可能性がある。

  漆を貯蔵、あるいはパレットとして使った漆液

容器は、円筒文化圏では三内丸山遺跡でしか確認

されていない。しかし、ウルシが存在し製品が発

見されている集落では漆工が行われていたと考え

られる。ただし、いずれの集落も漆塗りの鉢や浅

鉢、三内丸山遺跡で赤漆塗りの刻歯式櫛を小数製

作した程度で、北海道南部のハマナス野遺跡や新

道４遺跡の前期の盆状製品を加えても漆工は低調

だったといえる。

　なお、前期のベンガラは、在地産の赤色の泥岩

またはチャートを用いていた。
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の
ウ

ル
シ

材
の

存
在

は
わ

が
国

最
古

の
も

の
」

2
岩

渡
小

谷
(4
)

青
森

市
大

字
岩

渡
字

小
谷

　
陸

上
自

衛
隊

小
谷

演
習

場
地

内
○

○

木
製

容
器

（
台

付
皿

片
、

台
付

皿
×

1、
皿

片
×

6、
浅

鉢
×

2、
鉢

×
4、

台
付

鉢
×

2、
槽

×
2）

　
木

製
品

（
舟

形
×

1、
用

途
不

明
×

3）
　

板
目

板
×

3、
芯

持
丸

太
材

×
1、

1
号

木
組

遺
構

構
成

材
×

4

破
片

（
胴

部
）

×
1

果
皮

、
ウ

ル
シ

属
花

粉
円

筒
下

層

青
森

県
教

,20
04

,『
岩

渡
小

谷
(4
)遺

跡
Ⅱ

』
県

埋
調

報
第

37
1
集

、
岩

渡
小

谷
(2
)遺

跡
～

東
北

縦
貫

自
動

車
道

八
戸

線
（

青
森

～
青

森
）

建
設

事
業

に
伴

う
遺

跡
発

掘
調

査
報

告
～

3
四

戸
橋

(1
)

南
津

軽
郡

碇
ヶ

関
村

大
字

古
懸

字
四

戸
橋

・
字

獅
子

喰
沢

○
赤

漆
塗

り
異

形
台

付
土

器
×

1、
深

鉢
（

破
片

）
×

1、
台

付
鉢

×
1

円
筒

上
層

d
式

葛
西

励
・

高
橋

潤
,19

98
,『

四
戸

橋
遺

跡
(Ⅱ

)』
碇

ヶ
関

村
埋

調
報

2

漆
関
係
資
料
一
覧
表
２

出
土
遺
跡
・
・
・
北
海
道
60
、
青
森
県
27
、
岩
手
県
8、
秋
田
県
8　
計
10
3
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三内丸山遺跡年報－13－

№
遺

　
跡

　
名

所
　

在
　

地
時

　
　

　
　

　
　

期
漆

　
　

　
関

　
　

　
係

種
別

出
土

状
況

分 析 の 有 無

文
　

献
（

報
告

書
名

）
備

　
考

旧
石

器
縄

　
　

　
文

土
器

型
式

等
（

記
述

な
し

含
）

木
　

胎
藍

胎（
編

み
物

）
陶

胎（
土

器
）

そ
の

他
早

期
前

期
中

期
後

期
晩

期

4
二

股
(2
)

青
森

市
大

字
岩

渡
字

熊
沢

地
内

○
赤

色
ウ

ル
シ

製
品

（
木

胎
?）

×
1

ウ
ル

シ
属

炭
化

内
果

皮
×

3、
ウ

ル
シ

属
花

粉
×

1
円

筒
下

層
青

森
埋

文
,20

07
,『

二
股

(2
)遺

跡
』

県
埋

調
報

43
7

5
石

郷
遺

跡
○

丹
漆

塗
り

飾
櫛

×
1

藍
胎

漆
器

破
片

×
1

壺
×

1
石

郷
遺

跡
　（

本
文

・
実

測
図

編
）

6
細

越
遺

跡
大

洞
C1

、
C2

破
片

（
胴

部
×

3、
口

縁
部

×
8、

口
縁

部
～

底
部

×
1）

細
越

遺
跡

7
水

木
沢

遺
跡

○
破

片
×

2
水

木
沢

遺
跡

発
掘

調
査

報
告

書
　

一
般

国
道

27
9
線

道
路

改
良

工
事

に
伴

う
埋

蔵
文

化
財

発
掘

調
査

8
大

湊
近

川
遺

跡
○

大
型

壺
×

1
大

湊
近

川
遺

跡

9
宇

田
野

(2
)遺

跡
○

土
偶

（
板

状
）

×
1

宇
田

野
(2
)遺

跡
　

宇
田

野
(3
)遺

跡
　

草
薙

(3
)遺

跡
　

～
県

営
津

軽
中

部
地

区
広

域
営

農
団

地
農

道
整

備
事

業
に

伴
う

遺
跡

発
掘

調
査

報
告

～

10
垂

柳
遺

跡
○

壺
（

頸
～

胴
部

×
1、

胴
部

×
1）

垂
柳

遺
跡

・
五

輪
野

遺
跡

　
～

南
津

軽
広

域
農

道
改

良
事

業
に

伴
う

遺
跡

調
査

報
告

～

11
五

輪
野

遺
跡

○
ミ

ニ
チ

ュ
ア

土
器

類
×

1
垂

柳
遺

跡
・

五
輪

野
遺

跡
　

～
南

津
軽

広
域

農
道

改
良

事
業

に
伴

う
遺

跡
調

査
報

告
～

12
松

館
遺

跡
○

深
鉢

（
胴

部
）

×
1、

鉢
（

胴
部

）
×

1、
皿
（

底
部

）

松
館

遺
跡

　
～

県
道

鳥
谷

部
十

日
市

線
道

路
改

良
工

事
に

伴
う

遺
跡

発
掘

調
査

報
告

～

13
宮

本
(2
)遺

跡
○

破
片

（
底

部
）

宮
本

(2
)遺

跡
　

～
剣

道
青

森
五

所
川

原
線

道
路

建
設

事
業

に
伴

う
埋

蔵
文

化
財

調
査

報
告

～

14
朝

日
山

(2
)遺

跡
○

壺
×

1
漆

製
品

（
耳

飾
?）

×
1

朝
日

山
(2
)遺

跡
Ⅶ

　
～

県
道

青
森

浪
岡

線
道

路
改

良
事

業
に

伴
う

遺
跡

発
掘

調
査

報
告

～

15
宮

田
舘

遺
跡

大
木

10
式

鉢
?（

胴
部

×
1、

胴
～

底
部

×
1）

、
土

器
×

2
宮

田
舘

遺
跡

Ⅵ
　

～
青

森
県

動
物

愛
護

セ
ン

タ
ー

建
設

事
業

に
伴

う
遺

跡
発

掘
調

査
報

告
～

16
米

山
(2
)遺

跡
十

腰
内

Ⅰ
A

式
壺

（
胴

部
上

～
底

部
）

×
1

米
山

(2
)遺

跡
Ⅳ

　
～

青
森

県
新

総
合

運
動

公
園

建
設

事
業

に
伴

う
遺

跡
発

掘
調

査
報

告
～

17
蛍

沢
遺

跡
○

漆
器

（
藍

胎
?）

×
1

蛍
沢

遺
跡

　
～

青
森

市
新

団
地

造
成

計
画

に
基

づ
く

戸
山

団
地

予
定

地
内

蛍
沢

遺
跡

緊
急

発
掘

調
査

報
告

書
～

18
田

茂
木

野
遺

跡
○

壺
形

土
器

片
×

1
田

茂
木

野
遺

跡
発

掘
調

査
報

告
書

19
稲

山
遺

跡
○

壺
（

胴
部

×
1、

切
断

土
器

×
1）

稲
山

遺
跡

発
掘

調
査

報
告

書
Ⅰ

20
小

牧
野

遺
跡

○
壺

（
胴

部
×

2、
口

縁
×

1）
、

鉢
（

胴
部

）
×

1、
深

鉢
×

1、
ミ

ニ
チ

ュ
ア

土
器

×
1

小
牧

野
遺

跡
発

掘
調

査
報

告
Ⅵ

、
Ⅶ

、
Ⅷ

21
月

見
野

(1
)遺

跡
○

鉢
×

1
月

見
野

(1
)遺

跡
発

掘
調

査
報

告
書

22
丹

後
谷

地
遺

跡
○

鉢
（

胴
～

底
）

×
2

八
戸

新
都

市
区

域
内

埋
蔵

文
化

財
発

掘
調

査
報

告
書

Ⅱ
～

丹
後

谷
地

遺
跡

～
　

ほ
か

23
田

面
木

平
遺

跡
(1
)

○
深

鉢
（

口
縁

）
×

1
八

戸
新

都
市

区
域

内
埋

蔵
文

化
財

発
掘

調
査

報
告

書
Ⅴ

24
丹

後
平

遺
跡

(2
)

○
深

鉢
×

2
八

戸
新

都
市

区
域

内
埋

蔵
文

化
財

発
掘

調
査

報
告

書
Ⅶ

　
丹

後
平

遺
跡

(2
)・

丹
後

谷
地

遺
跡

(4
)・

笹
子

遺
跡

(3
)

漆
関
係
資
料
一
覧
表
３

出
土
遺
跡
・
・
・
北
海
道
60
、
青
森
県
27
、
岩
手
県
8、
秋
田
県
8　
計
10
3
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Ⅳ　特別研究推進事業成果概要報告

№
遺

　
跡

　
名

所
　

在
　

地
時

　
　

　
　

　
　

期
漆

　
　

　
関

　
　

　
係

種
別

出
土

状
況

分 析 の 有 無

文
　

献
（

報
告

書
名

）
備

　
考

旧
石

器
縄

　
　

　
文

土
器

型
式

等
（

記
述

な
し

含
）

木
　

胎
藍

胎（
編

み
物

）
陶

胎（
土

器
）

そ
の

他
早

期
前

期
中

期
後

期
晩

期

25
西

長
根

遺
跡

-
鉢

?×
1

八
戸

市
内

遺
跡

発
掘

調
査

報
告

書
7　

史
跡

根
城

跡
岡

前
館

第
32

・
33

地
点

・
田

面
木

遺
跡

第
6
次

調
査

・
松

ヶ
崎

遺
跡

第
2
次

調
査

・
坂

中
遺

跡
・

市
子

林
遺

跡
第

2次
調

査
・
牛

ヶ
沢

(4
)遺

跡
第

2次
調

査
・

西
長

根
遺

跡
・

中
道

遺
跡

26
重

地
遺

跡
○

十
腰

内
Ⅰ

式
壺

形
（

胴
部

）
×

1
重

地
遺

跡
　

宅
地

造
成

に
伴

う
発

掘
調

査
報

告

27
是

川
中

居
遺

跡
八

戸
市

是
川

○
○

大
洞

B、
B-

C、
C1

、
C2

式

腕
輪

×
4、

櫛
×

2、
耳

飾
り

×
1、

赤
漆

塗
り

耳
飾

り
×

1、
皿

×
2、

浅
鉢

×
1、

台
付

皿
×

2、
鉢

×
3、

不
明

木
製

品
×

1、
弓

×
6、

赤
漆

塗
り

木
胎

鉢
×

1

藍
胎

漆
器

×
2、

漆
塗

り
樹

皮
破

片
（

藍
胎

漆
器

）
×

1

鉢
形

土
器

（
口

縁
部

）
×

1、
浅

鉢
形

土
器

（
口

縁
～

底
部

）
×

1、
壺

形
土

器
（

胴
部

）
×

1、
壺

×
37

、
鉢

×
14

、
台

付
鉢

×
3、

浅
鉢

×
16

、
深

鉢
×

2、
皿

×
1、

遮
光

器
土

偶
×

1

円
盤

状
石

製
品

×
7、

ヤ
ス

×
1、

漆
塗

り
樹

皮
（

破
集

合
×

2、
破

片
×

60
）、

漆
貯

蔵
（

台
付

鉢
×

1、
鉢

×
2）

、
編

布
（

漆
漉

し
×

2）

捨
て

場
　

ほ
か

是
川

中
居

遺
跡

　
八

戸
市

縄
文

学
習

館
建

設
等

に
伴

う
発

掘
調

査
報

告
　

ほ
か

28
三

内
丸

山
青

森
市

三
内

字
丸

山
○

○

円
筒

下
層

a・
下

層
ｂ

・
下

層
ｃ

・
下

層
ｄ

1・
下

層
ｄ

2・
上

層
ｃ

・
上

層
ｄ

・
上

層
e・

榎
林

・
最

花
・

大
木

10
併

行
・

12
点
（

容
器

把
手

破
片

2
点
・

鉢
破

片
1
点

・
台

付
皿

破
片

1
点

・
漆

器
破

片
7
点

・
櫛

1
点

）
13

2
点

漆
液

容
器

3
点

・
顔

料
入

容
器

3
点

開
地

・
低

湿
地

包
含

層
・

遺
構

内

28
三

内
丸

山
青

森
市

三
内

字
丸

山
○

○

三 丸 年 報 5 赤 顔

三
丸

年
報

5
赤

顔
容

器
把

手
破

片

岩
　

　
手

　
　

県

1
山

井
遺

跡
岩

手
県

一
戸

町
○

○
大

洞
B1

、
C1

式
藍

胎
漆

器
×

1
浅

鉢
（

土
器

片
）

×
1、

浅
鉢

×
1、

壺
×

1、
鉢

（
土

器
片

）
×

1
屈

折
像

土
偶

×
2

遺
物

包
含

層
一

戸
町

文
化

財
調

査
報

告
書

第
37

集
　

山
井

遺
跡

2
大

日
向

Ⅱ
遺

跡
岩

手
県

軽
米

町
○

○
木

製
腕

輪
×

2
藍

胎
漆

器
×

1
浅

鉢
（

土
器

片
）

×
2、

浅
鉢

×
1、

台
付

鉢
×

1、
ミ

ニ
チ

ュ
ア

土
器

×
1

耳
飾

り
×

1
礫

層
下

部
、

腐
植

層
、

住
居

西
側

岩
手

県
文

化
振

興
事

業
団

埋
蔵

文
化

財
調

査
報

告
書

第
22

5
集

　
大

日
向

Ⅱ
遺

跡
発

掘
調

査
報

告
書

-第
2
次

～
第

5
次

調
査

-

3
萪

内
遺

跡
岩

手
県

盛
岡

市
○

-
木

皿
（

漆
器

）
×

1、
高

台
付

木
皿

×
1、

櫛
（

漆
器

）
×

6、
飾

り
弓

×
1、

弓
（

断
片

?）
×

1

石
製

品
×

3、
鉢

（
漆

器
）

×
3

岩
手

県
埋

文
セ

ン
タ

ー
文

化
財

調
査

報
告

書
　

第
32

集
　

御
所

ダ
ム

建
設

関
連

遺
跡

発
掘

調
査

報
告

書
　

盛
岡

市
　

萪
内

遺
跡

（
Ⅰ

）　
本

文
・

表
・

図
版

（
昭

和
51

年
度

、
53

～
55

年
度

発
掘

調
査

）

4
東

裏
遺

跡
岩

手
県

衣
川

村
○

大
洞

BC
～

C1
、

C1
～

A
式

甕
形

土
器

×
1、

鉢
形

土
器

×
4

土
偶

×
1

岩
手

県
文

化
財

調
査

報
告

書
第

55
集

　
東

北
縦

貫
自

動
車

道
関

係
埋

蔵
文

化
財

調
査

報
告

書
Ⅵ

（
一

関
地

区
　

東
裏

遺
跡

）

（
鉢

形
土

器
）

4
点

の
う

ち
何

点
が

該
当

す
る

か
は

記
述

し
て

い
な

い
。

5
長

倉
Ⅰ

遺
跡

岩
手

県
軽

米
町

○
○

十
腰

内
Ⅰ

・
Ⅱ

～
Ⅲ

式
、

大
洞

B2
式

深
鉢

×
1、

浅
鉢

×
1、

壺
×

2

岩
手

県
文

化
振

興
事

業
団

埋
蔵

文
化

財
調

査
報

告
書

第
33

6
集

　
長

倉
Ⅰ

遺
跡

発
掘

調
査

報
告

書
　

広
域

農
道

整
備

事
業

関
連

遺
跡

発
掘

調
査

<
第

一
分

冊
>

6
曲

田
Ⅰ

遺
跡

岩
手

県
安

代
町

○
十

腰
内

Ⅰ
式

壺
×

2

○ （
2 点 の う ち 1 点
）

岩
手

県
埋

文
セ

ン
タ

ー
文

化
財

調
査

報
告

書
第

87
集

　
曲

田
Ⅰ

遺
跡

発
掘

調
査

報
告

書
　

東
北

縦
貫

自
動

車
道

関
連

遺
跡

発
掘

調
査

分
析

し
た

1
点

に
つ

い
て（

第
2
分

冊
）

20
8
ペ

ー
ジ

　
日

本
産

漆
漠

の
特

徴
で

あ
る

吸
収

と
ほ

ぼ
一

致
す

る
の

で
、

漆
漠

と
考

え
ら

れ
る

。
水

分
を

多
量

に
含

ん
だ

状
態

で
放

置
さ

れ
、

固
結

し
た

漆
で

あ
る

こ
と

が
判

明
し

て
い

る
。

漆
関
係
資
料
一
覧
表
４

出
土
遺
跡
・
・
・
北
海
道
60
、
青
森
県
27
、
岩
手
県
8、
秋
田
県
8　
計
10
3
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№
遺

　
跡

　
名

所
　

在
　

地
時

　
　

　
　

　
　

期
漆

　
　

　
関

　
　

　
係

種
別

出
土

状
況

分 析 の 有 無

文
　

献
（

報
告

書
名

）
備

　
考

旧
石

器
縄

　
　

　
文

土
器

型
式

等
（

記
述

な
し

含
）

木
　

胎
藍

胎（
編

み
物

）
陶

胎（
土

器
）

そ
の

他
早

期
前

期
中

期
後

期
晩

期

7
大

橋
遺

跡
岩

手
県

北
上

市
○

大
洞

BC
～

C2
式

赤
色

漆
塗

竪
櫛

×
1

鉢
×

2、
台

付
鉢

×
2、

壺
×

7、
注

口
×

2

岩
手

県
文

化
振

興
事

業
団

埋
蔵

文
化

財
調

査
報

告
書

第
48

2
集

　
大

橋
遺

跡
発

掘
調

査
報

告
書

　
中

山
間

総
合

整
備

事
業

岩
間

地
区

関
連

遺
跡

発
掘

調
査

8
御

所
野

遺
跡

Ⅱ
岩

手
県

一
戸

町
○

大
木

10
式

深
鉢

×
3、

壺
×

2
耳

飾
り

×
1、

盤
状

土
製

品
×

1
一

戸
町

文
化

財
調

査
報

告
書

第
48

・
53

集
　

御
所

野
遺

跡
Ⅱ

・
Ⅲ

秋
　

　
田

　
　

県

1
大

湯
環

状
列

石
秋

田
県

鹿
角

市
○

－
漆

塗
木

製
品

×
1

小
型

深
鉢

×
1、

鉢
（

破
片

）
×

1、
鉢

×
1、

土
器

×
1

鉢
?

土
坑

内
　

ほ
か

○ （
6 点 の う ち 5 点
）

鹿
角

市
文

化
財

調
査

資
料

29
　

大
湯

環
状

列
石

周
辺

遺
跡

発
掘

調
査

報
告

書
（

1）
　

ほ
か

2
池

内
遺

跡
秋

田
県

大
館

市
○

－
高

台
付

双
耳

楕
円

形
大

皿
秋

田
県

文
化

財
調

査
報

告
書

第
28

2
集

　
池

内
遺

跡
-国

道
10

3
号

道
路

改
良

事
業

に
係

る
埋

蔵
文

化
財

調
査

報
告

書
Ⅸ

3
戸

平
川

遺
跡

秋
田

県
秋

田
市

○
大

洞
C1

式
漆

塗
櫛

×
20

、
弓

×
1

籃
胎

漆
器

×
2

鉢
×

4、
注

口
×

1、
壺

×
5、

浅
鉢

×
19

、
土

器
（

破
片

）
×

7、
台

付
×

2、
土

器
×

1
漆

塗
腕

輪
×

1
包

含
層

、
土

坑
内

○
（

63 点 の う ち 54 点
）

秋
田

県
文

化
財

調
査

報
告

書
第

29
4
集

　
戸

平
川

遺
跡

-東
北

横
断

自
動

車
道

秋
田

線
建

設
事

業
に

係
る

埋
蔵

文
化

財
発

掘
調

査
報

告
書

Ⅹ
Ⅹ

Ⅳ
-

4
鐙

田
遺

跡
秋

田
県

湯
沢

市
○

－
木

製
櫛

×
2

A
地

点
秋

田
県

文
化

財
調

査
報

告
書

第
29

集
　

鐙
田

遺
跡

発
掘

調
査

報
告

書

5
向

様
田

A
遺

跡
秋

田
県

森
吉

町
○

大
洞

BC
・

C1
式

浅
鉢

×
4、

台
付

鉢
×

1
Ⅱ

・
Ⅲ

層
秋

田
県

文
化

財
調

査
報

告
書

第
34

6
集

　
向

様
田

A
遺

跡
遺

構
篇

　
-森

吉
山

ダ
ム

建
設

事
業

に
係

る
埋

蔵
文

化
財

発
掘

調
査

報
告

書
Ⅷ

-

6
上

ノ
山

Ⅱ
遺

跡
秋

田
県

協
和

町
－

石
製

品
×

5
秋

田
県

文
化

財
調

査
報

告
書

第
16

6
集

　
東

北
横

断
自

動
車

道
秋

田
線

発
掘

調
査

報
告

書
Ⅱ

　
上

ノ
山

遺
跡

・
館

野
遺

跡
・

上
ノ

山
Ⅱ

遺
跡

7
中

山
遺

跡
秋

田
県

五
城

目
町

○
○

記
述

な
し

丸
木

弓
×

1、
漆

塗
櫛

×
1、

赤
色

漆
塗

り
釧

様
木

製
品（

断
片

）
×

1、
漆

塗
製

櫛
（

断
片

）
×

1

藍
胎

漆
器

×
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藍
胎

漆
器

（
断

片
×

2、
断

面
×

1）

壺
×

2、
注

口
×

1、
浅

鉢
×

2
石

棒
×

1、
漆

器
×

3、
赤

色
漆

塗
膜

×
1

○
（

18 点 の う ち 13 点
）

中
山

遺
跡

8
漆

下
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秋
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県
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秋

田
市

○
十

腰
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Ⅰ
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a・

Ⅰ
b・

Ⅱ
・
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・

Ⅳ
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Ⅴ
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壺
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、
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深

鉢
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鉢
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×
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鉢
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?×
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台

付
鉢
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小
型

深
鉢
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小
型

鉢
×

2、
土

器
（

破
片

）
×
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、

単
孔

×
1

Ⅰ
～

Ⅲ
層

・
Ⅵ

層
　

ほ
か

－

漆
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海
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手
県
8、
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田
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１．研究の背景および目的

　先史時代、人間にとって岩石はより身近で重要

なものであり、その加工物は生活必需品として、

あるいは装飾品として活発に利用された。当時の

人々が、石器の石材としての品質をどの程度評価

できたのか、どのようなものを装飾品として美し

いと知覚し選んだのか、本研究では、先史時代の

人間と岩石との関わりを重視するという観点に立

ち、まずその端緒として三内丸山遺跡出土の石

器・装飾品に焦点を当て、現代岩石学的手法を導

入・駆使して解析する。縄文人の知力、当時の生

活状況に関わる情報を可能な限り引き出し、その

有効性を検証することで、考古学と岩石学との新

たな境界領域分野としての岩石考古学の構築をめ

ざす。いうまでもなく、考古学において偏光顕微

鏡や電子線マイクロアナライザーは、石器や装飾

品の同定のためにしばしば用いられてきた。しか

しながら、同定からさらに一歩進めて、岩石学的

手法を駆使して，石材の構成鉱物や微細組織から

可能な限りの情報を引き出して，岩石学の立場か

ら厳密に論じた研究は，これまでにほとんどない

と思われる。

　本研究の主眼は、三内丸山遺跡から出土された

石器、装飾品全般を研究対象に、岩石学の主要な

解析手法である偏光顕微鏡観察や電子線マイクロ

アナライザーによる組織解析、鉱物解析、微小領

域Ｘ線回折装置による構成鉱物結晶の構造解析な

どの岩石学の研究手法を用いて、石材の品質を解

析・評価し、先史時代の人と岩石との関わり合い

をよりよく理解することにある。同時に構成鉱物

の組織から岩石の成因情報をよみとり、岩石学的

に信頼性の高い三内丸山遺跡石材に関するデー

前川　寛和1）・大塚　和義2）・請関　秀彦1）

　岩石考古学の構築：岩石学の手法を用いた縄文石器の解析

1）大阪府立大学大学院理学系研究科
2）大阪学院大学国際学部　　　　　

ターベースを構築する。得られたデーターベース

に基づき、個々の岩石種の石器および装飾品の石

材としての特性の解析を行い、産地特定、流通範

囲等の解明のために活用する。縄文文化研究の創

造拠点といえる三内丸山遺跡において現代岩石学

の解析手法を考古学に積極的に導入し、考古学と

岩石学との境界領域としての「岩石考古学」を構

築するための糸口としたい。

２．試料および分析方法

　本研究では、一昨年に開始した三内丸山遺跡出

土の緑色磨製石斧５試料の解析（前川 , 2007）に

加え、新たに頁岩、流紋岩、安山岩等を原岩とす

る石棒、敲磨器類、石皿・台石類、剥片等の石器

178試料を対象とした（第１表）。また、比較のた

めに青森市荒川河岸の円礫14試料を採取した。こ

のうち石器 150試料、円礫14試料の薄片を作成し、

岩石種、構成鉱物について調べた。構成鉱物は偏

光顕微鏡を用いて同定し、必要に応じて、電子線

マイクロアナライザー（EPMA:JEOL 走査型電子

顕微鏡 JSM-840A にオックスフォード社製エネ

ルギー分散型分析装置 ISIS200I を装着）、二次元

湾曲 IP（イメージング・プレート）X 線回折装置

（リガク IP-XRD）を用いた。IP-XRD は非破壊で、

径10-30μの任意の領域のデータを取ることがで

きる。

３．岩石学的解析

　本研究の主要な目的は、①石器類の詳細な岩石

学的解析を行うこと、②岩石学的記載に基づき

データーベースを構築すること、にある。データー

ベース自体は、膨大な量になるので別に報告する
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第１表　三内丸山遺跡出土の石器試料。珪頁：珪質頁岩、玉：玉髄、玉珪：玉髄質珪質頁岩、
流：流紋岩，安：安山岩、凝：凝灰岩、珪凝：珪質凝灰岩、鉄：赤鉄鉱頁岩。



― 49 ―

Ⅳ　特別研究推進事業成果概要報告

 　　　　　　第１表　続き。

Ｈ16
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第１表　続き。
こととし、ここでは、記載の重要な鍵となる岩石

学的解析の具体例を挙げる。

　第１表の薄片鑑定の欄には、薄片を作成し、偏

光顕微鏡により岩石組織、鉱物種に基づいて決定

した岩石名を記している。石器試料の多くを占め

る旧石質の’珪質頁岩’については、偏光顕微鏡

による観察で、頁岩としての組織を識別すること

は困難であり、’珪質泥岩’と呼ぶほうが適切だ

と思われるが、ここでは、頁岩としての組織を

持っているかどうかは問わず、従来の名称を尊重

し、珪質頁岩と呼ぶことにする。第１表、『旧石質』

と『薄片鑑定』の項に示すように、肉眼鑑定と偏

光顕微鏡観察によってつけられた岩石名は大変良

い一致を示し、このことは肉眼による岩種の識別

の信頼性の高さを保証している。唯一、凝灰岩の

同定結果が、両者で食い違う傾向が認められる。

不透明鉱物を多く含む凝灰岩は黒色を呈し、肉眼

では珪質頁岩との区別が難しい。また、凝灰岩と

されていたものの２試料を流紋岩としたが、その

根拠は自形結晶の形状に欠損がなく斑晶の可能性

が高いこと、基質部が均質で、火山岩特有の石基

と判断されることから決定した。以下、個々の岩

石種について、その特徴について述べる。

（１）珪質頁岩・チャート

　剥離性の良い泥質岩を頁岩、剥離性に乏しいも

のを一般に泥岩と呼んで区別するが、実際には混

同して用いられることが少なくない。剥離性の有



― 51 ―

Ⅳ　特別研究推進事業成果概要報告

無を石器から判断することは、しばしば困難であ

るため、冒頭でも述べたように、これまでの慣習

に従い、本報告では剥離性の有無にかかわらず頁

岩と呼ぶことにする。珪質頁岩は、その硬さと剥

利性を持つことによる加工のしやすさから、鋭利

な石鏃、石槍、石錐、石匙などのスクレイパー類

や敲磨器類として使用され、様々な石器の石材と

して使用されている。

　珪質頁岩は石英粒を主体とする。細粒のため偏

光顕微鏡では識別できない試料でも、EPMA を

用いて調べると、ほとんど常に極細粒～隠微晶質

石英が主体を占めていることがわかり、石器石材

として SiO2成分に富む珪質の泥質岩が選択的に

用いられたことが伺える。珪質頁岩は黒色を呈す

るものが最も多く、赤～赤褐色、灰色～茶褐色の

ものも少なくない（第１図）。赤～赤褐色の石器

は、鉄成分に富み、褐鉄鉱、赤鉄鉱などの酸化鉄、

水酸化鉄鉱物が多量に含まれる。風化により表面

が茶色～灰色に変色しているものがあり、中には

風化による変質が内部にまで及び、本来の色が識

別できない場合もある。珪質頁岩は主に石英、炭

質物、粘土鉱物からなり、斜長石、褐鉄鉱、鉄酸

化物、方解石を含むことがある。放散虫等の化石

がごく普通に含まれている（第２図）。また、正

六面体の微小黄鉄鉱結晶の集合体からなる径3-15

μ m のフランボイダル黄鉄鉱がしばしば認めら

第２図　珪質頁岩（試料番号：107113）。左図は、同一試料の裏面と表面の全体写真。右図
は偏光顕微鏡写真。上は平行ポーラ、下は直交ポーラによる。極細粒の石英粒と茶褐色の粘
土鉱物で構成されている。顕微鏡写真左には放散虫化石（矢印）が認められる。

第１図　珪質頁岩の石器類。個々の右上の数字は試料整理番号を示す。
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第３図　珪質頁岩中のフランボイダル黄鉄鉱（矢印）（試料番号：105580）。
左は偏光顕微鏡写真（上：平行ポーラ、下：直交ポーラ）、右は反射電子像。
右下は、右上矢印の部分のクローズアップ。

第４図　チャートと偏光顕微鏡写真。試料番号　上段：105553、下段：105600。それぞれの中央
は平行ポーラ、右は直交ポーラ。下段の顕微鏡写真の右下半分は、空隙を埋めるカルセドニー。

れる（第３図）。一般に海洋性堆積物より見いだ

されるフランボイダル黄鉄鉱は、硫黄酸化細菌や

硫酸還元細菌などにより生成され、海洋環境下で

の酸化還元状態を解明する上での良い指標となる

と考えられており（Wilkin et al., 1996）、より正

確な産地を特定するために有効な指標となる可能

性がある。

　チャートは、黒色、乳白色、茶～赤褐色を呈

し、細粒石英を主体とする。部分的に、スフェル

リティック組織をなし針状結晶の石英と微量のオ

パールの集合体からなるカルセドニー（玉髄）を

含むことがある（第４図）。

（２）安山岩

　安山岩を原岩とする石器類20試料について調べ

た（第５図）。安山岩は、常に斑状組織をもち、

斑晶は斜長石、単斜輝石、斜方輝石、角閃石から

なり、石基は斜長石、単斜輝石、斜方輝石、火山

ガラス等からなる（第６図）。これらに、カンラ

ン石、磁鉄鉱、石英が加わることがあるが、カン

20 μm

10 μm50 μm

105553

105600

0.2 mm

1 mm
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第６図　安山岩の偏光顕微鏡写真（試料整理番号31030）。上段は平行ポーラ、下段は直交ポー
ラ。斜長石斑晶と石基が斑状組織をなす。石基は、斜長石、磁鉄鉱、単斜輝石の細粒結晶で
構成されている。磁鉄鉱の褐鉄鉱化により、試料全体が赤みを帯びている。石基は、特徴的
に、斜長石が流理方向に配列するトラキティック組織をもつ。

第７図　安山岩の偏光顕微鏡写真．三内丸山遺跡出土の石器試料＃69883（A～ C）と青森市
荒川上流の円礫試料080908-5（D～ F）．両試料は，①斑状組織をなし（A, D），②斜長石に
は蜂の巣状構造が発達し（B, E），③斜方輝石は周縁部に単斜輝石を伴う（C, F），という類似
点をもつ．Pl: 斜長石，Opx: 斜方輝石，Cpx: 単斜輝石，Mag: 磁鉄鉱．平行ポーラ．

第５図　安山岩を用いた石器類。
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第８図　マグマ混合を示す安山岩中の輝石斑晶（反射電子像：試料番号 69883）。　斜方輝
石の周囲に明るい輝度の単斜輝石が生じている。Opx: 斜方輝石、Cpx: 単斜輝石、Mt: 磁鉄鉱。

ラン石は仮像のみ認められ、常に変質鉱物によっ

て置換されている。変質の程度は様々で、程度に

応じて緑泥石、粘土鉱物、チタナイト、方解石な

どが生じている。今回調べた安山岩試料では、全

てのものに蜂の巣状構造をもつ斜長石斑晶や単斜

輝石を縁にもつ斜方輝石斑晶が認められた（第７

図、第８図）。両者は周囲が融食を受け、丸みを

帯びたり不規則な外形を取ることが多い。このよ

うな特徴は、これら斑晶が形成後に異なる温度、

圧力状態などの非平衡な状態におかれたことを示

しており、２種類の異なる温度、化学組成、鉱物

組成のマグマの混合で説明することができる。通

常、安山岩は非平衡な要素が全く見られない N

タイプと非平衡な要素をもつ R タイプに分けら

れるが（久城他 , 1989）、今回研究対象とした安

山岩は、すべて R タイプに分類される。比較の

ために青森市内を流れる荒川上流で採取した円礫

のうち、６個が安山岩であった。これら安山岩は

石器石材の安山岩に大変よく似ており、石器と同

様のマグマ混合の特徴をもつ（第７図）。これら

石器が近隣地域から調達された可能性は極めて高

いといえる。マグマ混合は、比較的新しい概念で、

今から30年前には、マグマ混合を受け入れる火山

学者は希有に等しかった。Sakuyama（1979）が

我が国で初めてマグマ混合の可能性を指摘して以

降、柵山らのグループの一連の研究により、火成

岩成因論の主要なメカニズムの１つとして世界的

に広く受け入れられるようになった。日本列島に

産する安山岩は、記載岩石学的特徴において実に

多様である。岩石学からみいだされた安山岩の新

しい識別基準が、石器の給源特定に有効であると

したら大変興味深いことである。

（３）流紋岩

　流紋岩は７試料得られた。黒色、灰白色、褐色

を呈する（第９図）。流紋岩マグマが地表に流れ

出し急冷、固化した際に生じた冷却節理面で囲ま

れた柱状の形状をもつ角棒や、それが二次的に円

摩されたものが、石棒素材として利用されてい

る。石英や斜長石の斑晶を有し、石基は脱ガラス

化して、細粒の石英、斜長石、カリ長石が生じて

いる。石英は、高温型石英が低温型石英に相転移

したもので、高温型石英に特徴的な四角形の自形

をなすものが多い。石基には、第10図にみられる

ような球状のスフェルライトが含まれていること

がある。珪長質マグマが冷却してガラス化した

後、まだ高温状態にあるときに脱ガラス化作用を

受けて結晶化したものと考えられる。第11図に、

IP-XRD による流紋岩の脱ガラス化した石基の解

析例を挙げる。IP-XRD 分析では、岩石薄片を試

料台に載せ CCD カメラで測定箇所を選定し、径

30μのコリメータを用いた。分析の結果、流紋岩

の脱ガラス化した石基は、共通して石英、カリ長

石、斜長石で構成されていることがわかった（第

500 μm 100 μm
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第10図　流紋岩の偏光顕微鏡写真（試料番号 74557）。上：平行ポーラ、下：直交ポーラ。
右側は石基のクローズアップ。左側の無色斑晶は石英、左右両側の写真で、丸いスフェルラ
イトが認められる。

第11図　流紋岩の脱ガラス化した石基の XRD による測定結果（試料番号 74557）。管電圧
40kv、 管電流40mA、 照射時間300sec、 コリメーターφ0.3㎜、 ω軸20°、φ軸0°で測定。Qtz:石英、
Pl: 斜長石、 Or: カリ長石。

第９図　流紋岩を用いた石器類。

74828

74516

74557

71960

74826

32042

0.5 mm 0.1 mm

C
P

S

300

350

250

200

150

100

  50

10 20 30 40 50 60 70 80
    0

Qtz

Qtz
Qtz

Qtz

Qtz

Qtz

Qtz

Qtz

Qtz
QtzQtz

Qtz Qtz

Qtz

Qtz

Qtz

Qtz

QtzQtz

Qtz

Pl Pl

Pl

Pl

Pl

Or

OrOr

Or

Or

Or
OrOr

Or

Or
Or

Or Or

2 (deg)



― 56 ―

三内丸山遺跡年報－13－

11図）。IP-XRD 分析に要する時間は１試料８～

10分であるので、多数の試料を一度に分析するこ

とができる。構成鉱物の基礎的な情報を収集した

後では、効率よく成果を出すことができ、比較的

小さな試料であれば非破壊分析が可能なことも大

きな利点といえる。

（４）緑色磨製石斧

　青森県三内丸山遺跡から出土した緑色磨製石斧

の岩石学的解析結果については前川（2007）で報

告した。ここではその概要を紹介する。詳細は前

川（2007）を参照されたい。

　変成岩研究者が、緑色磨製石斧を初めて手に

し、薄片を作るために加工しようとしたとき、そ

の予想外の硬さと粘りに誰しも驚かされるに違い

ない。我が国に産する同様の緑色岩は玄武岩質で

SiO2量が50％前後、石英を含むことは稀である。

ところが、緑色磨製石斧は安山岩質で予想外に高

い SiO2 量（55 ～ 63 wt.％）をもち、石英や長石

の細粒結晶に富み、不定方向にのびたアクチノ閃

石の針状結晶を多数含むというきわめて特異な岩

石組織をもつ（第12図）。基質を占める石英、長

石は偏光顕微鏡では同定できないほど細粒である

が、反射電子像によってその産状を知ることがで

きる。基質が硬度の高い石英や長石を多く含むこ

とで石材自体が高い硬度を得ており、一方で、再

結晶したアクチノ閃石の針状結晶が、不定方向に

伸びて、粘り強さを稼いでいると考えることがで

きる。不定方向を向いたアクチノ閃石がつくりだ

すこの組織は、緑色磨製石斧がもつ岩石学的特徴

の中でも最も顕著なものといえ、石材の原産地を

特定するためにきわめて有用である。三内丸山遺

跡から出土した緑色磨製石斧の原産地が北海道沙

流郡沙流川支流額平川の上流域であるという指摘

がなされてきたが（合地、2004、2006、斉藤他、

2006）、本研究で、額平川上流域の緑色岩が磨製

石器と同様のアクチノ閃石が不定方向に伸びた特

徴的な組織をもつことが確認できた（第12図）。

この組織が多くの緑色岩の中でも非常に珍しいこ

とを考え合わせると、石斧が額平産である可能性

は非常に高くなったといえる（前川 , 2007）。こ

れまで、緑色磨製石斧に用いられた石材は変成岩

の一種である“緑泥片岩”であるとされてきたが、

実際には緑泥石の量は少なく、また片岩を特徴づ

ける片理は全く認められない。緑泥石はもろくて

柔らかい鉱物である。また、鉱物が一定の面方向

に成長して片理が形成されると、岩石は片理面に

沿ってはがれやすくもろくなる。したがって、緑

泥石が特に多いわけでもなく片理も全く発達して

いない石材に対して、 “緑泥片岩”という岩石名

第12図　緑色磨製石斧の互いに直交する３方向の切断面の偏光顕微鏡写真．直交ポーラ．

第５図　試料３の互いに直交する３方向の切断面の偏光顕微鏡写真．直交ポーラ．
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を用いるのは、石材の特性を無視しているといえ、

誠に理解しがたいことである。正しくは“緑色岩

（greenstone）”と呼ぶべきである。考古学では、

三内丸山遺跡の磨製石斧に限らず、緑色を呈する

石器石材の岩石名として“緑泥片岩”がしばしば

使われているようである。インターネットで検索

すると、日本各地の遺跡で緑泥片岩が記載されて

いることがわかる。緑泥片岩のように緑泥石に富

む岩石は、Ca や Si に乏しい特徴をもつ。そのた

め緑泥片岩は、蛇紋岩やピクライト質の火成岩が

交代作用を受けるなどの特殊な条件でのみ形成さ

れる。すなわち、緑泥片岩は、特殊な岩石が特別

な過程を経て形成されたごく稀な岩種であるとい

える。考古学上、緑泥片岩とされている石器の中

には、緑色岩、緑色片岩、角閃岩など多種の火成

岩ないしは火砕岩起源の変成岩石材が含まれてい

る可能性が高い。緑泥片岩として一括されている

石器には、三内丸山遺跡の緑色磨製石斧の例でも

みられるように、その特性や原産地等に関する多

くの岩石情報が隠されているに違いなく、岩石の

組織情報を組み込んだ、総合的な岩石学的解析が、

今後の石器研究において重要であると思われる。

（５）ピクライト

　試料番号81626は磨製石斧の破片で、カンラン

石、単斜輝石、角閃石、磁鉄鉱、粘土鉱物よりなる。

カンラン石が全体積の80％程度を占めている（第

13図）。偏光顕微鏡下では、カンラン石とカンラ

ン石の間に粘土化した淡褐色部が認められる。こ

の褐色部は、短冊状および不定形を無し、斜長石

の仮像もしくは石基に当たると考えられる。ピク

ライトは、マントルかんらん岩が部分溶融してで

きる初生マグマに近い組成をもつことで特徴づけ

られる特異な火成岩で、非常にまれにしか産出し

ない。北日本では、北海道渡島（山元他 , 1977）、

美瑛地域（Maekawa, 1986）、空知層群（新井田・

紀藤 , 1999）、下北半島（滝本 , 1986）等からの報

告がある。試料81626は、無色針状の角閃石を含

むなど特有の特徴をもつので、精査することで産

地を特定できる可能性が高い。

４．おわりに

　本研究では、石器石材から読み取れる岩石学的

特徴を、代表的な岩種に分けて、取り扱った。

　珪質頁岩は、EPMA 分析により、ほとんど例

外なく基質部が細粒～隠微晶質石英で埋められて

いることが確認された。放散虫化石をはじめとす

る微化石のほかに、海洋環境下において硫黄酸化

細菌や硫酸還元細菌などにより生成されるとされ

るフランボイダル組織をもつ黄鉄鉱も普遍的に産

第13図　ピクライトの磨製石斧片と偏光顕微鏡写真（上段：平行ポーラ、下段：直交ポーラ）。
Ol：かんらん石。
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することが確認された。これらの特徴は、珪質頁

岩のより高精度での産地特定に威力を発揮する可

能性がある。

　安山岩と流紋岩は、三内丸山遺跡から出土する

石器類の主要な構成岩種である。これは遺跡周囲

に豊富に産することによる。安山岩は、マグマ混

合を経験した R タイプの安山岩である。青森市

荒川上流から採取した安山岩の円礫の全てが、大

変よく似た R タイプの安山岩であり、遺跡近隣

が給源である可能性が高い。マグマ混合の有無も、

安山岩石器の給源特定の鍵になる可能性がある。

流紋岩は、高温型石英斑晶と脱ガラス化した石基

を特徴とする。脱ガラス化を逃れた黒曜石との空

間的・時間的関係を精査する必要がある。

　緑色磨製石斧の顕著な特徴の１つは、安山岩質

で SiO2量が高いことである。これは我が国の多

くの緑色岩が、玄武岩質であることとの大きな違

いで、このことにより良質の石斧としての硬さを

稼いでいる。もう一つの特徴はその鉱物組織にあ

る。針状のアクチノ閃石が不定方向に突き刺さり。

粘り強さを稼いでいると考えられる。産地が限定

されており（合地、2004、2006: 前川、2007）、安

山岩や流紋岩に比べ入手は遙かに困難だったと想

像されるが、光沢を持つ緑色の美しさから、珍重

されたに違いない。

　IP-XRD を流紋岩石器の基質の構成鉱物の同定

に試験的に用いた。結果はきわめて良好で、非破

壊かつ短時間で測定可能なため、今後、利用範囲

を拡大していく予定である。
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　本論に対しての補足　

　　　　　　　　　　　　　　大塚　和義

　本論においては研究の目的を述べ、その資料分

析は岩石学の最新の解析手法を用いてその有効性

を詳細に述べてきた。しかし考古学的視点からの

論述が簡略なので、若干の補足をしておきたい。

人類が日常的生活活動の場で石材を加工した道具

である石器をいつ、いかなる状況のもとで製作使

用したのかという点の解明作業は考古学を中心に

進められてきた。その結果、アフリカのオルドヴ

ァイ渓谷で発見されたアウストラロピテクスに代

表される猿人類が、はるか250万年前ごろには直

立歩行のみならず意識的に火山岩質の石材を打ち

欠いて鋭利な刃物や破砕具として用いていたこと

が明らかになっている。直立歩行そのものはおよ

そ450万年以前の猿人によって開始されたと化石

人類学者は推定している。しかし文化内容を知る

遺物である石器はもとより化石そのものも未発見

という空白の状況にある。

　人類の意図的な石材選択は、すでにアウストラ

ロピテクス類の時代からなされており、しかも、

石材加工に一定の法則性すら認めてよいようであ

る。その後に続き、ハンドアックスのみごとに整

った造形と機能をもつ石器が出現することは周知

のことである。ひとつの画期は、ホモサピエンス

の登場によって石材加工技術とこれに相応した石

材選択がアフリカの地のみならずユーラシア大陸

にも拡散し、多様な石器の種類と石材の特性に応

じた加工技術の開発が行なわれたことである。

　日本列島における文化をもった生物としての人

類の存在は、およそ3万年以前に遡る。この時期

には確実に石材を選択し意図的に打ち欠くとい

う、一定の法則性をもった石器製作技術が存在し

ている。しかも石器は、目的に応じて多種類に変

化し、獣の捕獲、解体、調理、皮剥ぎなど、多様

な作業を容易にし、生活文化の内容を豊かにする

方向へと進んできたことはすでに明らかなところ

である。

　旧石器時代の後期における日本列島には、石材

をきわめて法則的に打ち欠く優れた技術がいくつ

か考案される。その代表的なもののひとつが石刃

技法である。各地で黒曜石や頁岩などの礫から石

刃を数多く剥離して、そのまま鋭利な刃物に用い

たり、再加工して石槍や掻器などを製作するとい

う技術革新の道を歩んできた。

　ちなみに日本列島では未発見であるが、同時期

のユーラシア大陸、わけてもシベリアのバイカル

湖畔近くのマリタ遺跡などからはマンモスの牙な

どを石器によって彫り上げた女性像も出土してい

る。また、日本では後期旧石器時代の終末期近く

になると軟玉等を加工したビーズの装飾品が製作

されており、北海道のピリカ遺跡などから出土し

ている。

　人類と石材との関係をみると、人類は多様な石

材をそれぞれの用途に使い分け、しかもそこに色

調や粘性などきわめて的確に見分ける技術をも

ち、それが幾世代にもわたって伝承されたことが

明らかである。さらにまた、優れた特性をもつ石

材を見つけ出すと数百キロあるいは1000キロを超

える距離に存在するものを入手する方法、おそら

く交易という手段とネットワークを構築した。

　日本列島においても、交易の存在は明白であ

る。たとえば黒曜石製の石器を例にとれば、北海

道の大雪山系周辺の原石産地からは通称十勝石と

よばれる黒と赤褐色が斑状になった特色ある黒曜

石を加工した石器や石片が、津軽海峡を越えて旧

石器時代のみならず縄文時代にはより濃密に、三

内丸山遺跡や東北地方北部の数多くの遺跡から出

土しており、原石や半製品が少なからず搬入され

ていることが明らかなことは、すでに本論で指摘

したことである。これが交易ネットワークによる

ものか、それとも直接各地の縄文人が原石産地に

赴いたものか、いくつかの入手手段が考えられる
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が、恐らく前者の交易によるものが主体であった

ろう。また、興味深いことは、三内丸山遺跡に存

在する黒曜石は、北海道産のみならず、本州産の

ものも産地を異にしたものが出土しており、原石

地を異にする多種類の黒曜石の存在は、どのよう

な要因によるものであろうか。三内丸山遺跡の石

鏃に例をとれば、同じ黒曜石製であっても透明な

ガラス質に近いもの、不透明な黒色のもの、さら

に混入物や気泡が入り込んだものまで多種類の黒

曜石が使われている。ここには獲物を射るという

機能的な違いはほとんどなく、色彩的な好みによ

る選択や石質や色調による価値の違いが存在した

可能性も考えられる。

　これと同様に石斧素材は、原石地が近隣産と推

定されるものや遠く北海道の沙流川上流の額平川

に産する通称アオトラ石とよばれる緑色岩はすで

に述べられているように特異な組成をもつ石質で

あるがきわめて産地が限定されている。この石斧

は、折れにくく切れ味もよいということがアイヌ

の古老に伝えられてきたことも明らかである（沙

流川流域二風谷コタン・萱野茂氏の談話と映像記

録による）。

　一定の地域集団にみられる石器製作技術は、専

門の熟練した技術者がひとり存在したのではな

く、成人した人間として生きていくための条件と

して石器製作技術の習得が不可欠であったとみら

れる。また、この製作には狩猟具や樹木の伐採具

などが主体をなすことや、岩石の露頭からの採掘・

運搬などの労力からみて、男性が主体的に関わる

労働分野であったであろう。

　石器に作り出す加工技術の詳細な研究調査を現

在よりも進展させ、人間と岩石との関わりを体系

的に解明するためには岩石考古学の確立を切実に

思う次第である。石材の選択、加工技術、使用方

法など次世代への技術継承はどのように行なわれ

たのかも、この分野が貢献するであろう。また、

石槍や石鏃などには機能を超えた造形美の追求や

色調の美しさなど価値観も製品に込められてい

る。その一方、機能だけを満たせばよしとする粗

製の製品が大量に作られる現象も顕著である。埋

葬用のミニチュアも出土する。これらから人間の

精神世界の一端も捉えられるなど、感性の領域に

もアプローチできるであろう。言うまでもなく、

縄文時代の人たちに魅力的な石材の代表はヒスイ

であり、最上の美しさをもつという同一の価値観

に貫かれていたという事実がある。このようなあ

り方も岩石考古学という視点で捉え直すことが課

題となる。

　本報告では縄文時代の前期から中期にかけての

三内丸山遺跡において存在する石器および石材を

中心に、当時の石材選択や加工技術のあり方そし

て交易を軸とした流通ルート等の解明を時系列的

に、また石器の器種ごとに機能も含めて詳細に検

討していく手段が確立されたことの報告が主論文

となっており、生活の道具としての記述が不足し

ていたので若干の加筆を行なった次第である。こ

れまで述べてきた人間の生活にとって岩石がいか

なる役割を果たしてきたか、その発展の道程を三

内丸山遺跡を成立させた環境条件などを含めて岩

石考古学という新しい視点での方法論を構築して

いく必要性を強調したい。



― 61 ―

Ⅳ　特別研究推進事業成果概要報告

１．研究の目的

　円筒土器文化圏には、半円状扁平打製石器・抉

入扁平打製石器・抉入扁平磨製石器（以下扁平石

器）を伴う独特な技術が存在している。扁平石器

とは、板状の素材周辺および表面を剥離・研磨に

よって、半円状・長三角形に整え、一部に長軸端

部に抉りを入れた石器である。このうち、本研究

では、出土量の多く製作技術上共通点の多い半円

状扁平打製石器・抉入扁平打製石器を中心に取り

上げる。この石器は、長軸に沿った直線部に刃部

を作り出し、その刃部をつぶすような平坦面が認

められるのが特徴である。本研究では、本石器の

使用痕分析と他の関連する石器との比較を行うこ

とによって、扁平石器の機能 ･ 用途を明らかにす

る。また同時に、円筒土器文化圏の食料加工の実

態を解明することを目的とする。

　具体的には扁平石器の機能・用途に関する諸説

として、①鎌・鉈など刃物説、②石器製作用の擦

切具説、③骨角器の擦切具説、④動物肉・魚介類

の敲打具説、⑤樹皮・獣皮のなめし具説、⑥堅果

類・根茎類の敲打具説、⑦堅果類の製粉具説、⑧

繊維の加工具説、が挙げられている。本研究では

以上の説をふまえ、どの説の妥当性が高いのかを

判断していくことにした。

２．研究の方法

　本研究では、まず類似機能をもつ磨石類の形態

分類を行い、各形態間の組成の時間的推移から扁

平石器の磨石類全体における位置づけを行う。次

に、扁平石器の機能・用途を明らかにするために、

以下の３段階の手順で検討を行った。

上條　信彦（弘前大学人文学部講師） 

２　個人研究
　　「円筒土器文化圏における食料加工技術の研究
　　―礫石器の使用痕分析および残存デンプン分析を中心に―」

①　実地調査による出土資料の使用痕観察

　資料的に恵まれる三内丸山遺跡の石皿 ･ 磨石類

を対象に使用痕観察を行い、各形態間の使用痕の

違いを明らかにする。観察は、使用痕分析で一般

的に用いられている実体顕微鏡による倍率30倍前

後の観察と金属顕微鏡による倍率200倍前後の観

察を併用する。

a．低倍率法：低倍率（10倍～ 30倍）の範囲での

実体顕微鏡を用いた観察

　この方法で観察される使用痕の種類は、磨耗痕・

敲打痕・線状痕・微小剥離痕・付着物が挙げられ

る。それぞれは対象物の硬さや状況によって異な

ることが確かめられている。また線状痕は、道具

を使った際の運動方向を示し、道具の使い方を想

定することが可能である。

b．高倍率法：高倍率（200倍前後）の範囲での

金属顕微鏡を用いた観察

　この方法で観察される使用痕の種類は、磨耗・

光沢および線状痕である。特にこの方法で注目さ

れる点は、イネ科植物の加工、堅果類加工の殻割

り、堅果類の製粉、獣皮の加工、それぞれで異なる

光沢ができることが確かめられている点である。

　観察は、三内丸山遺跡住居跡内出土431点・第

６鉄塔地区出土278点、近野遺跡谷地区出土85点

について、まず低倍率法での観察を行い、破損や

風化の程度の少ない典型的な使用痕の観察可能な

ものについて、高倍率での観察を試みた。観察

は、低倍率法（実体顕微鏡観察　倍率10 ～ 30倍：

CANON EOSD20にマクロアダプターを装着）と

高倍率法（金属顕微鏡観察　倍率150 ～ 300倍：

Moritex SOD-II を携帯用に改良）を用いた。結

果的に高倍率法は三内丸山遺跡39点、近野遺跡14



― 62 ―

三内丸山遺跡年報－13－

点行った。なお扁平石器や北海道式石冠・石鹸形

については、観察数を補うために、盛土地点の資

料も観察を行い、同様の結果を得ている。本論で

は、代表的な事例を挙げた。

②　使用実験による使用痕データの集積

　使用痕の種類や形状は、対象物や使用法だけで

なく、用いられた石材や時間的な使用痕の累積に

よって多岐にわたることが確かめられている。そ

こで①で推測される機能・用途をより詳細に検討

するために、加工実験を通じて、使用痕の特徴を

明らかにし、①の結果との比較を行った。

③　残存デンプン粒分析の実施と形態間における

相違の把握

　デンプン粒は、偏光顕微鏡を用いた際、開放

ポーラにおける外形の形状や大きさ、内部文様、

直交ポーラにおける十字消光の位置などによって

植物の種類の範囲が限定される。したがって、石

器付着物から加工対象物の種類の特定が可能とな

る。特にこの分析は、残存しにくい根茎類などの

対象物の特定で有効性を発揮する。なお、三内丸

山遺跡でも残存デンプン粒が残存することが確か

められている（渋谷2008）。扁平石器を中心に付

着土壌の採取を行い、残存デンプン分析を試みた。

本研究では、過去の残存デンプン資料との比較を

行い扁平石器で検出されるデンプンの特徴を明ら

かにする。資料の時間的属性がある程度限定され

る住居跡内および第６鉄塔地点包含層出土資料68

点87サンプルを対象とした。なお、これまでの

データとの比較を行なうため、分析方法は渋谷研

究と同じ方法を用いた。試料は、マイクロピペッ

トを用いて石器の表面から点的に採取する方法

（Fullagar 2006）で採取した。この方法は、観察

時の遺物への影響は少なく最も簡便である。偏光

顕微鏡（Olympus　BX50-P　倍率200 ～ 800倍）

で観察した。同定に関しては、今回検出デンプン

粒個々を判断せず、同定に有効な計測値・形状・

消光位置を基準に分類を行うことによって、磨石

類の形態間に差異があるかどうかを把握すること

に重点を置いた。

３．分析結果

①　組成比の変化からみた扁平石器の位置づけ

　扁平石器は、円筒土器の分布する時期に展開す

る石器である。円筒下層 a 期に出現し、円筒上

層 e 期には急減し、後期前葉にはほとんど認めら

れなくなる。石器組成中における扁平石器の比率

の変遷については、斎藤2002にまとめられてい

る。それによると、上尾駮（1）遺跡の前期末 C 地

区住居址内で扁平石器が35%をしめる。また、三

内丸山遺跡第６鉄塔地点の層位的組成分析（斎藤

2003）では、扁平石器が円筒下層 a 式期から円

筒下層 d 式にかけて増加する傾向がうかがえる。

また組成中で、扁平石器の増加とほぼ同じ傾向を

示すのは、敲・磨・凹石である。一方、扁平石器

や敲・磨・凹石の増加に伴って減少する石器とし

ては、石錐・スクレイパー類が挙げられる。石鏃

や石槍は、扁平石器が減少に転じる中期以降増加

する。また、石錘のほとんどない遺跡でも多く認

められ、扁平石器の分布が海岸部に偏る傾向も認

められない。したがって、狩猟具・漁労具との関

わりは、組成上ではうかがえない。

　次に、組成上の変遷で同じ傾向がうかがえた敲・

磨・凹石と、扁平石器との関係性より詳しく検討

した。そのために敲・磨・凹石の形態分類を行い

（図１）、その組成比の変遷を検討した。分類は、

上條2007をもとに、礫の形状や整形の有無、使用

痕の種類と観察部位を基準に12区分した。そのう

ち、使用痕と観察部位が共通するものを、3つの

系列に区分している。なお、礫端部に敲打痕・剥

落が認められるものは、石材加工用のハンマーと

判断して、本分析には含めていない。本分類に基

づき三内丸山遺跡および前後する時期に該当する
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図 2　組成の変遷

磨＋磨・凹+磨のうち、表裏面の磨耗が認められ、かつ左右両側面に磨耗面が認められるものは、石鹸形として別に区分した。
トーン範囲は機能面である。

遺跡の分類組成を示した（図２）。

　まず、扁平石器が展開する前である早期後半～

前期初頭の組成をみると、長七谷地遺跡や表館遺

跡では、特殊磨石1の比率が50%以上と多い。前

期初頭の砂沢平遺跡では、特殊磨石が少ない代わ

りに、側面磨耗系の磨石が多い。この砂沢平遺跡

の側面磨耗系磨石の特徴は、中期以降に認められ

る磨石とは異なり、扁平礫の一側面を機能面とし

て用いていることである。また表裏面には発達し

た磨耗痕は認められない。このことから、今後詳

細な属性分析の必要があるが、砂沢平遺跡の側面

磨耗系磨石が形態上特殊磨石から扁平石器への過

渡期の資料として捉えることも可能である。なお、

表面の組成では、前期に比べ磨耗系の比率が高い。

特に、三内丸山遺跡に比べ、表館遺跡例など磨＋

敲類の比率が高い点が注目される。この磨＋敲類

は、小型で扁平礫を多く用いている。各遺跡の石

器組成を検討した結果、石錘の比率が高いことか

ら、石錘製作のためのハンマーとして用いられて

いたとみられる。

　扁平石器は、三内丸山遺跡集落が存続する前期

前葉（円筒下層 a 式）に出現し、中期後葉（円筒

跡

1　　断面長楕円～三角形・多角形の礫の長軸に沿った側面頂部を機能面として利用する石器である。北日本を中心に「すり石」「擦
り石」の一種、中部高地を中心に「特殊磨石」「穀摺石」の呼称が多く用いられている。本研究では、狭義の磨石との混用をさ
け、器種定義が比較的明瞭な特殊磨石の呼称を用いた。

図 1　分類模式図
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上層 d・e 式）に減少し、中期後葉（榎林期）に

はほとんど認められなくなる。この点で、円筒土

器文化で最も発達した石器器種のひとつといえ

る。扁平石器の減少しはじめる中期前葉（円筒上

層 a 式）以降の組成をみると、石冠が増加しはじ

める。中期後葉以降には、特殊磨石が再び増加す

るほか、側面磨耗系磨石が増加する。中期末には、

いわゆる石鹸形と呼ばれる表裏面に発達した磨耗

面が認められ、さらに長軸に沿った両側面に平坦

面ができることによって石鹸のような形をした磨

石が増加する。近野遺跡（大木10式）では、特殊

磨石はほとんどなく、側面磨耗系や石鹸形の磨石

が増加する。このように、扁平石器は組成上増減

の前後に、特殊磨石・石冠・石鹸形・側面磨耗系

が増減するという関係性がうかがえる。また、前

期初頭以前の磨耗系の増加は、磨＋敲類を主体と

し、漁具などの石器製作具としての関係性の強い

のに対し、中期中葉（円筒上層 b・c 式）以降、

磨耗系の増加は、磨類を主体とする。

　このような、変化の背景として、まず、自然環

境の変化との関連性をみてみたい。まず特殊磨石

の急減と扁平石器の出現期である前期初頭～前期

中葉は、温暖化のピーク期に当たり、扁平石器の

減少する中期末には寒冷化という自然環境の変化

が挙げられる。したがって、扁平石器の展開に

は、気候変化に伴う食料資源の変化が要因のひと

つと想定される。ただし、東北北部の環境分析の

結果では、落葉広葉樹林帯における食料資源の種

類には大きな変化はない。また、扁平石器の増加

は漸移的であり、特殊磨石や側面磨耗系が多い遺

跡や、再びこれらの石器が増加する傾向も一時期

に認められる。このことから、扁平石器の展開は、

食料資源の変化が直接的な要因ではなく、採集の

際選択する対象食料の変化あるいは、同じ対象物

であっても加工法の変化といった社会的な要因も

関わっていると想定される。

　このように扁平石器の変遷は、採集活動に関わ

る器種との組成上の関連性がうかがえたことや、

展開の背景に植生変化との関連がうかがえたこと

から、食料加工具としての位置づけのほうの妥当

性が強い。また、その機能的な系譜は少なくとも

早期～中期末を通じて継続していることが想定さ

れる。

②　使用痕分析の結果

a．扁平石器の使用痕（図３・４）

低倍率法…機能面は基質が損耗し、凹凸の小さな、

ざらつくような面が認められた（1 ～７）【番号

は図の遺物番号に対応。以下同】。また同じ機能

面のなかでも、端部に近い方の損耗度が大きい。

機能面の表裏面側には剥落が認められる。この多

くは、６のように打点が潰れていることや、剥離

の大きさが上面や端部と同じ形状であることか

ら、整形時の剥離面と考えられる。ただし、４・

５のように表裏面側に機能面と礫面の稜が崩れる

ような小さな剥落も認められる。この剥落の多く

は、使用時に形成されたとみられる。また、表裏

面の両端部付近あるいは長軸に沿った帯状の磨耗

痕がある。これは、斎藤2003の図示と同じ分布傾

向を示す。一部の磨耗痕には、黒色もしくは赤褐

色の変色や、光沢面がある。破損の多くは、中央

部分で短軸方向に割れている。機能面には、一部

に黒色物の付着は認められたものの 、粘土や赤

色顔料の付着物は全く認められなかった。

高倍率法…機能面には、石英や長石など硬質な結

晶の高所に点状の光沢がみられる（1・4・5・7）。

また、大型の結晶は、損傷後にその角が取れ、丸

みを帯びる（2）。線状痕・発達した光沢はなかった。 

低倍率法で表裏面の光沢面や帯状の磨耗痕が認め

2　黒色物は点状に分布しており、その範囲には傾向性はなかっ
た。また、詳細な分析は行っていないが、その質は、アスファ
ルトとは異なり、炭化物に類似する。
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図 3　三内丸山遺跡出土扁平打製石器の使用痕・1

※実測図は、青森県埋蔵文化財調査センター1998により、一部使用痕の範囲を付加している（図3～6）。
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第19号住居跡

番号 遺跡
番号 時期 層位 長さ

（㎜）
幅

（㎜）
厚さ

（㎜） 重さ（g）石質 報告書 ページ 図 番号 表面 裏面 右側面 左側面 上面 下面 備考

1 164H 円筒下層 d2 覆土 （91） （79） （47）（487.6） 安 X-2 217 203 374 無 無 剥離 欠 剥離 凹凸ある磨耗 抉入
2 146H 円筒下層 d1 覆土 （72） （70） （35）（238.4） 安 X-2 64 59 26 弱い磨耗 弱い磨耗 欠 剥離・磨耗 無 凹凸ある磨耗 抉入
3 19H 大木10 覆土 （101） 70 30 （228.3） 凝 X-1 90 69 173 無 無 剥離 欠 無 凹凸ある磨耗 抉入
4 120H 円筒下層 b 覆土 （106）（83） （38）（463.3） 安 X-1 381 345 206 無 無 欠 剥離 剥離 凹凸ある磨耗

5 120H/
ピット34 円筒下層 b 覆土 （116）（87） （42）（497.0） 安 X-1 370 334 134 無 無 剥離 欠 剥離 凹凸ある磨耗剥離

6 162H 円筒下層 b 1 （97） （79） （31）（238.3） 安 X-2 115 104 46 弱い磨耗 無 無 欠 剥離 凹凸ある磨耗剥離 下面は面形成無
7 163H 円筒下層 c 覆土 （74） （69） （23）（169.1） 安 X-2 157 145 355 弱い磨耗 弱い磨耗 欠 欠 剥離 欠

半円状扁平打製石器

※　表の凡例は、青森県埋蔵文化財調査センター 1998に準拠する（図3 ～ 6）。
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図 4　三内丸山遺跡出土扁平打製石器の使用痕・2
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られた部分には、高所を中心として、光沢が広が

る。この光沢は、結晶の高所を覆うように拡大す

るが、低所に及ぶことはない（1・2・4・5・7）。

この点状の光沢の分布密度は、低倍率法で光沢面

や磨耗痕を確認した部分で大きい。結晶や基質は、

磨耗は認められるものの、損耗や破損はほとんど

ない。

b．他の磨石類との関係

磨類（図5-1）

低倍率法…機能面は外湾面から平坦面への断面形

状の時間的変化が推測されるが、該当する磨石は、

かなり少ない。磨耗の顕著なものは、円筒下層ｂ

式以降の住居でも認められる。磨耗の著しい部分

は、上下面側もしくは、側面側に偏る傾向にある。

また、機能面には線状痕が伴う場合が多い。線状

痕は、幅0.1㎜以上の肉眼での観察が可能なほど

の太めの線が一方向に無数観察される。線状痕の

多くは、機能面の中心部より縁辺部に認められる。

なお、線状痕は内部まで風化面が進行しているた

め、発掘後の傷ではないことが確認できる。

　また顕著な磨耗面をもつ磨石の多くは、中期前

葉以降（円筒上層 b 期以降）および近野遺跡で

観察したものであった。

高倍率法…面を形成するような発達した光沢およ

び線状痕が認められた。光沢は、顕著な磨耗面で

認められた。光沢の広がる面の結晶や基質は滑ら

かであり、丸みを帯びる。光沢は、結晶の高所を

中心に小パッチの連結や扁平石器以上に高密度の

点状の光沢がある。前者は池谷分類の礫 B3タイ

プに類似する。また後者は、礫 Z タイプに類似

する。さらに光沢面が認められるものもある。こ

の光沢面はきめが粗く高所を覆うように広がり、

パッチ状に拡大せず低所までには及ばない。池谷

分類の礫 C タイプに類似する。

磨＋磨類

低倍率法…表裏面には上下方向に帯状に伸びた磨

耗痕が認められるものと、磨類表裏面に類似した

磨耗面と線状痕をもつものがある。側面は凹凸の

弱いざらついた面を有し、その面には斜めの稜線

があることから、側面が複数面で構成されている

とみられる。

高倍率法…側面は、結晶の高所が磨耗し丸みを帯

び、その頂点を中心に点状の光沢がある。表裏面

は、側面より高密度の点状の光沢がある。しかし

光沢は、パッチ状に拡大せず網状である。赤色顔

料の付着や線状痕はない。

凹類（図5-2）

低倍率法…表裏面は、長径／短径が４：３以上の

楕円形の場合、２か所以上の凹み（敲打の集合）

が観察される傾向にある。同じ面のなかに凹みと

ともに磨耗面が併存するものがある。この磨耗面

の性質や線状痕の分布は、磨類と同じく比較的発

達している。磨耗面と凹みとの関係は磨耗面より

凹みの方が新しいものと、凹みの中にも磨耗が及

ぶものがある。ただし、後者の凹みの中の磨耗は、

表裏面の磨耗とは異なり粗く性質が異なる。した

がって、凹みと磨耗面の形成時期は同じではない

と考えられる。時期的にはこのような凹みと磨耗

面が同一面に併存する例は、円筒上層 d 式期以

降に増加する。

高倍率法…凹み内部に光沢はない。表裏面の磨耗

面の光沢は磨類と同じく、点状の光沢が多数観察

できる。

凹＋磨類（図5-3）

低倍率法…表裏面の凹みは凹類と異なり発達した

ものは少ない。ただし凹類と同様、凹みのある面

に磨耗面が併存する場合がある。しかし、凹類の

磨耗面は平坦面ができるほど、発達しているもの

があるのに対し、凹＋磨類の磨耗は自然の礫面形

状を残し、光沢がほとんどない弱い磨耗である。



― 68 ―

三内丸山遺跡年報－13－

図 5　他の磨石類の使用痕・1
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番号 形態分類 遺構番号 時期 層位 長さ
（㎜） 幅（㎜） 厚さ

（㎜）
重さ
（g） 石質 報告書

報告書 ページ 図 番号
1 磨 251H 最花 床直 121 87 50 712.3 流紋岩 X-3 9 8 62
2 凹 120H 円筒下層 b 覆土 （131） （80） 51 （576.5） 流紋岩 X-1 386 350 231
3 凹 + 磨 211H 円筒上層 d 床面 103 60 28 250.1 安山岩 X-2 337 315 19
4 特殊磨石 208H 円筒上層 d 床上 177 69 51 840.7 安山岩 X-2 329 308 39
5 抉入扁平磨製石器 101H 円筒下層 b 覆土 （150） 115 （21） （356.3） 安山岩 X-1 280 246 151
6 北海道式石冠 64H 円筒上層 e 底面 74 120 51 758.5 流紋岩 X-1 117 93 2
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図 6　他の磨石類の使用痕・2
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側面は磨＋磨類と同様、凹凸の弱いざらついた面

である。

高倍率法…表裏面の磨耗面は、結晶や基質は丸み

を帯びているものの、光沢は点状でほとんど発達

していない。側面は、凹凸の弱い面が広がり、結

晶の高所に点状の光沢が広がる。

凹＋敲類

低倍率法…凹みの外形が長楕円状に伸びているも

のもある。凹＋敲類のほとんどは、凹類や凹＋磨

類とは異なり、凹みのみが認められ、同一面に磨

耗面や光沢が併存しない。上下面端部側面や円礫

の場合周縁をめぐるように面のなかに稜部を持っ

た敲打面がある。

高倍率法…凹み内部や側面は結晶の破損、基質の

損耗があるが、光沢は確認できない。表裏面も光

沢は確認できない。

特殊磨石（図6-4）

低倍率法…側面機能面に長軸に対し平行もしくは

やや斜めに稜がはいる。このことから、道具の持

つ方向が１つではなく、場合によって、道具の持

つ方向を変えていたことがうかがえる。機能面の

使用痕は、凹凸の弱い、ざらついたような面が確

認でき、線状痕はない。また、一部に剥落が認め

られる。剥落は２種類ある。ひとつは、剥離面が

楕円状で大きく、打点がつぶれた剥落である。剥

落の位置が側面中央に多く、表面側か裏面側のど

ちらかに偏る傾向をもつ。もうひとつは、剥離面

が不規則で小さく、鉱物の破損や抜け落ちが顕著

な剥落である。この剥落は、前者の大きな剥離面

を切る形で認められる場合が多い。

　表裏面は、かなり弱い磨耗面が認められる。磨

耗面の分布は、礫面の高所を中心に広がり、一部

では長軸に沿った帯状のものも認められる（図６

－４）。またわずかに線状痕がある。線状痕は、

長軸側面への一定方向で、引っ掻いたように細い。

このような線状痕は、扁平磨製石器の表裏面でも

観察できる。したがって、表裏面を整えるための、

製作時の研磨痕と判断される。

高倍率法…側面機能面には、結晶や基質の損耗が

認められるものの、破損は少ない。比較的軟質な

基質が損耗し、硬質な結晶が際立つ。その高所の

結晶に点状の光沢が認められる。全てに線状痕は

ない。表裏面の帯状の磨耗面には、光沢が広がる。

高密度に分布する点状の光沢や、結晶高所を中心

に小パッチ状の光沢の連結が認められる。しかし、

低所にまで光沢は及ばず、パッチ状に大きくなら

ない。また線状痕も認められない。

 （抉入）扁平磨製石器（図6-5）

低倍率法…破損したものがほとんどであり、その

多くは中央から先端部側に亀裂が生じ、半分に割

れている。下面機能部は、刃部様に断面鋭角に研

磨されている。しかし、研磨は刃先をナイフのよ

うに鋭くは研磨しておらず、その先端はやや丸み

を帯びる。そしてその下面中央部を中心に、使用

痕が広がる。使用痕は、面を形成し、特殊磨石の

ような面の中に稜は認められず、使用痕の幅が２・

３㎜程度と狭い。使用痕は、凹凸の弱いざらつい

た面である。また、機能面と表裏面との境界にあ

たる稜部には、剥落が認められる。剥落は、研磨

後に生じており、打点がつぶれ機能面の使用痕に

沿って分布していることから、使用時に生じたと

判断される。表裏面には、長軸に沿って帯状の磨耗

痕がある。特に側面側の抉り部を中心に分布する。

高倍率法…下面機能部は、基質が損耗し、高所の

結晶が際立つ。その高所の結晶頂部を中心に点状

の光沢がある。線状痕はない。表裏面の磨耗面に

は、高所を中心に点状の光沢が密に広がる。特に

基質にも鈍い光沢が広がり、一部は小パッチ状に

なっている。

 （北海道式）石冠（図6-6）

低倍率法…機能部である下面は、自然礫面や割面
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を失い使用痕が広がる。使用痕は、長軸から斜め

方向へ稜部がある。このことから、特殊磨石と同

様の持ち方の変更がうかがえる。使用痕は、光沢

や線状痕はなくざらついた面が一様に広がる。表

裏面には、長軸に沿って敲打痕が帯状にのびる。

敲打痕が周を描くように巡っており、その内部に

は敲打の凹凸が均一的に広がる。よって、この敲

打痕の広がりは敲打による整形痕と分かる。敲打

痕の凹凸は、磨耗によって滑らかになっている。

また敲打痕の及ばない礫面もやや磨耗している。

高倍率法…下面は、結晶の高所に点状の光沢が認

められる。点状の光沢は、結晶の丸みを覆うよう

に広がるものの、個々の結晶を超えて拡大するこ

とはない。また、赤色顔料の付着や線状痕はない。

表裏面の敲打痕以外の礫面にも点状の光沢が認め

られる。しかし、扁平石器のように、密に分布し

たり、小パッチ状に拡大したりしない。

c．使用痕観察のまとめ

　扁平石器の使用痕は、下面機能面に基質が損耗

し、凹凸の弱いざらついた面が認められ、結晶の

高所に点状の光沢がみられたが、線状痕や発達し

た光沢はみられなかった。このことから、対象物

が石材・繊維・樹皮・獣皮であったとしても、機

能として摩擦動作（「磨る」「磨く」行為）は想定

できない。また、凹凸の弱い点や結晶の高所が丸

みを帯び光沢が認められた点で、石材などの硬質

物への強い衝撃によってできた痕跡とも異なる。

したがって、扁平石器の機能・用途として、植物

などの軟質物に対する敲打具の可能性をうかがわ

せる。使用痕の分析の結果から、８つの説のうち、

①鎌・鉈など刃物説、②石器製作用の擦切具説の

可能性は極めて低い。また、使用痕の分布状況や

線状痕がない点から、③骨角器の擦切具説の可能

性も低い。また赤色顔料が認められなかったこと

から、顔料の製作具でもない。また、磨き石とも

異なる。

　さらに、表裏面には両端部や抉部から長軸に

沿って帯状の磨耗痕があり、一部に光沢面の広が

りがあった。これには、繊維を巻きつけていたと

推察される。さらに時期的に扁平石器と前後して

出現する側面磨耗系磨石や石冠、特殊磨石につい

ては、扁平石器の使用痕に類似する。

　扁平石器以外で見いだせた使用痕の特徴とし

て、磨耗系・凹系・側面敲打系の使用痕があげら

れる。特に磨耗系磨石の使用痕は、中期後葉以降、

面を形成するほどの発達した光沢がみられ、線状

痕を伴うものもみられた。

③　使用実験の結果

実験１【堅果類】：堅果類の殻むき（図7-1）

素材：砂岩（長野県奈良井川採集・自然礫）9.8

×5.4×4.1㎝　331g　機能部の形状：平坦

加工対象物：堅果類（アラカシ）（採集後、

１週間以上天日乾燥）

作業動作：敲打による殻むき

使用方法：片手・素手　

作業量・使用時間　19ℓ：24時間

低倍率法…衝撃を与えた部分を中心に、平坦面を

形成する。平坦面の触感は「ザラザラ」して粗い

ものの、肌に刺さるような部分はなく、滑らかさ

がある。ただし、面は稜ができるほどにははっき

りせず、触感程度で滑らかさがやや異なる。平坦

面は、最も対象物と接触した中央部で滑らかであ

り、機能部の外側ほどより粗くなり、機能部と側

面との境には、剥落が認められる部分もある。基

質は損耗して、結晶が際立っている。石英片など

の硬い結晶は、抜け落ちるかあるいは、高所で丸

みを持っている。

高倍率法…丸みを帯びた結晶の高所を中心に、輝

点程度の点状の光沢が多数観察できる。これは使

用前の観察では認められなかったことから、使用

によってできたものと想定される。一部では大き
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めの発達した光沢面もみられるが、結晶の高所の

範囲内に収まる。また、光沢は基質や結晶の低所

まで及ばない。池谷分類の礫 E2タイプに類似す

る（池谷2003a）。

実験２【堅果類】：堅果類の製粉《水漬》（図7-2）

素材：砂岩（長野県奈良井川採集・自然礫）

10.7×5.7×5.0㎝　461g　機能部の形状：平坦

加工対象物：堅果類（アラカシ）（乾燥後24

時間水漬してふやかしたもの）

作業動作：摩擦（前後往復による微粉化）

使用方法：片手・素手　

作業量・使用時間　500cc：1時間（約6000往

復 98往復／分）

低倍率法…腕の力が最もかかった部分である機能

面後面側の磨耗が顕著である。結晶・基質ともに、

カンナで削ったように平らになり、鉱物の剥落は

ほとんど認められない。動作方向にそって、鋭く

長めの線状痕が観察できる。これは、対象物との

接触によってできたものではなく、下石の結晶と

の接触によってできたものである。

高倍率法…光沢が結晶内部で顕著になる。基質部

分にも光沢（小さな輝点）が形成される。光沢面

の中には動作方向と同じ方向の線状痕が認められ

る。使用初期段階（100往復程度）の磨耗面は、

高所の結晶を中心に点状の微弱な光沢が認められ

る。1000往復を超える頃には、摩擦によって、平

坦面が形成され始め、鈍い光沢の広がりが認めら

れた。これは、光沢面は対象物と下石との接触に

よる損耗によって形成された平坦面を中心に形成

され、高所のほうがやや明るい。硬質な結晶には

運動方向と同じ方向のキズ状の線状痕が認められ

るが、パッチ状というよりは、損耗によってでき

た小さな光沢面が連結し始め、それが拡大してい

くようにみえる。池谷分類の礫 C タイプに類似

する。5000往復を超えると、光沢強度の分布は、

持ち手直下で最も圧力のかかった機能面後面側を

中心に最も強く分布し、弧を描くように前方に向

かうに従い弱くなっていく。平坦になった結晶の

中には傷のような短い線状痕がまとまって認めら

れる。ただし、光沢面のなかで低所にあたる線状

痕の内部や小穴の内部までには光沢は及ばない。

この状況から、剥片石器の分析における「B タイ

プの強」に近く、池谷分類の礫 B2・B3タイプに

類似すると考えられる。動方向に沿ったやや粗め

の線状痕が認められる（池谷2003b）。

実験３【獣皮】：皮なめし《水分を含む》（図7-3）

　素材：安山岩（青森市野内川採集・板状礫を

　剥離によって扁平石器に復元）20.0×10.3×

　2.7㎝　933g

　機能部の形状：刃部様　

　加工対象物：水を噴きつけ湿らした鹿皮

　作業動作：摩擦（前後往復によるこすり）

　使用方法：片手・素手　

　使用時間　８時間（約6000往復）

低倍率法…実験前は剥離によって鋭角な刃部が作

られており、その表面は粗く、光沢は認められな

い。実験後は、鋭角だった刃部に丸みが帯びる。

その表面は剥離面の粗さが剥離時の凹凸を残しつ

つも全面的に滑らかになる。特に硬質な結晶は凸

状に残り、その丸みを帯びた頂部には光沢が認め

られる。

高倍率法…運動方向と同じ方向の線状痕が明瞭に

見える。光沢は線状痕によってえぐられた部分に

は及ばず、高所縁辺を中心に低所まで広がる。光

沢は結晶・基質双方に及び、覆うように広い範囲

に確認できる。しかし、光沢そのものはパッチ状

に発達した明るいものではなく、輝度は鈍い。こ

のことから光沢分類 E2タイプに類似する。



― 73 ―

Ⅳ　特別研究推進事業成果概要報告

図 7　使用実験の結果（左：低倍率，右：高倍率）

　このように、３つの実験結果では、それぞ

れ異なった使用痕のデータを得ることができ

た。今後、石質や礫形状、時間、対象物、加

工動作など条件を変えた実験の追加によって

より具体的な傾向が見出されるとみられる。

ここでは、本実験から得られた結果と、出土

資料の使用痕観察から得られた結果を比較し

てみよう。まず、実験１の結果は、明瞭な面

の形成には至らなかったものの、使用痕の特

徴は、扁平石器・側面磨耗系・特殊磨石・石

冠の特徴に類似する。さらに長時間の使用に

よって面が形成されるとみられる。実験２の

結果は、磨耗系の表裏面に多く認められた。

特に中期後半以降増加する光沢に類似し、い

わゆる石鹸形の表裏面にも認められる。実験

３の結果は、出土資料からは見いだせなかっ

た。特に、扁平石器の復元品を用いて実験を

行ったが、得られた使用痕は、磨耗面の形成

状況、線状痕の存在、光沢の種類の点で出土

資料とは明瞭に異なっていた。実験結果から

りも少ない。また石皿よりも磨石類のほうが少な

かった。これらは、埋没後の環境やサンプルの採

取方法が影響していると考えられる。また、割面

のある資料については、割面からもサンプルを採

取した。しかし、デンプンは検出しなかった。検

出デンプンの特徴を挙げると、全体的には、短楕

円形が52%と多い 。次いで、長楕円形・不定菱

形と続く。これに大きさを属性に加えた渋谷論文

の分類基準に置き換えると、20㎛以上の短楕円形

（A Ⅲ）が52%で最も多く、次いで10 ～ 20㎛の円

形～短楕円形（A Ⅱ）が多い。この順位的な傾

向は平成18年度渋谷分析の結果に類似する。な

3　長軸と短軸との比が 1：1 を「円形」、1：1 ～ 4：3 を「短
楕円形」、4：3 より長いものを「長楕円形」として区分し
ている。また長径が 10㎛以下を小型、10 ～ 20㎛を中型、
20 ～ 40㎛を大型、40㎛以上を超大型としている。

実験１【堅果類】：堅果類の殻割

実験３【獣皮】：皮なめし

実験２【堅果類】：堅果類の製粉

も摩擦行為を伴う樹皮や獣皮のなめしは想定でき

ない。したがって、実験によって、前節出土資料

の使用痕観察で想定された用途を支持した結果を

得た。そして、実験結果との比較によって、扁平

石器の用途として③骨角器の擦切具説、⑤皮なめ

し具説、⑦堅果類の製粉具説の可能性を否定する

結果を得た。

④残存デンプン粒分析の結果（表１）（図８～10）

a．三内丸山遺跡検出デンプンの特徴（図８上段）

　分析の結果、63サンプル中24サンプル、51点の

デンプン粒を得た。形態分類を行った各磨石類と

参考に取った各形態の石皿類で検出した。ただし、

扁平磨製石器については、デンプンの検出が困難

であった。なお、分解・損傷デンプンは、分析か

ら外している。出土場所との関連では、分析数に

おける検出数が、第６鉄塔地点のほうが住居跡よ
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図 9　三内丸山遺跡検出デンプン・1

図 8　三内丸山遺跡検出デンプン組成と大きさの
分布

お、単体で観察されたデンプン中、長径が最小10

㎛、最大61㎛であった。個別にみると、中・大型

デンプンに小型のデンプンが付着している例（図

9-8・22、図10-3）がある。大きさは異なるもの

の、全体形や消光の位置はおおむね変わらないこ

とから、小型デンプンは、付着する中・大型デン

プンへの成長過程を示すデンプンと考えられる。

楕円形には十字消光の辺が長軸に対して X 字状

に斜めに入るものがあった。X 字状の消光は、板

状台石・石皿・磨類・磨＋磨類・凹＋敲類・特殊

磨石で検出している。消光の交点の位置が偏って

いるものが扁平石器で認められた（図9-5、図10-

14・15）。ただし、図10-15については、消光の交

点が認められず、開放ニコル上で波紋状の文様が

認められなかったことからデンプンかどうかの検

討の余地を残す。中央部分が凹み、直交ニコル上

では空洞になっているものがある（図9-14・15、

図10-1・7・11）。繊維状の付着物があったものは

（図9-13・17、図10-1・5・6・14・15・16）、デン

1．検出デンプンの組成比 2．渋谷分類による検出デンプンの組成比

3．検出デンプンの分類別大きさ分布（敲・磨・凹石の形態分類別）

（偏光顕微鏡400倍．各写真左：開放ニコル，右：直交ニコル）
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図10　三内丸山遺跡検出デンプン・2

プンの属性や資料の形態分類などの相関性はない

が、複数のデンプンがまとまっているものに多く

認められる。長楕円タイプのなかには、２個がつ

ながったようなものも含まれている（図9-3・図

10-2）。

　このように、石皿・磨石類には複数の植物デン

プン粒が付着しているとみられる。

b．分類間の比較（図８下段）

　資料を各形態別に検討すると、扁平石器は、20

㎛以上の大型の長楕円タイプと15 ～ 25㎛の中～

大型の短楕円タイプのデンプンが複数検出され

た。また、大型の長楕円タイプは、十字の交点が

偏る。他の分類の分布と比較すると、15 ～ 25㎛

の中～大型の短楕円タイプの分布範囲に磨＋磨類

と特殊磨石の検出デンプンが含まれる。磨類と凹

類、凹＋敲類は、扁平石器の15 ～ 25㎛の中～大

型の短楕円タイプの分布範囲を含みつつも、40㎛

を超える円形超大型のものを含んだり、不定形や

菱形など扁平石器とは異なった形状があったりす

る。

　　　　　　　　　　

５．考察

　本研究では円筒土器文化圏に特徴的な扁平石器

の機能・用途について、a 組成比の変化、b 使用

痕観察、c 使用実験、d デンプン粒観察を通じて

追究してきた。その結果、他の礫石器との共通点

と相違点を見出すことができた。

　まず、a 組成比の変化によって時期的に扁平石

器に前後して増加・減少することが分かった側

面磨耗系・特殊磨石・石冠とは、b 使用痕観察・

c 使用実験・d デンプン粒観察で共通する特徴を

見出した。このことは、道具の形状は異なってい

ても、時期を通じた同じ使用法や対象物が想定さ

れる。b 使用痕観察・c 使用実験の結果によって、

扁平石器は堅果類・根茎類など比較的硬めの皮を

もつ植物への敲打が想定される。また、斎藤2003

の指摘のように紐状のものが石器長軸に巻きつい

（偏光顕微鏡400倍．各写真左：開放ニコル，右：直交ニコル）
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ていたと考えられる。したがって、本研究によっ

てこれまで挙げられている機能・用途に関する仮

説のうち、「①鎌・鉈など刃物説」「②石器製作用

の擦切具説」「③骨角器の擦切具説」「⑤皮なめし

具説」は棄却される。また、⑦堅果類の製粉具説

については、使用実験の結果によって敲打による

製粉の可能性は残るものの、摩擦による製粉の可

能性は低い。

　残る説は、④動物肉・魚介類の敲打具説、⑥堅

果類・根茎類の敲打具説、⑧繊維の加工具説であ

る。本分析では、d デンプン粒観察によって加工

対象物に植物が含まれることが分かった。しかし、

この結果によって肉類が対象物に含まれないこと

にはならない。ただし、扁平石器の組成比が、内

陸部でも高い点を考慮すると、魚介類加工の比重

増加のみが扁平石器の増加に直接結び付いている

とは考えにくい。⑥堅果類・根茎類の敲打具説、

⑧繊維の加工具説については、本分析では区分で

きなかった。

　そして、扁平石器と他の石器との相違点として、

扁平石器の形状が扁平で機能部を刃部様に鋭利に

している点については疑問が残る。c 使用実験に

おける堅果類の殻むき実験では、必ずしも機能部

を鋭利にすることによって作業の効率性が増すと

は考えられなかった。また、機能的な関連性の強

いと推定した側面磨耗系や石冠は、機能面の幅を

広く取っている。また扁平石器のうち、打製石器

と磨製石器では、製作上の違いのほか、使用痕で

も幅の広い面を形成するまでは使用されていない

ようである。従って刃部様の形状には、単に殻を

剥く以外の目的があったと考えられる。この点に

ついては、b 使用痕観察・c 使用実験の結果だけ

では検討できなかった。しかし、自然環境的条件

を考慮した、堅果類以外の植物質食料の敲打の可

能性として、根茎類の敲打工程に用いられた可能

性を指摘しておきたい。例えば、オオウバユリの

加工では、繊維を敲いてほぐす工程があり、アイ

ヌ民俗例では、そのひとつとして敲き切る方法（敲

砕工程）がある。またクズ根やワラビ根は、デン

プン抽出の前段階としてハンマーによる敲砕工程

がある。まだ分析技術が確立していないため、デ

ンプン粒の明確な同定結果について今後の技術進

歩に譲りたいが、扁平石器で検出されたデンプン

粒のうち、十字消光の交点が偏る20㎛以上の大型

長楕円タイプは、ユリ科などの根茎類のデンプン

粒が持つ特徴である。今後詳細なデータの蓄積に

よって解明されることを期待したい。

　一方、敲打系との比較において、扁平石器と

は b 使用痕観察・c 使用実験・d デンプン粒観察

ともに異なる結果を得た。一般的に敲打系は、石

材や骨角器などの敲打作業によって形成される使

用痕とされる。したがって、扁平石器は、石器や

骨角器製作用の工具として用いられた可能性は低

い。凹系・磨耗系とは、b 使用痕観察・c 使用実

験では異なる結果が出た一方、d デンプン粒観察

では、一部が、扁平石器のデンプン粒の分布圏内

にあった。凹系の使用痕は、硬い先端をもつもの

を敲打した際に形成される使用痕とされる。その

ため、石材やクルミ核のような尖状物が対象で

あったと想定される。本研究では、詳細な検討を

行わなかったが、デンプン粒が検出された点で、

食料とのかかわりを示唆する結果を得た。

　磨耗系の使用痕は、d 使用実験の結果、堅果類

など植物などの軟質物の粉砕によって形成される

ことが分かった。c デンプン粒観察では、扁平石

器の分布圏を含みつつも、扁平石器の加工対象物

以外に対しても使用されていることが判明したこ

とから、扁平石器より多用途的な石器であったと

推察される。

　三内丸山遺跡の主体時期に後続する近野遺跡の

谷部水さらし場状遺構に伴う石器群との比較の結

果、扁平石器は減少しつつも、側面磨耗系や石冠

の増加がうかがえ、扁平石器の減少後も、同様の

機能・用途をもった石器が、継続していたことが
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分かった。その中で特に注目されるのは、発達し

た磨耗面をもつ磨石と、磨＋磨類に代表される石

鹸状の形をした磨石が増加する点である。b 使用

痕観察・c 使用実験の結果をふまえると、堅果類

の殻むき作業のほかに、粉砕作業が活発化したこ

とがうかがえる。近野遺跡の水さらし場状遺構周

辺では、トチ果皮の集積遺構が発見されている。

トチの実の効率的な食料化には粉砕工程が不可欠

である。関連研究から指摘されているように、本

研究で見出された変化の背景として、水さらし場

を用いたトチの大量処理のための効率的な加工法

の導入があったと考えられる。

　最後に、分析の機会を与えていただいた、青森

県教育委員会ならびに青森県埋蔵文化財調査セン

ター、資料調査にご助言・ご協力を賜りました永

嶋豊氏・斎藤岳氏・渋谷綾子氏に感謝申し上げま

す。 
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表 1　三内丸山遺跡デンプン観察表
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青森県埋蔵文化財調査センター 2000『三内丸山遺跡ⅩⅥ―旧
野球場建設予定地発掘調査報告書4』（青森県埋蔵文化財調
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報告書 実測図掲載番号 採取番号 器種・分類 デンプ
ン有無 形状 渋谷分

類
長径

（㎛ )）
短径

（㎛） 消光形状 数量 備考 図版番号

三内丸山 X ‐ 1分冊 19図－8a №1 板状台石 ○ 短楕円 A Ⅲ 29 26 X 字 1 図9-1
19図－8 №2 板状台石
28図－9 №1 板状台石 ○ 短楕円 A Ⅲ 24 20 十字 2 図9-2
37図－72 №1 石皿 ○ 不定長楕円 A Ⅲ 25 15 X 字 1 複粒 図9-3
69図－173 №1 半円状扁平打製石器 ○ 長楕円 A Ⅲ 21 16 十字 1 図9-4
69図－173 №2 半円状扁平打製石器 ○ 長楕円 A Ⅲ 23 17 3ライン・X 字偏り 1 図9-5

短楕円 A Ⅲ 24 20 X 字 1 図9-6
70図－178 №1 磨類
70図－178 №2 磨類 ○ 短楕円 A Ⅱ 12 10 十字 1 図9-7

隅丸菱形 B Ⅲ 21 19 X 字 1 図9-7
短楕円 A Ⅲ 42 39 十字 1 裂け・小型4粒付着 図9-8

93図－2 №1 石冠
88図－19 №1 石皿
88図－19 №2 石皿
88図－19 №3 石皿
104図－46 №1 石皿
142図－66 №1 凹類 ○ 短楕円 A Ⅲ 45 40 十字 1 図9-10
143図－69 №1 板状台石 ○ 不定菱形 B Ⅱ 10 8 X 字 1 図9-9
181図－243 №1 石皿 ○ 短楕円？ A Ⅱ 12 10 十字 1 破損
188図－48 №1 凹＋敲類 ○ 短楕円 A Ⅱ 17 15 十字 1 裂け 図9-11

短楕円 A Ⅲ 33 30 X 字 1 裂け 図9-12
217図－36 №1 板状台石
244図－9 №1 板状台石
246図－151 №1 抉入扁平磨製石器
289図－22 №1 磨類
334図－134 №1 半円状扁平打製石器
345図－207 №1 抉入扁平磨製石器
345図－207 №2 抉入扁平磨製石器
350図－231 №1 凹類
350図－231 №2 凹類 ○ 短楕円 A Ⅱ 15 13 X 字 1 図9-13
350図－232 №1 磨類

三内丸山 X ‐ 2分冊 9図－1 №1 板状台石
9図－1 №2 板状台石 ○ 短楕円 A Ⅲ 32 30 十字 6 裂け・中央欠 図9-14

長楕円 A Ⅱ 19 14 X 字？ 1 中央欠 図9-15
円形 A Ⅲ 42 42 十字 1 裂け 図9-16
不定菱形 C Ⅲ 22 15 X 字 1 裂け 図9-17
短楕円 A Ⅱ 13 11 十字 1 図9-18
不定 C Ⅲ 26 24 十字 1 裂け・破損？ 図9-19

20図－61 №1 磨類 ○ 円形 A Ⅱ 20 20 十字 1 図9-20
20図－61 №2 磨類 ○ 不定菱形 B Ⅱ 20 19 X 字 1 図9-21

不定長楕円 B Ⅲ 23 19 X 字 1 小型円形1粒付着 図9-22
98図－34 №1 磨類
203図－374 №1 凹類
244図－9 №1 磨＋磨類
262図－14 №1 凹類
317図－28 №1 石皿
317図－28 №2 石皿
318図－30 №1 磨類
410図－48 №1 磨類

三内丸山 X ‐ 3分冊 8図－62 №1 磨類
16図－8 №1 有脚石皿 ○ 長楕円 A Ⅲ 22 16 十字 2 中央欠 図10-1

不定形 C Ⅲ 30 23 3ライン・X 字 1 複粒 図10-2
長楕円 A Ⅲ 25 16 X 字 1 円形小型3粒付着 図10-3

93図－2 №1 石冠 ○ 円形 A Ⅱ 15 15 十字 1 図10-4
126図－265 №1 石冠
135図－309 №1 板状台石
135図－309 №2 板状台石
180図－1 №1 磨＋磨類 ○ 短楕円 A Ⅲ 21 17 X 字互い 5 付着物 図10-5
180図－1 №2 磨＋磨類 ○ 長楕円 A Ⅲ 28 23 X 字 1 裂け 図10-6

短楕円 A Ⅱ 14 12 X 字 1 中央欠 図10-7
248図－197 №1 特殊磨石 ○ 短楕円 A Ⅲ 27 23 X 字互い 1 図10-8

短楕円 A Ⅲ 23 20 X 字 1 裂け 図10-9
248図－197 №2 特殊磨石
248図－198 №1 特殊磨石
259図－1 №1 板状台石

№2 板状台石 ○ 短楕円 A Ⅲ 39 33 十字 1 図10-10
短楕円 A Ⅲ 30 26 十字 1 中央欠 図10-11
短楕円 A Ⅱ 16 12 十字 1 図10-12

三内丸山第6鉄塔 251図－231 №1 半円状扁平打製石器 ○ 短楕円 A Ⅱ 20 18 十字 1 図10-13
252図－238 №1 半円状扁平打製石器 ○ 長楕円 A Ⅲ 61 40 偏り 1 デンプン粒か？ 図10-14
433図－354 №1 半円状扁平打製石器
433図－354 №2 半円状扁平打製石器 ○ 長楕円 A Ⅲ 30 24 偏り 1 図10-15
433図－355 №1 半円状扁平打製石器
433図－356 №1 半円状扁平打製石器
433図－358 №1 半円状扁平打製石器
434図－362 №1 半円状扁平打製石器 ○ 短楕円 A Ⅱ 15 12 十字 1 2粒？ 図10-16
434図－363 №1 半円状扁平打製石器
434図－364 №1 半円状扁平打製石器
434図－364 割面 半円状扁平打製石器
435図－365 №1 半円状扁平打製石器
435図－367 №1 半円状扁平打製石器
435図－367 №2 半円状扁平打製石器
435図－368 №1 半円状扁平打製石器
436図－370 №1 半円状扁平打製石器
449図－441 №1 磨類
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１．調査の概要と研究目的

　本研究は、三内丸山遺跡の環境史と人間活動と

のかかわりを検証することを目的とした。そのた

め、植物の加工に利用されたと考えられている石

皿より残存デンプン粒の検出を試み、検出したデ

ンプンの形態学的特徴から、遺跡内で行われた植

物の利用形態の時期的な変化を検討した。本研究

の調査は、2006年度（渋谷2008）および2008年度

の２カ年にわたって遂行した。

２．調査の方法

　2006年度調査は、三内丸山遺跡の石器から実際

に残存デンプン粒が検出できるのかどうか、残存

デンプン研究の有用性を検証する予備調査として

実施した（渋谷2008）。この結果をふまえて2008

年度の本調査では、残存デンプン分析によって石

皿の加工対象となった植物を解明し、三内丸山遺

跡における植物資源の利用形態の時期的な推移を

検証した。

　調査では石皿の出土場所に着目し、住居跡の内

側から出土した石皿と、道路や墓など住居跡の外

側から出土した石皿を比較し検討した。2006年度

に調査した資料とともに、合計50点の石皿を2008

年度の調査資料とした（図1）。このうち、住居跡

内側の石皿は23点、外側の石皿は27点である。

　住居の床面から出土した石皿は、原位置を保っ

ているものであれば住居内での使用を示すと考え

られる。また住居跡の外側から出土した石皿の中

には、住居内で使用された後に住居外に廃棄され

たものも多く含まれると推定できる。住居跡の内

側と外側という出土場所によって残存デンプン粒

の形態に相違がみられるかどうか検討すること

渋谷　綾子（総合研究大学院大学文化科学研究科博士課程）

　　石器残存デンプンからみた三内丸山遺跡の植物利用の変遷

は、石器で加工された対象物の相違を示すことに

なり、三内丸山遺跡における植物資源の利用活動

の様相を検討する手がかりとなる。そこで本研究

では、残存デンプン粒の形態分類（図２）（渋谷

2009）を行うことによって、石器の用途との関係

性や利用植物の特徴を検討した。なお、図３は現

生資料の代表的な植物17種の形態分類の結果を示

したものである。

３．調査結果

（1）残存デンプン粒の遺存状態

　残存デンプン粒の遺存状態については、住居跡

内側と外側のどちらの石皿からも単独粒や複数粒

が確認でき、デンプン粒のほかには植物繊維や細

胞組織の断片を多く検出した。住居跡内側の石皿

からは、植物繊維の中にデンプン粒が含まれてい

るもの（図４：1a、1b）やデンプン粒が細胞内

にあるもの（図４：2a、2b）、青色をおびたデン

プン粒を検出した（図４：3a、3b）。住居跡外側

の石皿からは、単独粒、複数粒（図４：4a、4b）

に加えて、細胞組織内のデンプン粒（図４：5a、

5b）を検出した。

　植物繊維中のデンプン粒や細胞内のデンプン粒

は、堅果類や穀類の参照標本では確認できず、根

茎・球根類の可能性が高い。住居跡の内側・外側

のどちらの出土場所においても、石皿に繊維や細

胞内のデンプン粒が付着していたことは、根茎・

球根類が石皿で加工された可能性を示している。

また、青色をおびたデンプン粒については、検出

した大半のものが分解・損傷しているため、石皿

の土壌への埋没後にデンプンの粒子が崩壊し、土

壌の成分が侵入したことによって色素の沈着が生
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じた可能性を推定できる。

（2）資料別検出量とデンプン形態

　住居跡内側の石皿23点からは、380個の残存デ

ンプン粒を検出した（表１）。石皿の使用痕の確

認された部位から採取した試料にはデンプンが粒

多く含まれており、使用痕を確認できなかった面

の検出量は少ないという結果も得られた。残存

デンプン粒の形態については、A・B・C 類すべ

ての形態を確認できた。このうち、AI ～ AIII の

形態が検出量全体の55%を占め、BII は29個、CII

は17個とこれらの検出量も多かった。

　住居跡外側の石皿からは、479個の残存デンプン

粒を検出した（表２）。形態については、AIとAII

が検出量全体の65%を占めており、AIII は25個、

CII は16個と検出したが、BIII は検出しなかった。

　検出したデンプン粒に対する植物の同定は難し

いが、A・B 類とともに C 類のデンプン形態を検

出したことは、複数の種類の植物に由来するデン

プン粒の混在をうかがわせている。特に、現生標

本との形態学的な比較から、CI や CII の一部は雑

穀のデンプン粒に形態学的に類似しており、その

ことからも、住居跡内側および外側の石皿におい

て複数の種類の植物が加工されたと推定できる。

４．植物資源の利用形態の推移

（1）住居跡内側の石皿における利用形態

　住居跡内側の石皿23点の時期は、前期末葉（円

筒下層 d1式期～ d2式期）から中期末葉（大木10

式併行期）であり、住居跡外側の石皿27点の時期

は、前期末葉（円筒下層 d2式期）から中期末葉（大

木10式併行期）である。各時期におけるデンプン

形態を比較すると、石皿の出土場所によってデン

プン形態の変化、植物の利用形態が推移している

状況がみられた。

　住居跡内側の石皿のうち、前期末葉（円筒下

層 d1式期～ d2式期）に該当する石皿７点（表１：

資料番号41979 ～ 42421）からは、６形態のデン

プン粒93個を検出した。検出形態のうち、AI と

AII が最も多く、他の形態は少なかった。

　中期中葉（円筒上層 c 式期～ e 式期）の石皿８

点（表1：資料番号46164 ～ 102354）からは、す

べての形態を検出し、AI、AII、AIII、BII の４

形態が多かった。

　中期後葉（榎林式期～最花式期）の石皿３点（表

1：資料番号46403 ～ 46298）はいずれもデンプン

粒の検出量が多く、119個検出した。検出形態は

８形態であり、A 類が71個と最もかった。

　中期末葉（大木10式併行期）の石皿５点（表１：

資料番号46007 ～ 43991）のうち、資料番号43937

のデンプン検出量は28個と非常に多く、７形態を

検出しており、 AII を７個と最も多く検出した。

（2）住居跡外側の石皿における利用形態

　住居跡外側の石皿のうち、前期末葉（円筒下層

d2式期）に該当する９点（表２：資料番号30147

～ 31010）からは残存デンプン粒184個を検出し、

検出した７形態のうち A 類を34個検出した。

　中期前葉（円筒上層式期）の石皿３点（表２：

資料番号49877 ～ 102429）については、検出形態

は６形態であった。

　中期中葉から後葉に該当する石皿４点（表２：

資料番号90238 ～ 25号配石礫）については、資料

番号90238のデンプン検出量が24個と最も多く、

AI、AII、CII の３形態を検出した。他の石皿に

ついては、いずれも検出量は２個から４個と少な

かった。

　中期末葉（大木10式併行期）の石皿11点（表2：

資料番号102347 ～ 90876）からは、５形態のデ

ンプン粒を182個検出した。このうち AI が94個、

AII が31個であった。

（3）利用形態の推移が示す様相

　図５と図６は各時期のデンプン形態を示したも
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のであり、このうち図５は住居内の床面から出土

した石皿のデンプン形態のみを図示した。

　住居内の様相については全体的に植物の利用形

態は同じであり、基本的に同じ利用形態が継続し

ていたことを示している。前期末葉から中期後葉

まで多様な種類の植物が利用されており、中期中

葉と後葉の段階では穀類のデンプン粒と形態学的

に類似した残存デンプン粒を検出した。ところが、

中期後葉を境にして中期末葉には石皿に付着した

デンプン量が減少しており、住居内で石皿を用い

た植物の利用形態に変化が起きた可能性をうかが

わせる。

　一方、住居外の様相については、同じ種類の植

物の加工が継続して行われていた可能性が考えら

れる。前期末葉から中期後葉まで、住居内で利用

された植物よりも少ない種類が利用され、次第に

その中の特定の種類に集約されていく傾向がみら

れる。また、中期後葉を境にして中期末葉には石

皿に付着したデンプン量が増加しており、こちら

についても、植物の利用形態に変化が起きた可能

性を示している。A 類の検出量が大幅に増加し

ている。

　以上述べたように、住居内および住居外の植物

利用は中期後葉を境に、末葉の段階では変化する

ことが判明した。それでは、これらの時期に三内

丸山遺跡において植物の利用形態が変化する背景

には何があるのか、その要因を次に考察する。

５．三内丸山遺跡の環境史、集落変遷、人間活動

　　のかかわり

　中期後葉から末葉における植物の利用形態の相

違、および変化の背景として挙げられるのは、調

査資料の偏りと石器の埋没条件、石器の用途と場

所の機能、集落の変遷と空間利用の変化、および

環境変化による植物資源の変化、という４点であ

る。それぞれの要因について検討するとともに、

三内丸山遺跡における環境史、集落変遷と人間活

動とのかかわりを考察する。

　植物の利用形態の相違や変化の背景として、第

一に想定できるのは、調査資料の偏りと石器の埋

没条件である。調査した石皿50点は、三内丸山遺

跡で集落が営まれた当時使用された石器のうち、

発掘調査で出土した資料のごく一部である。その

ため、調査で得られた結果は、三内丸山遺跡にお

ける植物利用に関する情報の一部を提示するもの

であり、遺跡の全体像を示すわけではない。他の

石皿や石皿以外の石器類を調査した場合は、本研

究の結果とは別の結果が得られる可能性は否めな

い。こうした調査資料の偏りが「植物の利用形態

の相違や利用形態の変化」となって表れたことは

想定でき、各時期の調査資料の点数の違いが起因

していることも推察できる。

　また石皿が埋没した後の土壌環境によって、石

器に付着したデンプン粒の残存状態が異なった結

果、分析に影響を与えたことも要因の１つとなり

得る。石器の埋没環境により、植物の加工作業に

伴って石器に元来付着していたデンプンの粒子が

変質し崩壊したため、分析では検出されなかった

ということであり、住居の内と外とで土壌環境が

異なった結果、植物の利用形態の相違として表れ

たと推定できる。

　第２の要因として、石器の用途と場所の機能の

相違および変化を挙げる。調査の結果、住居内で

は多様な植物の利用、住居外では特定種類の植物

の集中的な利用が判明した。住居跡内側の石皿は、

大半が住居の床面から出土した。しかし、住居跡

外側の石皿は、居住域とは直接関係しない遺構か

ら出土しており、住居内での使用後に廃棄等で出

土場所へ運ばれた可能性を推定できる。

　植物の利用形態の相違が石器の出土場所の相違

に起因するのであれば、本研究の調査結果は、住

居内では日常的に多種類の植物が加工され、使用

された石皿は多用途であったことを示す。その一

方で住居外の石皿については、数種類の植物加工
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が行われたのみで廃棄されたため、特定種類の植

物の利用形態を示したという推定が成り立つ。

　貯蔵穴の周辺から出土した石器は、貯蔵穴の内

容物（堅果類）のアク抜き作業のような加工処理

に用いられたと指摘されている（金原ほか2007; 

上條2006）。しかし、本研究で調査した住居外の

石皿はこうしたものとは異なっており、数種類の

植物の加工が行われた後に移動したため、特定種

類の植物の利用形態を示す結果につながったので

はなかろうか。つまり、石皿の用途や出土場所の

特徴が、住居の内外における植物の利用形態の相

違につながったのではなかろうか。

　第３の要因として、集落の変遷とそれによる空

間利用の変化を挙げる。三内丸山遺跡に集落が出

現するのは縄文時代前期中葉であり、中期末葉ま

で継続的に定住生活が営まれ、さまざまな施設

が造られた（青森県史編さん考古部会2002; 川口

2006）。発掘調査の結果や集落の変遷過程を検討

した研究（川口2006）によると、三内丸山遺跡に

おける集落は、出現（前期中葉～後葉）→拡大（前

期末葉～中期中葉、最盛期は中期中葉）→縮小（中

期後葉）→衰退（中期末葉）と推移したという。

本研究で判明したように、住居の内外で植物の利

用形態に変化が起きた中期後葉から末葉の時期は

集落の縮小・衰退時期に該当する。集落の変遷と

植物の利用形態を併せると、住居内で石器に付着

したデンプン量が減少するのは、集落の規模が縮

小したため、住居の数が減り、その結果、住居内

で行われる植物の加工作業が減少したという可能

性を示している。また、住居外の石皿においてデ

ンプン量が増えた理由は、元来住居内ですべて行

われていた植物の加工作業過程のうち、特定の作

業が行われた後に石皿が廃棄された、いわば使い

捨てのような形で利用されたという可能性を示し

ているのではなかろうか。

　このような用途の変化については、調査資料の

使用痕分析などによる詳細な検討が必要となる

が、集落規模の縮小に伴った空間利用の変化が植

物の加工作業量に影響しており、石皿のデンプン

量の変化につながったことは推定できる。これに

関連して、石器組成の検討から三内丸山遺跡の生

業基盤に大幅な変化が起きた後に遺跡の規模が縮

小していったとする研究（羽生2005）もあり、集

落システムと資源利用の変化が石器デンプンの結

果をもたらした可能性を指摘できる。

　第４の要因として、気候の寒冷化に伴う環境変

化が起きた結果、植物資源が変化したことを挙げ

る。三内丸山遺跡や周辺地域に関する植生の復

元結果（Kitagawa, Yasuda 2004, 2008; 佐瀬ほか

2008; 吉川2008; 吉川ほか2006）によると、集落が

出現する以前の縄文時代前期前半はコナラ亜属や

ブナを主とする落葉広葉樹林が形成され、局所的

にクリ林が形成されていたが、集落が出現して人

びとの居住が始まった前期中葉になると、クリ林

が拡大しており、その後、数百年間にわたって維

持・管理されていた。ところが、気候が冷涼化す

る縄文時代中期の後半になると、トチノキの利用

が拡大し、クリの維持・管理が行われなくなった。

その結果、急速にクリ林が縮小するとともにトチ

ノキ林の人為的な拡大が起こり、自然林が復活し

た。さらに、クリ利用を中心とする体系的な文化

からトチノキ利用を中心とした文化へと変容し、

集落の終焉が起こったという。

　このような周辺植生の変化が集落内の人間活

動、中でも、植物資源の獲得・利用活動に影響を

与えたことは推察できる。前期中葉から中期中葉

にかけて、クリ林の管理栽培によって形成された

人為的な生態系には温暖な気候のもとに豊富な森

林資源が存在したであろうし、利用可能な植物の

種類も多様化したであろう。結果として、集落内

では植物の獲得・利用活動が盛んに行われ、住居

内に持ち込まれる植物の種類も多かったと推定で

きる。

　ところが、気候が寒冷化したとされる中期後葉
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から末葉（Kawahata et al. 2009; Tsukada 1983）

になると、日本列島の植生は暖温帯性落葉広葉樹

林と照葉樹林から、冷温帯性落葉広葉樹林と照葉

樹林へ変化し（安田1980）、三内丸山遺跡の周辺

でも生態系が大きく変動した。植生変化は集落で

利用する植物資源の種類に変化をもたらし、加工

方法や道具も転換せざるを得なくなった。この時

期には、雑穀類の利用も拡大しているという（辻

ほか2006）。

　こうした利用植物の変化は、加工方法の変化、

たとえば石器による粉砕・製粉から土器による加

熱調理が進展し、ならびに石皿の使用から木製臼

の使用のような道具の転換をもたらしたと推定で

きる。つまり、植物資源の変化によって、住居内

では木製臼による粉砕・製粉とともに、植物の加

熱調理が前時期よりも幅広く行われるようになっ

た。その一方で住居外では、住居内に持ち込む植

物の粉砕作業の一部を行った可能性や、住居内で

使用された石皿のうち、作業過程の一部のみを

担った後に住居の外へ持ち出された可能性という

２つが推定できる。こうしたことが、住居内では

石器デンプンの減少、住居外では石器デンプンの

増加という形で表れ、植物の利用形態の変化と

なったのではなかろうか。

　以上のように、三内丸山遺跡から出土した石皿

の残存デンプン分析から、三内丸山遺跡における

植物の利用形態を検討した。結果として、植物の

利用形態は住居の内と外とで異なっており、利用

形態は時期によって推移することが判明し、中期

後葉を境として末葉の段階には、植物の利用形態

が一変することを指摘した。さらに、このような

変化の背景として、４つの要因を挙げた。いずれ

の要因も遺跡内の植物利用に影響を与えたと推定

できる。特に、気候の寒冷化とともに生じた集落

の変遷と空間利用の変化は、集落内での植物利用

に影響を与えたと考えられる。

　したがって、本研究の成果は、遺跡が終焉を迎

える縄文時代中期から後期における植物利用の具

体的な様相をうかがわせるものであり、他の分析

科学で指摘された植物資源の利用形態の変化を石

器の残存デンプン分析から立証したと考える。
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図１　調査資料50点の出土地点（図中の●印）（青森県史編さん考古部会2002：28をもとに作製）
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図４　残存デンプン粒の遺存状態（400倍，a：開放ニコル，b：直交ニコルで撮影）.― 1 ～ 3：住居跡
内側出土の石皿より検出，4：住居跡外側出土の石皿より検出

図２　残存デンプン粒の形態分類の基準 図３　現生資料17種の形態分類
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表１　住居跡内側から出土した石皿23点より検出した残存デンプン粒（個）

表2　住居跡外側から出土した石皿27点より検出した残存デンプン粒（個）

資料番号 AI AII AIII BI BII BIII CI CII CIII D 計
43991 0 0 1 0 1 0 0 1 1 0 4
43937 0 7 0 0 4 0 1 1 0 15 28
44095 1 1 0 0 0 0 0 1 0 1 4
107314 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1
46007 0 3 2 0 0 0 0 0 0 2 7
46298 6 15 1 1 2 2 0 4 0 19 50
46402 6 12 8 0 1 0 1 0 0 7 35
46403 3 13 7 0 1 0 0 1 0 9 34
102354 3 5 0 0 1 0 0 1 0 4 14
102331 1 1 1 0 1 0 0 0 1 2 7
46436 0 7 1 0 2 0 0 1 0 11 22
46421 3 3 7 0 4 2 0 0 0 5 24
43694 0 0 1 0 2 0 0 1 0 0 4
46432 1 20 2 0 2 0 0 0 0 6 31
42077 1 1 1 4 0 0 1 2 0 5 15
46164 1 1 3 0 1 0 0 0 0 1 7
42421 0 1 0 0 0 0 0 0 0 2 3
49036 1 3 0 1 0 0 0 0 0 1 6
44047 2 10 0 0 0 0 0 0 0 1 13
44146 3 0 0 0 0 0 0 0 0 5 8
44145 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 2
46393 12 7 1 0 2 0 0 1 0 5 28
41979 0 16 1 1 5 0 0 3 0 7 33
計 44 126 39 7 29 4 3 17 2 109 380

資料番号 AI AII AIII BI BII BIII CI CII CIII D 計
90876 0 2 1 0 0 0 0 0 0 2 5
106137 0 2 0 0 0 0 0 1 0 1 4
106135 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 2
103494 3 6 0 0 1 0 0 0 0 7 17
90257 0 6 0 0 1 0 0 2 0 1 10
90407 1 1 0 0 0 0 0 0 0 2 4
106516 48 10 4 0 0 0 0 0 0 14 76
103285 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 2
103015 2 0 0 0 0 0 0 0 0 1 3
102341 40 0 1 0 0 0 0 0 0 7 48
102347 0 3 0 0 1 0 0 2 0 5 11

25 号配石 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 2
32069 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 2
32078 0 1 0 0 0 0 0 0 0 3 4
90238 19 3 0 0 0 0 1 0 0 1 24
102429 0 0 0 0 1 0 2 0 0 0 3
49867 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1
49877 26 43 2 0 0 0 0 4 0 2 77
31010 40 0 4 0 0 0 0 1 0 2 47
102966 0 7 3 0 1 0 0 0 1 35 47
90711 0 5 1 0 0 0 0 2 0 7 15
102967 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 2
90828 1 2 0 0 0 0 0 0 0 3 6
102962 0 4 3 0 0 0 0 0 0 0 7
81162 2 3 2 0 0 0 0 2 0 6 15
30984 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1
30147 25 6 3 1 0 0 0 0 0 9 44
計 207 106 25 1 6 0 3 16 1 114 479
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図５　住居跡内側の石皿におけるデンプン形態の時期的な変化（Ｎ＝形態が判るデンプン粒の個数 /全
検出量。図面は形態が判るデンプン粒を示す。）

中期後葉（Ｎ＝84/119） 中期末葉（Ｎ＝25/44）

前期末葉（Ｎ＝73/93） 中期中葉（Ｎ＝90/124）



― 88 ―

三内丸山遺跡年報－13－

図６　住居跡外側の石皿におけるデンプン形態の時期的な変化

中期中葉～中期後葉（Ｎ＝26/32） 中期末葉（Ｎ＝141/182）

前期末葉（Ｎ＝120/184） 中期中葉（Ｎ＝78/81）
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Ⅴ　日誌妙録

年　月　日 平成20年度の主な出来事

平成20年４月26日 三内丸山縄文春祭りを開催（～５月６日まで）

５月21日 平成20年度発掘調査（第32次調査）開始（～ 10月17日まで）

６月27日 平成20年度第１回三内丸山遺跡発掘調査委員会を開催

７月19日 「特別収蔵庫見学会」を開催（～８月23日まで）

７月26日 三内丸山縄文夏祭りを開催（～７月27日まで）

７月26日 企画展「円筒土器研究のあゆみとその形」を開催（～ 10月31日まで）

９月13日 縄文大祭典を開催（～９月14日まで）

９月13日 発掘調査現地説明会を開催

９月29日 平成20年度第２回三内丸山遺跡発掘調査委員会を開催

10月25日 三内丸山縄文秋祭りを開催（～ 10月26日まで）

11月22日 九州国立博物館にて「あおもり縄文展～ JOMON を世界へ、三内丸山からの発
進～」を開催（～ 12月21日まで）

12月 1日 企画展「縄文フルーツ＆ベジタブル」を開催（～２月28日まで）

平成21年１月５日 「北海道・北東北を中心とした縄文遺跡群」が
ユネスコの世界遺産暫定一覧表に記載

１月31日 三内丸山縄文冬祭りを開催（～２月１日まで）

３月13日 最新情報展「ザ・環状配石墓」を開催（～６月28日まで）

３月14日 平成20年度三内丸山遺跡報告会を開催（縄文時遊館）

３月26日 平成20年度第３回三内丸山遺跡発掘調査委員会を開催

Ⅴ 日誌抄録
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